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神明原⑳元宮川遺跡は、弥生時代から奈良時代にかけての低湿地における集落遺跡とし

て知られ、周辺には登呂遺跡◎有東遺跡⑳汐入遺跡などの著名な集落遺跡のほか、宮川古

墳群⑳伊庄谷横穴群、上の山遺跡などの古墳群もみられ、この地の中心的な遺跡の一つと

考えられていた。昭和55◎56年度には、静岡市教育委員会による大谷川河川改修事業関連

の調査が実施されて遺跡の性格の一端が明らかにされたのであった。

この遺跡の成果をうけて、昭和58年度～60年度の3ヶ年をかけて現地調査を実施し、昭

和61年度より資料整理作業を継続している。その調査の成果はめざましく古代の大谷川の

流路から人形⑳馬形木製品◎斎串◎卜骨やおびただしい数の土器など祭杷遺物が出土し、

神明原◎元宮川遺跡を流れる大谷川が古代の大規模な「水辺の祭」の場であったことが解

明された。この事実は、今までの静岡平野における歴史認識に大きな変更を迫るものであ

り、今後静岡平野の歴史を構成する上で貴重な手がかりとなるであろう。そしてまた、日

本の古代祭杷形態を考える上にも重要な資料をもたらすものであろう。

本報告書は、大谷川一神明原◎元宮川遺跡の調査報告の「Ⅲ」であり、昭和58年度に刊

行した「大谷川I」◎昭和61年度に刊行した「大谷川Ⅱ」に続くものである。主として、

遺物のあり方に焦点をあて資料を紹介する。現地調査◎資料整理の期間を通じて様々な問

題が提起され、その解明のため努力をっづけてきた。本報告においてはまだまだ未解決の

問題が多い。さらに努力していきたい。

なお、この調査に深い理解と協力をいただいた静岡県静岡土木事務所の方々に深い感謝

の言葉をささげるものである。あわせて静岡県教育委員会の配慮に対して心から謝意を表

するとともに、静岡県教育委員会の指導◎助言に感謝するものである。終わりに本調査に

従事し、その整理や報告書の執筆に力をあわせた所員の労苦に感謝したい。

昭和63年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所　長　　斎　藤 申
JLLヽ
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且の　本書は静岡市大谷地先に所在する神明原⑳元宮川遺跡の発掘調査報告書の第三分冊である。

2。調査は「巴川（太谷川）総合治水対策特定河川事業埋蔵文化財発掘調査業務」として静岡県静岡土

木事務所の委託をうけて鴇　静岡県教育委員会文化課の指導のもとに、財団法人静岡県埋蔵文化財調査

研究所が実施した。なお鴇　昭和58年度は財団法人駿府博物館付属静岡埋蔵文化財調査研究所が実施し、

昭和59年5月1日から財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が承継したものである。

3。発掘調査体制は次の通りである。

昭和59年度　　所長斎藤忠　常務理事（調査研究部長）池谷和三　調査研究1課長植松章八　主席

調査研究員栗野克己　調査研究員成島仁　小嶋日出一

昭和60年度　　所長斎藤忠　常務理事八代龍一　調査研究部最岡田恭順　調査研究1課長植松章八

主席調査研究員栗野克己　調査研究員森下春美　足立服司　矢田勝　鈴木基之　寺

田甲子郎　成島仁　小嶋日出一

昭和鋸年度　　所長斎藤忠　常務理事八代龍一　調査研究部長岡田恭順　調査研究1課長植松章八

調査研究員成島仁　矢田勝　寺田甲子郎

昭和62年度　　所長斎藤忠　常務理事大石保夫　調査研究部最山下晃　主席調査研究員佐藤達雄

調査研究員森下春美　寺田甲子郎

逢。昭和62年度の資料整理は髄佐藤達雄　森下春美　寺田甲子郎が中心となって実施し鴇　調査研究員中

山正典が協力した。

5の　本書は静岡県埋蔵文化財調査研究所の職員が分担して執筆した。

佐藤　達雄

森下　春美

寺田甲子郎

第亙章　第Ⅱ章第1節2　第2節　第Ⅲ章第1節1～6　第2節2　第4節

第Ⅳ章第2節3

第Ⅲ章第2節l　第4節　第Ⅳ章第1節

第Ⅴ章第鼠節

第私章属目節1．第3節　第Ⅲ章第1節7◎8　第3節

第Ⅳ章第2節1⑳2　第Ⅴ章第2節

軋　遺物の写真は鴇　中山が主として撮影した。木簡◎墨書土器の赤外線カメラ撮影については森下が撮

影し中山が補助した。なおカラー図版2糞は現地調査時に栗野克己が撮影したものである。

岩　木製品の樹種鑑定については山内文民（元東京科学博物館）に依嘱している。また、動物遺存体に

ついては金子浩呂氏（早稲田大学）に依嘱している。詳細な報告は『大谷川Ⅳ』でまとめていただく

予定であるが、その成果については一部本報告書に利用させていただいた。

8。放射性炭素による年代測定については学習院大学に、花粉分析については㈱パリノ⑳サーヴェイに

依頼した。その報告を付載ま海　相載2として本報告書に収録した。

96　本書の編集は、静岡県埋蔵文化財調査研究所が当たった。



次

例言◎凡例

序

第　亙　聾　　調査の方法

第　韮章　　出土遺物の概要

第温節　土器

且　古墳時代前期

2　古墳時代後期

第2節　木製品

第3節　土製品

第Ⅲ輩　各遺構出蓋の遺物

第　節　宮川　区　SX那　鞠SX墟4

1　S X477

2　　S X478

3　　S X479

4　　S X480

5　　S X481

6　　S X482

7　S X483

8　　S X484

第2節　宮川4区　SR55◎S段56

1　S R55

2　　S R56

第3節　宮川6区　SR312◎SR3且3

1　S R312

2　S R313

第4節　水上7区　SR810◎S段8m　◎S沢8且2

1　S R810

2　　S R811

3　　S R812



第紺輩　　主要遺物

第1節　文字資料

1．木簡◎絵馬

2　墨書土器ほか

第2節　祭祀関係遺物

1　人形土製品

2　馬形土製品

3　馬形木製品

第V　章　　考　　察

第1節　神明原元宮川遺跡出土の文字資料

第2節　人形土製品について

付載且　炭化物のC14年代測定について

付載2　花粉分析について

読三　わ　つ　に 224



二二：‡l‾

第1図　　古墳時代土器編年図l

第　2　図　　古墳時代土器編隼図2

第　3　図　　須恵器編隼図

第　4　図　　古墳時代土器編年図3

第　5　図　　宮川3区SX那　出土土器実測図は

第　6　図　　宮川3区　Ⅹ鮮　出土土器実測図2

第　7　図　　宮川3区SX鮮　出土土器実測図3

第　8　図　　宮川3区　Ⅹ那　出土土器実測図4

第　9　図　　宮川3区SX478出土土器実測図1

第10図　　宮川3区SX478出土土器実測図2

第11図　　宮川3区SX478出土土器実測図3

第12図　　富川3区SX478出土土器実測図4

第13図　　宮川3区SX479出土土器実測図は

第14図　　宮川3区SX479由十十蓋鷺洲図2

第15図　　宮川3区SX479出土土器実測図3

第16図　　宮川3区SX479出土士製品実測図

第17図　　宮川3区　Ⅹ購　出土土器実測図

第18図　　宮川3区SX481出土土器実測図1

第ユ9図　　宮川3区SX481出土土器実測図2

第20図　　宮川3区SX481出土土器実測図3

第21図　　宮川3区SX481出土土器実測図4

第22図　　宮川3区SX4酎出土土器実測図5

第23図　　宮川3区　Ⅹ胡　出土土器実測図6

第24図　　宮川3区SX482出土土器実測図

第25図　　宮川3区SX483出土土器実測図1

第26図　　宮川3区SX483出土土器実測図2

第27図　　宮川3区SX484出土土器実測図

第28図　　宮川4区SR　55出土土器実測図1

第29図　　宮川4区SR　55出土土器実測図2

第30図　　宮川4区SR　55出土土器実測図3

第31図　　宮川4区SR　56出土土器実測図1（須恵器編年図）

第32図　　宮川4区SR　56出土土器実測図2



第33図　　宮川4区SR　56出土土器実測図3

第34図　　宮川4区SR　56出土土器実測図4

第35図　　宮川4区SR　56出土土器実測図5

第36図　　宮川4区SR　56出土土器実測図6

第37図　　宮川4区SR　56出土土器実測図7

第38図　　宮川4区SR　56出土木製品実測図1

第39図　　宮川4区SR　56出土木製品実測図2

第40図　　宮川4区SR　56出土木製品実測図3

第射図　　宮川4区SR　56出土土製品実測図

第42図　　宮川6区SR312出土土器実測図1

第43図　　宮川6区SR312出土土器実測図2

第44図　　宮川6区SR312出土土器実測図3

第45図　　宮川6区SR312出土木製品実測図

第46図　　宮川6区SR312出土土製品実測区‖　人形土製品

第47図　　宮川6区SR312出土土製品実測図2　人形土製品

第48図　　宮川6区SR312出土土製品実測図3　動物形土製品

第49図　　宮川6区SR312出土土製品実測図4　動物形土製品⑳手捏土器

第50図　　宮川6区SR313上層出土土器実測図1

第51図　　宮川6区SR313上層出土土器実測図2　…

第52図　　宮川6区SR313下層出土土器実測図

第53図　　宮川6区SR313下層（河床面）出土土器実測図1

第54図　　宮川6区SR313下層（河床面）出土土器実測図2

第55図　　宮川6区SR313下層（河床面）出土土器実測図3

第56図　　宮川6区SR313下層（河床面）出土土器実測図4

第57図　　宮川6区SR313下層（河床面）出土土器実測図5

第58図　　宮川6区SR313下層（河床面）出土土器実測図6

第59図　　宮川6区SR313下層（河床面）出土土器実測図7

第60図　　宮川6区SR313出土木製品実測図1

第61図　　宮川6区SR313出土木製品実測図2

第62図　　宮川6区SR313出土木製品実測図3

第63図　　宮川6区SR313出土木製品実測図4

第64図　　宮川6区SR313出土木製品実測図5

第65図　　宮川6区SR313出土木製品実測図6

第66図　　水上7区SR810出土土器実測図1

第67図　　水上7区SR810出土土器実測図2

‥‥‥‥‥‥…‥‥‥…・60

61

62

64

65

66

…‥‥‥　71



第6　図　　水上　区SR酎　出土土器実測図3

第の図　　水上　区SR酎　出土土器実測区日

算開図　　水上　区SR酎　出土土器実測図2

第親図　　水上　区SR鋸　出土土器実測図3

第72図　　水上7区SR812出土土器実測図は

第関図　　水上　区SR812出土土器実測図2

第閥図　　木簡実測図1

第75図　　木簡実測図2

第76図　　木簡実測図3

第開図　　木簡実測図4

第78図　　木簡実測図5

第79図　　木簡実測図6

第80図　　絵馬実測図

第81図　　墨書土器実測図l

第82図　　墨書土器実測図2

第83図　　墨書土器実測図3

第84図　　墨書土器実測図4

第85図　　墨書土器実測図5

第86図　　墨書土器実測図6

第87図　　墨書土器実測図7

第88図　　墨書土器実測図8

第89図　　墨書土器実測図9

第90図　　人形土製品実測図1宮川5⑳6区　…

第91図　　人形士製品実測図2　水上7区

第92図　　人形土製品実測図3　西大谷且⑳2区

第粥図　　動物形土製品実測図　　宮川　区

第94図　　動物形土製品実測図2　宮川3～6区

第95図　　動物形土製品実測図3　宮川2区◎水上9◎10区　ee。

第96図　　動物形土製品実測図4　水上7区

第97図　　動物形土製品実測図5　西大谷且⑳2⑳4区　…

第98図　　馬形木製品実測図‖

第99図　　馬形木製品実測図2

H9

122

123

124

125

126

10へ
‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥．」∴〕J

‥…‥‥……‥…‥・136



図　版　因　次

カラー図版1　木簡

2　絵馬

図版1　宮川3区　SX477出土土器

図版2　　宮川3区　SX478出土土器1

図版3　　宮川3区　SX478出土土器2

図版4　　宮川3区　SX479出土土器1

図版5　　宮川3区　SX479出土土器2◎SX480出土土器

図版6　　宮川3区　SX481出土土器1

図版7　　宮川3区　SX481出土土器2⑳SX482出土土器

図版8　　宮川3区　SX483出土土器

図版9　　宮川4区　SR

図版10　　宮川4区　SR

図版H　　宮川4区　SR

図版12　　宮川4区　SR

図版13　　宮川4区　SR

図版摘　　宮川4区　SR

図版15　　宮川4区　SR

図版16　　宮川4区　SR

55出土土器

56出土土器1

56出土土器2

56出土土器3

56出土土器4

56出土木製品1

56出土木製品2

56出土木製品3

図版17　　宮川3区　SX479出土土製品⑳官用4区　SR56出土土製品

図版18　　宮川6区　SR312出土土器

図版19　　宮川6区　SR312出土木製品

図版20　　宮川6区　SR312出土土製品1

図版21　宮川6区　SR312出土土製品2

図版22　　宮川6区　SR312出土土製品3

図版23　　宮川6区　SR312出土土製品4

図版24　　宮川6区　SR312出土土製品5

図版25　　宮川6区　SR312出土土製品6

図版26　　宮川6区　SR313出土土器1・

図版27　　宮川6区　SR313出土土器2

図版28　　宮川6区　SR313出土土器3

図版29　　宮川6区　SR313出土木製品1

図版30　　宮川6区　SR313出土木製品2

図版31　宮川6区　SR313出土木製品3

図版32　　宮川6区　SR313出土木製品4

図版33　　宮川6区　SR313出土木製品5

人形土製品

人形土製品

動物形土製品

動物形土製品

動物形土製品

動物形土製品



′′　　　　　　　　　　、　′く

図版器　　水上　区

図版36　　水上7区

ご　　　、　　　　　　′

ノ　　、、　　　・′　、

S R810出土土器l

ノ：リ　∵　　、ノー．：、、′　r　′1J　　　　′

段別　出土土器

く　、′、　　／、

く・　′　　　　　　′＼　　′

I、－　、　　　　　　　　　＼

図版射　　木簡4

図版42　　木簡5

図版舶　　木簡6

図版舶　　墨書土器文字集成且

図版壷　　墨書土器文字集成2

図版購　　墨書土器文字集成3

図版都　　墨書土器文字集成4

図版48　　墨書土器文字集成5

図版舶　　墨書土器文字集成6

／、′、、．・　　　　　　　　　　ノ　仁　　一　　、’

′′　　　　　　　　′　′　　　　く

図版52　　墨書土器文字集成9

図版53　　Å形土製品温

図版54　　人形土製品2

′く　べ：′　　　′、′／　　　　ミ
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図版63　　動物形土製品8

図版糾　　動物形土製品9

図版65　　馬形木製品且

図版捕　　馬形木製品2
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第1節　資料整理計画

資料整理は、現地調査終了後の昭和61年度～昭和63年度の3ヶ年で計画された。昭和鋸年度は酎掴

◎60年度に現地調査を実施した地区の遺構を中心に整理し鴇報告書『太谷川韮（遺構編）』を干桁した。

資料整理の全体計画は次の通りである。

昭和6ユ年度◎◎◎昭和59◎60年度に現地調査を実施した地区の遺構を中心に整理。報告書『太谷川Ⅲ（遺

構編）』を刊行。

昭和62年度⑳㊤⑳遺物を中心に整理し報告書『太谷川Ⅲ（遺物編）』を刊行する。

昭和63年度◎◎◎遺物を中心に整理するとともに鴇遺構◎遺物のあり方について検討し総合的に考察を

加え鴇報告書『太谷川Ⅳ（遺物⑳考察編）』を刊行する。

第2節　基　本　方　針

膨大な遺物の量であり鴇　これらのすべてを取り扱うことは鴇我々に与えられた時間の中では淘不可能

である。そこで我々は鴇　この限られた時間の中でも最もこの遺跡の資料を生かすにはどのようにしたら

良いかを討議した。そしても神明原⑳元宮川遺跡の主体は古墳時代触奈良時代の祭祀に関係した遺物で

あるとの共通認識にたち戦　次のような方針で臨んだ。

i）遺構◎流路等の一括遺物あるいは一群の遺物を抽出し紹介する。

異体的には鴇遺構認定◎群認定を厳密に検討し鴇確実に伴う遺物を抽出し惚各遺構ごとに全ての遺

物を提示する。ここではこっの点に着目して検討した。且は本遺跡の主体となる祭祀関係遺物の時期

を明確に与えられる資料があるかどうか鴇　2は駿河西部においてその様相がいまひとっはっきりしな

い古墳時代の土師器の様相を知る良好な資料があるか鞄　である。

2）遺跡の性格等を論ずるにあたり必要な遺物は出土状況の如何にかかわらずとりあげ紹介する。

河の申からの出土という性格上海時期等の認定を明確にLがたい資料がほとんどである。一括ある

いは一群の遺物を取り上げると鴇祭祀関係遺物をはじめ主要なものがとりあげられないまま埋もれて

しまうこととなってしま。これらの遺物を出来るだけひろい集成することで全体像を考える。

第3節　作　業　手　順

現地調査の状況を知らないものが頼るのは、現地での実測図面◎写真◎遺物に付されたラベル等であ

る。当遺跡の場合、いままで主要遺物という取り上げられかたで様々な遺物が独り歩きしてきた。この

ような場合どうしても盗意的な解釈となる危険性を常にはらんでいる。本格的な遺物整理に着手するに

あたり、我々はこれを避け出来るだけ資料の厳密性を保っため鴇資料操作の鼠屯に立ち返って作業を進

めた。すなわち、実測図面◎遺物に付されたラベルを頼りに我々の解釈を加えないで資料に当たること
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とした。しかしこれは逆に当遺跡資料の持つ限界をも明らかにすることとなった。我々はこの両者を明

確にすることが鴇　神明原⑳元宮川遺跡の資料整理のなかで重要な意味を持っと考える。

日実測図（遺物分布図）の検討

厳密に遺構に伴う遺物を選び出すため、現地で作成された図面を第一に考えた。まず遣物分布図に

記載されている遺物を抽出する。分布図にはないが当該遺構出土とラベルに明記されているものにつ

いては鴇　日誌等により遺構認定の時期を確認し現地調査段階のものであれば二次資料として組み入れ

る。

遺構の認定および作業の優先服位については鴇　調査関係者に集っていただき検討した。

の復元◎統計処理

注記◎復元をし鴇　必要なものについては類型別の統計処理等を行う。

の　実測⑳写東撮影

全ての遺物の実測をすることばも　限られた時間の中では不可能なので、とりあえず必要な最低限の

ものに絞って実測および写真撮影を行った。しかし、編年資料となるものについてはも　すべての遺物

を実測し紹介することを原則とした。

射　検討

個々の遺物の形態分類をするとともに鴇　遺物の組み合わせに着目し検討を加える。他遺跡の遺物の

あり方と比較検討しながらも　本遺跡の遺物の様相と遺跡の位置付けを考える。

第4節　報告書の作成

以上のような検討を加えたもののなかで鴇　今回報告する遺構は次にあげるものである。

且。多量の木製模造品◎土製模造品を出土しその時期を考える資料となるもの

…………宮川6区SR312　◎SR313

2。木簡◎鍬などを検出し鴇　川の流路の変遷を考える資料となるもの

・ee………宮川3区SR55飽SR56

3。土師器の集中して出土した部分で古墳時代中期から後期の土器の様相を知る上で良好な資料となる

もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………宮川3区SX477陶SX484

また個々の遺物では木簡◎墨書土器などの文字資料鴇　および祭祀関係遺物のなかから人形◎馬形土製

品と馬形木製品を報告する。

いずれにせよも　今回の報告では資料の紹介に重点をおいた。我々の前に積み上げられた資料のなかか

ら当遺跡の性格を示すとおもわれる資料のまとまりを出来るだけありのままに紹介することに努めた。

その組み合わせ等について問題を投げ掛けるものも多い。これらの詳細な検討と考察については、資料

の増加を待って周辺遺跡の資料との比較検討を行い、63年度以降報告出来るよう努力したい。

ー　2　－



享＿∴≡　二二三十∵∴二言

第1節　丑 器

当遺跡の土器は縄文時代から近世にまで及んでおり、膨大な量である。コンテナで5000箱以上の

そのすべてを、整理し系統だってまとめることは、わずかの期間では不可能である。そこでまずも本遺

跡の主体をなす、古墳時代から奈良時代ごろまでの土器の概観と見通しを示すこととした。遺構そして

様々な祭祀遺物を理解するうえで共伴する土器の年代観は不可欠のものである。我々の共通の編年を確

立すべくつとめたがまだ不十分である。検討を加えなけれだならない遣物は山積みされている。

且。音墳時代前期◎中期

本遺跡出土の遺物は旧大谷川から出土した古墳時代後期以降のものが圧倒的多数を占めるが、低地縁

辺の包含層および遣構内において古墳時代前期◎中期の一括遺物も数カ所で検出されている。すでにそ

のほとんどが『大谷川‡』および『大谷川Ⅲ』において紹介されているが鴇　ここではこれらを集成しそれ

ぞれの資料を相互に比較検討することを試みた。溝◎自然流路◎包含層◎祭祀的な一括遺物等様々であ

り鴇切り合い関係や層位より編年することは不可能であるため一括遣物の中で特徴的な形態を指標とし鴇

一括遺物こ、’声ならべるこ声右裾摘＝声主と（層i刀肋城の寧魁右盆景ぼっ′ナザがアの臨登別r衷汗ス洛摺L巨由妄択
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地方の資料は乏しく問題点も多い。

1は水上10区SD634出土の壷である。折り返し日録を有し胴部は無花果形を呈する。本遺跡の遺構

出土の土器としては最も古い要素を有し弥生後期の特徴が強い。2は西大谷8区SP354から出土し、

この土坑が大型の柱穴を切っていることからこの柱穴群の年代的根拠とされる土器である。ロ綾部には
（‖

棒状貼付文、肩部にはボタン状の貼付文をもっ。弥生土器の特徴を強く残す土器といえる。3◎4はそ

れぞれ水上10区SP727◎SD634出土の資料である。いずれも壷のロ縁部に棒状浮文と刺突文が施さ

れている。全体の形状はわからないが弥生後期の特徴を残している。

5陶12は古墳時代初頭と考えられる土器である。ここの中心は西大谷1区SD15出土の資料（6～13

⑳15～20）である。弥生から系譜を引く伝統的な土器と外来系の新しい要素が混同している。復合口緑壷

では浮文ではなく棒状の沈線がロ縁部に施されている（5◎6）。折り返しロ縁壷は日録部の外反がかな

り緩やかで（8◎9）、目線端部に沈線を有するものも存在する（9）。これら弥生時代から系譜を引く土

器に新たに有段目縁壷（10）や折り返しロ縁が退化したもの（11）が加わるようである。賓ではロ縁端

部に刻み目をもつもの（14）や単純口縁もの（15）は在地系とみられ、これにS字状口縁聾が加わるよ

うである。S字賓は肩部に平行線文がみられず、大参分類のb類⑳安達分類のⅢ類以降と考えられ、小
（2）　　　　　　　（3）

型精製土器もみられる。

静岡県中部地方においては静岡県考古学会シンポジウムにおいて古式土師器の編年が試みられている。
（4）

それによるとSD15の資料はⅡ期に比定され、下清水小池遺跡◎寺崎‡遺跡◎天神山下Ⅱ遺跡などがそ
（5）　　　　　（6）　　　　　　　（7）

の類例となるが、複合口縁壷に古い様相を残し、小型丸底土器◎小型器台等が伴わないところからⅡ段
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階の中で　よ　古い時期と考えられる。なおSD蟻一括土器については整理続行中であり『太谷川亙』

で嘉したものはその一部である。今後『太谷川Ⅳ』において追加資料も含めて報告する予定である。

22鞠39の土器は古墳時代前期後半‰中期初頭と考えられる一群である。このうち22～34は西大谷7区

の包含層8◎9層出土の資料であり戦35淘39は西大谷7区7層出土の土器である。8◎9層の土器は混在

してお　時間差を認め難いが鴇　層にくら／くて層位的には先行する。前段階でみられた複合目線壷はな

くなり折り返しロ縁壷（22）も胴部が球形に近く淘斜縄文と竹管文が施されている。台村聾（28）はS

字犠打縁が退化しわずかにそのなごりをとどめて事る。その他では小型丸底土器珍小型高埠が注目され

る。また平底でロ縁をわずかに外反させた棒形土器も出土している。高杯は脚部が長く裾部がラッパ状

に開くもの（32⑳33）がみられる。7層では尊純目線の壷（35◎36）、小型の平底聾（37）が出土してい

る。静岡県中部地方においては小深田遺跡3地点南地区SE－02◎上薮田川の丁遺跡旧河遺下層に類例
（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

が認められる。先述のシンポジウムに従えばいずれもⅡ期にあたるが鴇　小型丸底土器◎小型高杯の盛行鴇

S字婆の退化など新しい様相を含んだ土器群といえる。また脚部の長い高捧（33）は静岡県東部の富士

市三新田遺跡Å…別号住居跡出土の和泉式に比定されている高埠に通じると考えられ鴇　次段階への過渡
（川）

、ノ・′′．′工′－ノ＼′′、　′　　ノ′、∵

購鞠椛の土器は水上摘区　Ⅹ寝　出土の資料である。この資料はa軸dの4群に分かれるがここでは

他の群からの散布資料と考えられるC群を除き鴇　a群（40～50）淘　b群（51‰56）も　d群（57～66）の順

に示した。a群は大型の壷摘　⑳現　にその特徴がみられる。40は西大谷1区SD鼠5でみられた複合目

線が退化したものと考えられ掬劇の折　返し日録壷は厚手で胴部が球形に近い。壷では他に有段目縁の

退化したもの（42）や淘　単純打線のもの（43）がある。婆では台村聾が若干みられ、平底の婆は出

土していない。塘形土器摘　◎張　は胴部中央に最大径をもち器高が胴部径より大きいものがほとんど

である。高棒は師部が皿状にゆるやかに開くもの（48）や捧部外面底部に稜をもっもの（49◎50）があ

る。もザれも脚部は「ノ㌔」の字状に開き裾部で屈曲している。数量的には高杯と増形土器で全体の70％を

毒め戦壷に複合Ⅲ緩鴇折り返しロ緑地有段目縁など古い要素が残るものの主体が増の高埠に移行してい

ることをあらわしている。これらを考えあわせると水上10区SX624a群の土器はいわゆる五領式から

和泉式への過渡期ととらえることが可能であり鴨　古墳時代前期末飽中期前半の時期をあてておきたい。

先に述べた西大谷7区7層出土の土器とはそれほどの差はないと思われる。

水上10区SX624b群の土器（51～56）はa群でみられた大型壷はなく短頚の広口壷（51）がみられる。

塘形土器（52）は胴部球形で日録部はわずかに外反しながら開く安定した形状となっている。高捧（56）

はa群とほぼ同じであるが脚部の開く角度がゆるやかになりやや中脹みの和泉式高杯に近い形状となっ

ている。また台村の鉢形土器（53）も出土している。高捧◎塘形土器◎台村鉢形土器のセットとしては

清水市石川遺跡出土例があり鴇　先述のシンポジウムではⅢ期の時期が与えられている。台付鉢形土器は
（H）

沼津市広池遺跡でも出土しており5世紀中頃の時期と考えられている。d群出土の土器は尊縄目縁で胴
（12）

部球形の壷（57）小型の広口壷（58）、増形土器（59◎60）、平底の婆（62）、台付聾（64）、高杯（65◎

66）などで構成されている。小型広口壷の増形土器等b群との共通点もみられるが、高杯はa群⑳b群

にくらべ師部が深く師部底径が小さくなっている。また柑形土器（59）は底径が大きい。これらの特徴
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椚‰鍼は水上　区　Ⅹ霊　の小型土器を中濃癒した一括土器である。小型壷は報海相形土器摘郎海

一　　ノ　　　　　　　　　　　　　　′

部がエンタシス状で師部底部外面に粘土ひもを貼付し稜をつ　り若障る。和親式の特徴が破折ものと紛

えよう。
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′　　∴‾　′　・・：ノ・‾　　　　　′′　　　′．　、・　　　　　・　　　　　　　　　　　　、′　　、

以前の時期ととらえることができ淘　樫妃前半の年代を与えておきたい。

r－　5　－一一・
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以漉本遺跡出土の酋壇時代前期怨中期と考えられる土器を遺構出土の一括土器を中心に比腰予検潮光

一　　　　　　　　　　′、

ノ　　　　　　　　　　　　　J　　　　一　　　　　　　　　　′、　　　′　　　ノ　　、　　　　ノ　　・．　　　　　　　　　′

数えるにすぎない。

、　　　　　　　　　　′、　　　　、一　　　　　　　　　＼

土器が加わる時期で小型土器もふくまれる。

′′、　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　′　　　　′

となるし〕

′＿ミ　　ー′一　　　　　　・　り　　　　′　　　　　　　ノ′　　′　、

する時期で台村婆は遜存し鴇聾は長胴柁する。

・・　　、′　・・　　　　　　　′′　　　　　　　′　　　　　　ノ

、　　　　　　　　　　　　′　　′′′′・ニ’′．．　二′　　　′′　　・′

′′　　　　　　　　　．　　　　　　　．　　　　　一　　′　　　‘　　、　　′　　　　　　こ

出　静岡県理蔵文化財調査研究所】コ大谷川iH1987

は）人参義一・月臣「式土器から土師器へ　東海地方西部の場合－■　名古屋大学文学部研究論文XI∴ⅦH）68

（割　安達厚三0木下正史「飛鳥地方の古式土師器＿」考古学雑誌60一一1・一一一2　1974

時　池旧将男　jl中部地域の古ユーし土師器＿j　静岡県考古学会シンポジウム6　1〔〕85

時　望月活仁　下清水小池」鐙　創刊号　相関

硲）清水市教育委員会『清水車尾羽廃寺9寺崎mlの鼻遺跡発掘調査概幸田1971

（7）　　　／′　　　　抒‘1天神山1、つ壬＿遺跡他』清水車理蔵文化財調査報て十書第1集　1979

（8）焼津市教育委員会『小川地区遺跡埋蔵文化財発掘調査概報』1981

（～））藤枝市教育委員会打つ二赦旧モミダ遺跡e　上薮田遺跡0鳥内遺跡』1981

u（1）信上市教育委員会『1∴新出遺跡発掘調査報告許二月1983

（11）望月董弘『清水市石川遺跡発据調査概報』埋蔵文化財発掘調査報告書　1968

（12）」L用意一一・；‾静岡県東部地方の和泉式期の士師器に一lJいて…　静岡県考古学研究211988

…　聖　…



霊。苗墳時代後期

1）須恵器

この時期は、須恵器を指標としてこまかな編年体系が組み立てられている。本遺跡においては鴇独自

の編年を考えることのできるようなまとまった資料は検出されていない。ところで鴇静岡県では鴇臓腑

年以来遠江考古学研究会が須恵器の編年を検討し編年体系を組み立ててきた。いわゆる遠考研編年であ
自は

る。本遺跡ではこの編年体系を援用する。この編年も各氏により若干の考え方鋤昌運はあるが鴇基本的

には静岡県考古学会シンポジウムにおいて示されたものに従う。以下『須恵器一古代陶質土器～の編年』
（2）

に基きその概要を整理してみると次の様である。

亙期前半

底部の大半を手持ちへラケズリで整形、端部は全体に丸みを帯び海　口綾部をかるく内側に斜めに整

形している。田辺編年とTK216鞠TK208に対比されるものである。

亙期後半

湖西市明遜り窯跡出土品を指標とする。稀身はたちあがりをはば直立させ四線部の内側を斜めにヘ

ラ整形した後かる　沈線を施している。TK封に比定でき海焼津市営ノ膿遺跡出土資料が標式となる
9，

つ。

耶期

首玉古窯跡◎衛門坂古窯跡の資料で代表されている。古墳では沼津市品塚古墳の資料等がある。こ

の時期は鴨島脚一段透かし高棒の出現◎杯の大型化である。杯では淘端部は比較的丸　戦前段階に比

べてシャープさに欠けている。たちあがりと底部の比率がほぼ且：2となっている。称の蓋では稜が

不明瞭になってくる。

Ⅲ期前葉

有玉古窯跡⑳衛門坂古窯跡の資料で代表されている。古墳では袋井市大門太塚古墳の資料で代羞さ

れる。称の径は前型式とほぼ同じであるが鴇たちあがりは短くなって内傾するものもめだっ。Ⅲ廃部

の整形も顕著なものはな　わずかに指先等で軽　押えた程度のものが多い様である。高塚では海最脚

二段透かし高杯が出現する。

本遺跡の須意器はほぼこの段階のものから量が多くなる。前段階の特徴を残したものもお藩H∴∴太

一！l一八．ニ′・．l一了　∴．一　　　　　・一′一、、．ノ．一　ノ・＿　∫　ノ∴・；′　一・一′一′；、′′：′：　：．一l′　－．′

も多い。

Ⅲ期中薬

有蓋窯の盛行期である。古墳では静岡市餞機山古墳の資料が挙げられる。塚身の径は蟻C撒前後あ　鴇

最も大型化する。この時期を境に小型化する傾向にある。

Ⅲ期後薬

種は小型化Lも杯身のたちあがりは短く内傾する。

最近は鴇　この後にⅢ期末葉を設けている。

Ⅳ期前半

－　9　一一



義輝が海　径でHcm前後と最も小型化する。本遺跡においては9cm台の小型のものもわずかではある

が認められる。また鴇平底気味の底部から直線的にのびる体部を持っタイプがあり、時期差と考えら

れないか検討を要する。

後半になると鴇　棒の蓋の内面にかえりがつき、乳頭状のつまみが表れてくる。径は10cm程度の小型

のものである。つまみは宝珠状の扁平化したものも認められ、若干後出する要素とかんがえられよう。

′′ノ・′

棒は徐々に大型化し海　宝珠状っまみも扁平化する。一部には高台付きの杯が出現するようになる。

本遺跡においては鴇　この時期は非常に希薄である。

V期前葉

宝珠状っまみ付き蓋の内面のかえりが消失する。高台を持っ埠では、丸底の底部が高台からはみ出

し高台の役を為さないものが認められる。

Ⅴ期中要

望球状っまみ付き蓋の内面の端部がくの字状に折り曲げるものから、若干肥厚させる程度のものへ

と変化してい。高台を持つ捧身が主体的である。

ノ

蹄の蓋では淘宝珠状っまみが消失し海端部のかえりもくの字状に折り曲げるものから、若干肥厚さ

せる程度のものへと変化していく。

墟意義の編年についてはまだまだ検討を要する点が多い。本遺跡の調査員の中でも微妙に見解の相違

が見られる。ここでは鴇　報告書の一貫性を考え、すでに刊行されている『大谷川I』『大谷川Ⅱ』に基

本的に従狛若干の補正を加えておくこととする。すなわち　①Ⅲ期を前半と後半にわけ大門太塚古墳の

資料をもりで既期後半とする。②Ⅳ期を前葉◎中葉◎後葉の3区分し鴇　乳頭状っまみを持っ蓋の出現を

中葉とする。の2意である。参考までに本遺跡の土器をその編年体系に当てはめたものを第3図に示し
摘）

た。
摘ラ

なお海　星ぬらの各期の年代の比定であるが鴇　これについては我々は検討材料をもっていない。向坂鋼

二既か先のシンポジウムにおいてⅢ期を6世紀中葉～7世紀前葉とする考え方を示され、『大谷川I』『大

谷紺孤』にお持ては原則と　てこれに従ってきた。すなわち大略として

千、、六′Jリ百

′　　　　′　′、　／一一

1・

－．　　　′′∴主上

′∴十王　′7C軽、；′一

瞥期　　　＝8g

一′、千二ある二．

最近の見解では淘浜松市博物館『伊場遺跡遺物編4』において「厳密には出来ないが」とことわりな
（5）

－10－
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′／、・・、・l∴　′．、＿　　、　′J

・し一言　　　　　）’・－′．　　ノノて、’㍉ノ、′、

亙期後半　＝5世紀末鞠6世紀初頭

∴　　　・′．，．．一一／1、

Ⅲ期前葉　二6世紀中葉

Ⅲ期中葉　二6世紀後隻

Ⅲ期後葉　＝6世紀末

Ⅳ期前半　ニ6怪紀末‰7樫妃前葉

この設定の根拠については明確にされていないが鴇我々にとって問題となるのはⅢ期後妻とⅣ期前半

の間である。神明原砂元宮川遺跡の祭祀遺物の位置付けが鴇　世紀前半代あるいは　世紀に入るかとい

問題をはらんでいる。いま浜松市博物館の示した年代観について検討を加える時間と能力はないので鴇

ここでは従来通り孤期後妻のある段階からを7樫紀にあてておきたい。すなわちⅣ期前半を7樫紀前半

代と理解することとした。

また淘Ⅳ期後半については　樫紀後半としてお　が当遺跡ではその量は非常に少ない。Ⅳ期前半の細

分とあわせて検討を要するところである。

′　・勤　　、、′∴ノバ了、こ　′　　／

（6）

Ⅱ期　　　二6世紀前葉

：－′一一　一、　　′一　言　　′、

Ⅲ期中薬　二6世紀後妻

∴＼詳ニバ　　、l！、ノ・、／，　　言　j．′

Ⅳ期前葉　二7怪紀中葉

Ⅳ期中薬　＝7怪絶後糞

Ⅳ期後妻　二7世紀末葉

V期　　　二8世紀

・′．′ノ・′ノ、言．、∴∴・′工、・′ノ　ハ．∫，、、．、∴、、．′　工　ノ∴／′′　ノ′・　工言・・こノ．「．′一

整理し年代観を考えてみたい。

2）土師器

膨大な意の土師器が出土しているが洩ほとんどが川の中からであり鴇須意器等を見るとかなりの時期

巾があり惚編年のための資料としてはあまり良好とはいえない。そのなかで注目されるのは鴇宮川3区

の旧河遺跡SR媚5下の遺物である。宮川3区の北部に弧状に広がる低湿地地形であり鴇粘土層の静穏

な堆積により埋没していく過程で大量に投棄された。この中でも一括性が認められる遺物集中部が8ヶ

所確認され闇、る。SX477鞠SX硯である（SR胡5はこの堆積の土に形成された新しい河道であ

る）。この資料を中心に検討を加え古墳時代後期の土師器の様相をみてみたい。第Ⅲ章第　節で　Ⅹ鮮7

鞠SX482の出土土器の中の実測可能なものはほとんど全て図に示したので参照されたい）

当地方における6鞠7世紀の土師器の編年については鴇ようやくその緒についたばかりである。おお

－12－



一′コ、耽黒、′∴、‾　一言1－　∴：＼・／／、／′　　′　・十、、押、言　－．、－′　　、・　′、十、㌧、・、′ノ、　　　′－．

のがあるが鴇本遺跡においては若干その様相をことにするようである。
（7）

さて前にも述べたように鴇本遺跡においては淘独自な編年体系を組む程資料に意まれてはいない。良

く1．・∴∵－　′′一　二二＼＼′′’′　＼＼＼′さくノ、り　蓬、：∴′′、′∴ノ言　′　．∴　∴ノノこ．・）．′．lJ　－　　′′　∴、

平野における古墳時代後期の土師器の編隼については海周辺の資料との比較検討を加えた止で機会を改

めて考えたい。と　あえずは須意器の編年にあわせてその様相を概観してお　にとどめたい。

Ⅲ期前葉

まだ伝統的な形態の杯が主体を占める。ロ廃部をわずかに内湾させ海内面に縦のへラミガキが施さ

れ外面体部は横位のへラケズリがなされている。あげ底風の平底のものCA幾）と丸底のものがある

（B類）。Å類も底径が最大径の兢弱となっている。A類ははぼこの段階までで消滅すると思われる。

／＼、∴－・弗′‾　ら′、、‾“㌧年一一、′′　′二扱．・Jノ　ら′‘ノ信二　一一　∴　し・「十‥′　　′言　　、ノ．‥∴　′′　　　′

思われる。

．十：日、

A類のあげ底風の平底のものは消え鴇　B類は丸底から平底へと変化する傾向をみせ鴇内面の鵜ラミ

′＼丁目イ子∵′．、つ、∴　て′‾、　こ、ブ＝：：／一1・－1ユ」！：：′∴　　　・・∵一′　′′

摘）
′‾′：・・．・、′ノ：－　ノ′　、‘・、、、∴、．∴一　　㌧・ノ二、二‥・・ニ　・ノ　′　′．′′　・′　　　　　　　　　′’・′

二一畑ノノ、′∵‾∴1／・二．∴　　′一ノ　　吉∴ノ′　　′　∴∴ノ　′　′∴‥、1∴！言．′ウノ　′′・　　　∴　　・

：C．）（′～′‥ノ（ノ了与．ノ、／，、∴こ　ノ、　　≠　′　一ノ　∴　′　　、・．・

Ⅲ期後糞

＿日、H∵Jり∴′′ノ）lり既／、、つ∴r、し　・′、∴′ノ、シ、ノノ　ート一一　′　　ノ．．・　．　　′　′　　　　さ

な　小型化したもののなかにはまっす　鳩伸びるものも見られる　は－b幾）。一方器高は変わらず

にロ径が大きくなり扁平な皿状を呈するものも見られる（B－C類）。

誹中、つ　十十1・′一Cつ1日、多二′‘ら　′つ：上し、′、．′、′　′′・l十ノ＼′′　、ノ′・　′‘＼：ノ、　　′、・‾′′　ノ

傾向にある。

悠言・∴！

工・こ′：・′’l　′・′′′．て′」．′′′　　′／、′′　‘ノ′　　十二′　　　′　へ′・′‘　　　　　　　　′

！、毒：l∴弓年。八　㌧　／′′　′‾　　′′　・、・一！‾′　－．．′　ノノ「‾、・・　′．′、二　　　　　　　、．′　　　　　　′

する。

′′、年：′′・二′‥ノ′′′′二一十㌧、・　　′、JJ．予ノ、′・．．ノ　　　　∴J－　・．．′　　　　　　．

の整理を継続してお　様々な要素と系譜を持ったものが含まれている。周辺の遺跡の資料とあわせて検

討し『太谷川Ⅳ』において整理してみたい。

ー13－
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（1）山村宏ほか「遠江の須恵器生産」ん『古代学研究』501968

は）1977年11月23日静岡県考古学会は「須恵器一古代陶質土器－の編年」のテーマでシンポジウムを開催した。その発表と

討論をまとめて『須恵器…古代陶質土器－の編年』が1979年3月に刊行されている0この中で川江秀孝氏は従来の編年にた

いして修正案酬江試案）を提示している。佐藤は原則的に川江試案に賛成であるが、神明原◎元宮川遺跡の調査員の問でも

見解のちがいが見られる。ここではも報告書の一貫性を重んじ従来の編年観に沿っておきたい。

（3）乳頭状つまみを持つ蓋は鴇明器としての杯の小型化とは別の意味を持つものであろう。このような形態の杯のセットの出現

をひとつの画期ととらえたい。

（のそのままあてはめると、神明原◎元宮川遺跡においては第Ⅳ期後妻は非常に希薄なものとなってしまう。当遺跡のこの時期

が欠落していたと理解するのか。編年に問題があるのか。この問題については別に考えたい。

（5）浜松市教育委員会『伊場遺跡　遺物編4』1987

（6）栗野嗜小嶋砂成島◎矢田ほかの年代観もそれぞれ微妙なところでの相違はあろうが『大谷川亙』『大谷川韮』をみるかぎり

この年代観から大きくほ出ないであろう。しかし遺構の年代決定には土器以外の要素もおおきく、記述が必ずしも土器の年代

観と一致しないこともあることはもちろんである。

（7）大塚政夫団捏酌敵方の6～7世紀の土師器」『古墳時代の土師器』静岡県考古学会1985

（8）関東地方の緻密な胎土とていねいなへラミガキが施された鬼高式とは全く様相を異にする。砂粒を多く含み、粗い胎土でナ

デ調整を主体としへラミガキはほとんど見られない。目線部の屈曲が共通点といえばいえるが、鬼高式のようにシャープなも

のではない。朗鬼高期伴行’タの杯と祢しておく。
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第2節　木製品

多量の木製品が出土している。総数的ま5000点海中でも際立って多いのは祭祀に係るものである。人形55

点車馬形31点⑳斎串状木製品的且000点の他様々なミニチュア製品などユ200点を数える。これらのなかで今

回は鴇人形木製品◎馬形木製品について報告する。その他の木製品としては、鍬およびその柄◎鎌の柄

などの農臭26点鴨石斧の柄などの工員7点、片ロ⑳杓子啓椀◎曲げ物などの生活用具125点のほか、ほ

ぞ穴や切り込みの入った建築部材や杭など様々な用途のものにおよんでいる。さらに用途を特定出来な

いものがこれらに倍する量検出されている。

これらの大半は旧太谷川の流路の申からの出土であり、時期は縄文時代から近世にまで及ぶが海　中で

も主体となるのは古墳時代恥奈良◎平安時代である。また大谷地区では鴇　縄文時代の低地を形成する泥

炭◎粘土層から丸木舟⑳かい鴇丸木弓◎ヤスなどが検出されている。

現在整理を継続中であり鴇　その用途の認定には戦　まだまだ検討を要するところも多く、上記の数量は

必ずしも確定されたものではない。

第3節　丑製品

本遺跡は旧太谷川から大量の祭祀遺物が出土しているがも　そのうち士製品としては人形土製品107点淘

動物形（馬形）土製品209点が出土している。他に土製の模造鏡1点と土製丸玉29点、土製紡錘車12点が

出土している。これらの　ち祭祀員として代表的な人形⑳動物形土製品を今年度は取り上げ紹介するこ

ととする。

人形土製品はすべて旧太谷川から出土している。動物形（馬形）土製品や他の祭祀遺物にくらべ出土地

が集中する傾向がみられ海　宮川6区SR312で56点鴇　宮川6区SX339で4点も宮川6区SD322で3

意地宮川　区S段別　で　点と宮川6区103列触104列の各遺構で70点と大半を占めている。さらには水

上　区の旧河道で用意鴇西太谷川1◎2区の旧河道で12点が集中している。この他では宮川4⑳5◎6区包

含層から路点が出土しているにすぎない。このうち集中出土した宮川6区の各遺構も水上7区鴇　西大谷1◎

2区のものを取り上げて検討したい。特に出土数が多い宮川6区SR312と西大谷1◎2区の資料は形

態分類を試みたが伴出土土器に大きな年代幅があり個々の土製品はバラエティーに富むため問題点も多い。

動物形土製品は人形土製品にくらべ全地域を適して出土している。人形同様旧大谷川からの出土がほ

とんどであるが海微高地の溝や土坑などからの出土もあり土器を伴なった比較的小さなまとまりのもの

もみられる。集中出土した地点は宮川6区SR312で66点戦宮川4区SR56で7点、水上7区旧大谷川

で20意地　西大谷l◎2区で18点等であるが鴇　このうち宮川6区SR312、水上7区、西大谷1◎2区で

形態分類を試みた。前述の土器を伴う比較的小さなまとまりの資料を参考にしながら年代を検討したが、

人形同様にその編年はかなり困難であるといえる。

人形◎馬形ともに完形品は少なく破損が激しい。一覧表に示したものはその形がある程度認識でき人

形あるいは動物形と考えられる土製品である。この他に土製品の破片と恩われるが形状がわからないも

のが多数あり鴇　実際には数はもう少し増すと考えられる。
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第m童　各遺構出濃の遺物

第且節　宮川3区SX477鞠SX484

宮川3区の北部に弧状に拡がる低湿地地形がありも粘土層の静穏な堆積により埋没していく過程で大

義に遺物が投棄された。この中で鴇一括性が認められる遺物集中部が8ヶ所確認された。SX僻　地S

X484である。これらの一群は淘わずかではあるが須意器をともなっており鴇古墳時代の中期～後期の

土師器の様相を考えるには滝本遺跡の中では比較的まとまった資料である。そこで実測可能な破片はす

べて実刺しほとんど全ての土器を図として紹介することとした。

37J十′　仁子了‾日で・、’∴ゝ？：－でノ

5mx3mの範囲に広がる。土師器の棒を主体とし淘　わずかに婆◎壷の破片が混じる。また謝X都路

程度の大きさの礫が土器とともに投棄されている。

三頁恵器

須恵器は全部で7点である。小破片ではあるがあえて図とした。輝蓋は　点のみで径摘めお開高さ　さ3

撒頂部は太きくへラ削りされている。捧身は　点あ　径摘鞠は玩帯で立ち上がりも儀　内傾している。

2ほ立ち上がりが若干高く器高も軋持前摘膀㌦へラ削りも上部まで及んでいるが鴇　口径は13ず9cmと

ほぼ同じである。3も小破片であるが立ち上がりが高くへラ削りも上部まであり2と同様であろう。最

大径路5C謂程度である。4◎5⑳6砂7は立ち上がりも低くへラ削りの位置も低い。射　最大径摘。2

澗高さ2。7甜淘　5ほ最大径13。8cm高さ説5閥である。このような違いはあるが太わくとしてこれらは須

意器編年の第Ⅲ期後糞に位置付けられよう。

土師器

多量の棒の他に椀あるいは鉢と呼んだ方が良いもの⑳聾⑳甑◎／わ型壷が出土している。図柁可能

．の′仁一：∴′・′、・　　′ノ′．　　一　　′‥．〆∴守・－　　　′・、主．r t∴

鉢は大きく2類に分けられる。丸底でゆるやかなカープを持って立ち上がり海　口縁がゆるやかに内傾

するものと鴇　くの字状に屈曲し外側に開くいわゆる“鬼高期併行”の舞といわれるものとである。

前者の典型的なものは8～19でも表面の摩耗が著しくほとんど観察出来ないが海13では外面下半に横

位のへラミガキが観察でき、　車用◎Hなども同様の調整がなされていたと想定される。日録にゆるや

かなカーブでわずかに内傾しており淘全体に岩壁が厚　ぼってりとはしているものの伝統的な杯の系譜

をひいていると考えられる。8は口径ユ2さl甜高さ4。5cmも　9は口径ユ3。2甜高さ5甘雄を測る。17◎ユ8⑳

－17－



且9では平底化の傾向が強く23では完全な平底となっている。肥厚化◎平底化は後出の要素であろう。口

径は且2cm～ユ4撒、高さ4甜～5．5cmが中心で大きなばらつきは無い。27◎29等はその系譜は明瞭ではな

いが鴇　とりあえずここにおいておく。

後者はいわゆる鬼高期並行の杯として鴇　この地域の古墳時代後期に普遍的なものである。しかし関東

の鬼高式とはその様相を巽にし顕著なへラミガキほ認められず、胎土も粗く存地色の強いものである。

打線部は約％程度のところから大きく屈曲して外側に開く。調整はナデが基本で、目線部はヨコナデ胴部下半

および内面底部は不定方向のナデがほどこされている。内面底部にへラミガキが施されているものもわ

ずかではあるが認められるが鴇非常に稀で部分的である。口径は11cm～14cm、高さ4cm～6C7nと若干巾

が大きくなる。典型的な例として挙げられる40は口径14．1甜高さ4．9cmを測るものである。しかし31◎

32◎33◎43等の比較的小型のものは、器壁も薄く日録部も鋭く外反しており、調整も丁寧である。細分

される要素を持つものである。特に3ユ◎32は丸底の傾向が強くこれらの中では先行する要素を持っもの

と理解したい。31は口径且0．6m高さ3。9cmを測り内面にへラミガキの痕跡が観察される。36◎40等を典

型的なタイプとし海　底部が平底気味となるもの（5ユ◎55等）⑳日綾部の屈曲が弱く直立するようにみえ

るもの（56◎59魯60◎62◎65等）など変化に富む。

大型のものをここでは碗として別に分けた。69は杯のC類をそのまま大型化したと言ってもいいもの

で鴇　口径22cmを測る。高さは岩5cm程度が推定出来よう。75◎76も屈曲の度合いは弱いが同様のもので

ある。68◎70⑳71◎72◎73はロ縁部が直立ないし内傾するものである。杯C類の変化の中で理解できそ

うであるが、71◎73は屈曲部分が明瞭に付けられており特に71ではへラケズリが丁寧に施されており注

意を要する。

婆は全て破片で鴇全形を知りうるものは無い。頚部がくの字状に屈曲し、目線内面を若干肥厚させる

タイプのいわゆる駿東型の聾といわれるものが多い。86は例外的に緩やかなカーブを持って胴部に続く

もので口径26。7用を測る。底部は平底となるものがほとんどと思われるが、台付となるものも検出され

ており混入の可能性がある。調整は目線部が横ナデ◎胴部がパケ目調整となるものが多い。

その他としてほ、甑が3個体分検出されている。しかし全形を復元しうるものではない。

S X477　8～74
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第7図　宮川3区SX477出土土器実測図3
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第8図　宮川3区SX477出土土器実測図4
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。＄Ⅹ鯛8（第9図鞠第且2図）

305ァ花×2。5ァ花の範囲に広がる。中心部に聾砂甑が集中し周辺部に礫及び埠が多く認められる。馬形

土製品且点海手捏土器且点が検出されている。

工、二、三．卓

須恵器は全部で7点である。捧蓋3◎捧身3のほか題目窯がある。は径路4。帯高さ叡射彿項部は太

きくへラ削りされ平坦面が作り出されている。肩部には沈線がめぐらされている。2は口径は甜高さ説

6C帯地　3は口径12。2cmで招こくらべて後出の要素を持っものであろう。捧身はいずれもほぼ同じで最大

径14C帯前後である。射ま最大径摘。2cm高さ3Jc酢をはかる。立ち上がりも低く内傾しておりロ径12cmで

ある。3は最大径13の5cmであるが焼け歪みがあり正確な計測は出来ない。捧蓋には若干の時期差がある

が鴇身は須恵器編年の第Ⅲ期後葉に位置付けられよう。

土師器

多量の杯の他に椀あるいは鉢と呼んだ方が良いもの◎寮◎甑が出土している。

埠は大きく2類に分けられる。丸底でゆるやかなカープを持って立ち上がり海　口縁がゆるやかに内傾

するものと鴇　くの字状に屈曲し外側に開くものとである。

前者の典型的なものは8鞠ユ2で鴇口唇部は鋭く内傾する。表面の摩耗が著しくほとんど観察出来ない

が鴇　9では内面にへラミガキによる調整痕わずかではあるが観察できる。拍車12は器壁が厚く打線部も

厚く造られているが鴇　8◎9では薄く鋭く内傾している。伝統的な棒の系譜をひいていると考えられる。

且3陶24は平底でロ緑が内傾もしくは内傾気味に立ち上がるものをまとめた。しかし22鞠24はむしろ後

出するいわゆる箱形杯と形態的に類似し鴇その系譜を考える上では注意を要する。

後者はいわゆる鬼高期並行の埠として鴇　この地域の古墳時代後期に普遍的なものである。日録部は器

高の％程度のところから大きく屈曲して外側に開く。調整はナデが基本で海　口綾部はヨコナデ胴部下半

および内面底部は不定方向のナデがほどこされている。内面底部にへラミガキが施されているものもわ

ずかではあるが認められるが鴇非常に稀で部分的である。口径は12cm～15cm鴇高さ軋5甜‰6雄と若干

大きくなる。また6且の様にロ径17cm高さ説5cmを測る大型のものもある。底部が平底気味となるもの（43

◎44◎壷等）⑳ロ綾部の屈曲が蒔く直立するようにみえるもの（58◎59⑳60等）など変化に富む。

大型のものをここでは碗として別に分けた。太の中⑳小の3にわけられそうで鴇法量の分化の傾向を

指摘出来そうである。66が最も大きくロ径絡5cm高さ9cmを測る。71が最も小さく口径10cm高さ6cmで

ある。聾は全て頚部がくの字状に屈曲

するものである。73は胴部の一部を欠

くが球形の胴部をもっものである。74

も同類として良いであろう。他の一つ

は81のように胴部上半に最大径を持っ

もので79はこれと同類であろう。その

他としてほ、甑がある。鋸も甑の破片

とかんがえておきたい。

S X478　8～71
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第11図　宮川3区SX478出土土器実測図3
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第12図　宮川3区SX478出土土器実測図4
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、：′　　　　∴′、了、く　∴′、言上

皆川3区H96⑳196グリッドで検出された遺物集中部で淘　軋5m×2。5mほどの範囲に拡がる。特に

中央部には顕著な集中部分が認められた。中央の集中部分は土師器の杯が多く鴇　完形品の口径の異なる

ものが　点あるいは凱克重なって検出されている。そのほかに馬塾土製品　点淘　石製丸玉が検出されて

いる。馬形土製品の　ち　点　第蟻図日　は淘　中央の集中部分のほぼ中央に位置し土器の上に乗ったよ

うな状態で検出されており淘　注目される。

三頁恵器

須意器は全都で且3点である。捧蓋3⑳杯身9のほか小型の椀形土器が温点ある。捧蓋は招径言上5鞠

9。4雄の巾があり身との組み合わせにより3に細分した。2ほ最大径守㌫軸沌雅針撤畑罰高さ叡0甜蓋受

けの立ち上がりが鋭　高さ。祝帯あまりと比較的高い。底部は回転へラケズリされているがその範囲は

狭い。2も最大径は　撒高さ。閥を測　蓋受けの立ち上がりも比較的高い。5ほ最大径路8cm高さ

3。6甜蓋受けの立ち上が　は低　なっている。6も最大径且。甜蓋受けもずんぐりとして低　内傾して

いる。　⑳8も同様である。蟻は最大径摘。甜高さ　の　錐を測　蓋受けも低　ずんぐりとしている。且鼠

－．′：．、．′り・．　言′′　′ノ′∴く、ノ　ノ′J′ト・ノ了「′′′′－・／工：JノJ一言′一＼′l川ノ、言　　一　‾　あらう

ノー　ー　′′・　′、．　言′－：∴ノ・f）1Jノ二　一・　・！′　・′、さノ　こ∴∴ノ（ノノ　くソ′レ　一．・∴、′三ら‾‾　し′よノl工、一、ノ

現在の須意器編隼でいえば　⑳　砂　は第血期後妻に淘　9◎10⑳H⑳且2ほ第Ⅳ期前葉に位置付けられる

ものである。

土師器

多選の埠の他にわずかではあるが聾◎高捧◎小型壷が出土している。

杯はいわゆる鬼高期並行のものが圧倒的であるがわずかの例外として摘◎蟻の蟻がある。接はロ径mj

′・∴　∴′′′　　∴　建　つ′捕．・、、′　′－′′出ノ新中二、・日目∴、上し完・：ノこのふ！ノノ＼．レら1ノみ工ノノ　ノ、早．．

って立ち上がり海　口縁がゆるやかに内湾する。表面の摩耗が著しく調整痕はほとんど観察出来ないがナ

デが主体と思われる。B類とした伝統的な舞の系譜をひいているものの流れを汲んでいると考えられる。

′∴　′′　tノ′‥・　一　言‥，∴ノ‾、′一ノこし！－　∵r　六「∵′‾′十「．∴／工七！ハ左！、二′∵ノ二一　㌦∴（ノノ′ノバ∴　∴

とめられている。ナデ調整で外面はナデの痕が明瞭に残る。底部は木襲痕である。他のものとは系譜を

巽にすると考えられる。

他はいわゆる鬼高期並行の埠として鴇　この地域の古墳時代後期に普遍的なものである。打線部は器高

の％程度のところから大きく屈曲して外側に開く。調整はナデが基本で海　口緩部はヨコナデ胴部下半お

よび内面底部は不定方向のナデが施されている。調整は荒く18の33⑳36などのように指頭圧痕の残るも

のも比較的多く認められる。内面底部にへラミガキが施されているものもわずかではあるが認められる

が海非常に稀で部分的である。臓は口径日用cm高さ説l用を測るものでこの規の平均的なものであろう。

全体に小型化を指適することができる。法量では17～28の大型のものと29～68の小型のものとに分ける

ことができも量的には口径は10甜鞠ユ2C撒、高さ4甜～5．5C帯のものが主体となりSX477◎SX478に

－28－



比べると若干小型化している。全体に平底の傾向は強く丸底のものはユ9⑳29⑳34◎36◎49◎53ときわめ

て少ない。

形態的には海口縁により3に細分しておく。37鞠68のように目線が大きく外に開くもの、69陶79のよ
こ　い．′　rrノ′＝I LJ　一一土＿」＿ナ＿＿L　－プ　⊥　／T、．＿．．，＿　＿し　＿17

．」lJL」ホ家〃ユL旦＿1⊥．g′bbのC’度）る。

80～86◎89は平底化の銀著なもので鴇89は口径ユ2。2cm高さ5．1甜箱形と呼んでもよいほどの断面形を

持っ。しかし目線の形態は明らかに捧C数の特徴を残している。90もこのような変化の中での一形態で

あろう。

また91～95の様に、口径に比して高さのあるものを椀として別にした。9摘口径13。2cm高さ6。2。帯と

高さがほぼ口径の域あまりと深いものである。92は口径9。6cm高さ4。9cmと小型品である。93◎94◎95

は中型品で、94でロ径仕5cm高さ5・2cmを測る。技法的には捧C類と全く同様である。

饗は大型2点小型のもの2点を図化することが出来た。大型の2点は頚部がくの字状に屈曲するもの

で、且02は胴部の一部を欠くが比較的長い胴部をもっものである。96は口径絡3C帯と小型であるが、そ

れよりも球形に近いと推定されよう。口唇の内面を若干肥厚させ、頚部から胴部へ大きくくの字状に屈

曲させる。調整は内外面ともパケ調整で内面には指頭圧痕が観察できる。いわゆる駿東型の婆といわれ

るものの祖型であろう。9は口径相。8cm、98は口径且2．8C帯で胴部から底部にかけては不明であるが小型

の獲ないしは鉢と考えられよう。10日ま頚部から上を欠くが小型の壷である。

相　は高塀の脚部で中空の脚部に塔部を挿し込んだ状況を観察することができる。

S X479　14～95
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馬形土製晶　SX479は馬形土製品6点が出土している。これらは形態上二分される。ひとっは埴輪

馬を彷彿とさせるような形状で、他のひとつは子どもの粘土細工のような粗製のものである。図示した

1・2は前者にあたり、3・4は後者である。

1は左後脚の一部を欠損するがほぼ完形である。長さ9．75cm、高さ5．75cm、幅3．65cmを測る。胴部断

面は蒲鉾形を呈し、背に幅1cmほどの帯状粘土を2列貼付し鞍としている。頭部・尾部はそれぞれ別につく

り貼付しているようである。尾の長さ2．2cmほどで先細となり、頭部は長さ2．4cmほどで胴部の方向軸

に対し下方に500ほどの角度で貼付されている。胴部前半身から頭部にかけての背面にはたてがみおよ

び耳の表現がみられる。これは胴部の粘土をへラ状器具で縦に2本溝状に削り取り、中央に残した帯状

部分をたてがみに両側を耳とし、最後に耳の外側から2本の指ではさんで押圧し整形している。顔は先

端をへラ状器具で深さ0．7cmほどの切り込みロをあらわし、両側面に上下2対の径0．3cmほどの棒状器

具による刺突孔があり目と鼻を表現している。刺突孔はいずれも0．5C刊ほどと比較的深い。尾の直下に

は径0・4cm、深さ1・4cmほどの棒状器具による刺突孔がある。尻穴の表現であろう。脚は径0．8cm、長

さ2・1cmほどで別につくり貼付している。2は1と同形態であるが後半身を欠損する。形状・顔面の表

現など1とほぼ同じであるが、たてがみが1は長さ3cmにおよんでいるのに対し、2は2cmほどで溝状

の削り込みも浅い。1・2と同形感と考えられる破片は他に2点ある。

3は頭部のみ残存していた。頭部断面はたて長の長円形を呈し、両側面に粘土をつまみ出してつくっ

た耳があり、口は正面の粘土を上下2列にわたり帯状につまみ出して表現している。頭部上方には径0．3

甜ほどの棒状器具による刺突孔が4孔あり目と鼻を表現している。背面には帯状粘土が横方向に貼付

され鞍の表現と考えられる。4は下部半分を欠損する。背に鞍が貼付され、胴と方向を同じくして頭部

が連続している。頭部側面には耳が貼付され、正面には径0．3cmはどの棒状器具による刺突孔が2孔みられ

る。この孔の下の欠損端部には刺突孔と考えられる痕跡があり、上段2孔が目、下段が鼻であろう。3

・4は外見上は馬とは思えないが、背に鞍が貼付されていることから馬形土製品と考えたい。

？　　　　　　　　　10－m

第16図　宮川3区SX479出土土製晶実測図
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2軌×2酌ほどの範囲に鉱がる。土師器の舞を主体とするが鴇　他に手捏土器且　◎石製丸玉鼠が共伴し

ている。

須恵器

須意器は全部で輝蓋　⑳輝身　の針点のみである。　は杯の蓋でロ径は。鮎的高さ。8cmである。肩部

にわずか段を菊する。2は輝の身で最大径12。2cm高さ3。6澗蓋受けは厚く立ち上がりは低い。全体的に

厚くぼってりしたっくりである。現在の須意器編年でいえば第Ⅲ期後薬のなかでも比較的あとの段階に

位置付けられるであろう。

土師器

∴■′′ノ．　∴＼了、ノ二　、′－．信′　′・ノ＼らごノ了ノl′、′ノ、ら・、月∵イ′上、一・・㌧・ハー′＼ノ‾・′11、・、、、皇′＿‥

が図化出来たのみである。

輝はいわゆる鬼高期並行のものが圧倒的であるが例外として　がある。ロ径路。鮎開巻はかるが小破片

からの復元でありもうすこし小さくなるかも知れない。平底気味の底部からゆるやかなカープを持って

立ち薬がり鴇　描線がゆるやかに内傾する形態をとるであろう。表面の摩耗が著しく調整痕はほとんど観

察出来な齢が外面下半にへラケズ　様の調整がわずかに観察出来る。B類とした伝統的な杯の系譜をひ

て　．、り′ノ′ノー、／′　ノー′ニご′㌦、、Jニノ・・′．．：／そ．7、そ）

機はいわゆる鬼高期並行の杯として鴇　この地域の古墳時代後期に普遍的なものである。打線部は器高

の％程度のところから大きく屈曲して外側に開く。調整はナデが基本でも　四線部はヨコナデ胴部下半お

よび内面底部は不定方向のナデがほどこされている。

形態にはいくっかの細かい変化があり鴇　母　の様に大き　外に開くもの鴇封の様にロ緑が東直ぐた

ちあがるもの鴇22◎23◎24の様におおきな屈曲もなくのびるものなどのバラエティがある。ロ径は摘cm

陶は撒管高さ敏の甜鞠説5潤と比較的小型のものでまとまっている。

25サ錆の針点を碗形のものとして一括したが惚26はロ径は65C閏高さ9。Oc帯でむしろ壷と表現しても良

いくらいのものである。しかし技法的には大きな違いはない。太◎中の小のバラエティがあり鴇　25は打

・ノ　′　二．′　　　′、∵′′二一　ノ　㌔く、

ラケズリが観察される。那磯調

径Ⅲ。2珊最大径皇263甜高さ6。9

・′・、～ノ∴　7く　′．j′1し・言さく）十・わー

と小型である。

2ほ底部のみである鋭　小型の

壷となるであろうか。そのほか

に婆の破片が若干あるが囲化で

きたのほ誹の底部のみである。

S X480　3一一28
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される。北半は大型の礫が多く土師器の整啓甑がみられ海　商半は土師器の杯が主体である。

三頁恵器

須意器は全部で6点ある。捧蓋皇　◎輝身3◎高捧且　◎構瓶且が数えられる。lは埠の身で狩径最は澗

ら、ニC∴　∴′り1－∴：∴：′　′，、∴・　一．ら　∴J！′∴、言　ノ‥．、′・∴　′、′，。．・ノ　　′．　ミミ　／・．．・・

一、′ノノ．J‾　∴く　一了い　　て　、′′、J・！、　∴′－：’　二へ′′∠′／′　、ノ声∵ノ　ノ・、　′′二　　　一一・ノ‥′　．、′　ノ、

相恩彿高さは歪みはあるが。娠帯あ　蓋受けは低　内傾している。射　少し小さ　最大径は。娠m高さ。8

C帯を測る。　は高棒の脚部で小破片のため詳細はつかめないが最脚二段透かしである。　はいわゆる

．′、’C、こ′ノ：；′J　一．、／、′′・十・・・ノ∴　ニ　′　言三．、・了／・告′、．′′′†、∴　二　′工、　　　ノ　．　∴・．．

階に位置付けられるであるう。

土師器

圧倒的に棒が多く鴇　そのほかには高琢◎甑◎登などがある。

・、：∴′　　ナノ′∴　一．：言　′ノ了声ノ／′、′・－′　t L∴′′1　′　）く′　＿　ノ、、，、′・、・、′．．∴・‘！∴ノ　′、ノ！、・ノ

ノノ1：・：・ノ　′　′　二、・′一、　　　台／′、、ノノノへ二十・′　上　＿：′′．言　一′、一ノ、′二　・、‾J′、lノく　ミ‥　　　′・．イ

′．り∴　－ノ　′・：の－．；∴！′・了、二　日．．∴・′「∴′　′′　、‘了ニ′こ・リ、′　　‥ノ．′言∴　jJ　　　　　′　．′、′、

十．、－ノノ′ノニ′．′、ノノ　／ノ　　j、′′　、・・′／、　、・′′・－：－‘、′ノ二へ　ノノ′　く　ノ・：・1㌧、1）・言′　′守＼ノ、′　　　ノ、

に内面の放射状のへラミガキが丁寧なものは外面のへラケズ音調整も丁寧に施きれている。B幾とした

′吉正ノ′」′ノノ′、′ハ・、ノノ：いこ∵いノノ・ら′∴′・、ノー′左、た・、、亮一　′∴．ノ／．′′／、　－ノ　　1ノ　′∴、′、ノ　　j．／ノ

もので淘　いずれもⅢ径路C帯前後高さ叡5撒程度である。

他はいわゆる鬼高期並行の埠として惚　この地域の古墳時代後期に普遍的なものである。ロ縁部は器高

の％程度のところから大きく屈曲して外側に開く。調整はナデが基本で海　口縁部はヨコナデ胴部下半お

よび内面底部は不定方向のナデが施されている。全体として器壁は厚　鞠　指頭庄痕の残るものもみられ

る。

形態にはいくっかの細かい変化

′′’．・′∴二　′　一・／ン．′・′　′ノ、′ノノ

縁が東直ぐにたちあがるもの鴇　お
偽

おきな屈曲もなくのびるものなど

のバラエティがある。ロ径は且2cm

触且4C帯高さ4のOcm鞠5。5閥と比較

的良くまとまっている。88◎89の

90は例外的に小型のもので鴇89は

甘径汲l甜高さ叡3欄である。

S X481　7～＝）2
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第21図　宮川3区SX481出土土器実測図4

97～100は椀と呼ぶべきタイプのもので、いずれも大型である。97は口径15．7cm高さ7．6cmでロ縁部

の屈曲は緩やかでほぼ真っ直ぐに立ち上がる。98もほぼ同様である。100は口径17．3cm最大径18．5C痛

さ7．7cmで最大径が胴部下半にあり、口縁が少し狭くなっている。

SX481においては、他のSXを付したところと比べて藍の量の多いことは注目される。110から130

まで20点を図示した。しかし126を除いてはいずれも破片で、全形を知りうるものは少ない。口縁内面

を若干肥厚させ大きくくの字状に胴部に続く。内外面ともパケ調整で指頭圧痕が認められる。いわゆる

駿東型の嚢といわれているものである。
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逢せ5mx温mほどの範囲に土師器の埠が集中している。須恵器はわずかに杯身が且点検出されたのみ

である。

須恵器

須恵器は且点のみである。杯の身でm径且2。且cm最大径温5．且cm高さ5。航孤である。蓋受け内傾しその高

、　、C－　′あ′．、ノノ・一′て　′　ほし．ノノ、：∴（言一　ノi JJ＼√∴、／＼一ノ‾′・軋′、ノ′′（　二　、・）′・、、．′　ノ／　′

跡が残るがその高さは休部の温／3程度である。現在の須意器編年でいえば第韮期後薬ないし第Ⅲ期前

葉の段階に位置付けられるであろう。

∴云

圧倒的に杯が多く亀　そのほかに婆の破片が確認されている程度である。

2は上げ底気味の底部からゆるやかなカーブを持って立ち上がり海　口緑がゆるやかに内傾する形態を

・′．Uノノ′　∴ら　　て・く‘ユニ′－‥・‾　言・－！一丈′く言言・；．′二′l！ら　′八や言一了′ソノ′＼ノノ‥′、′J・．・丁＼十、／）．′、

内面には放射状のへラミガキが観察出来る。底径は口径のl／3よりおおきいが伝統的な杯の系譜を引

いているものである。3は平底ではあるがこの流れを汲んでいると考えられる。また射豊田線部が厚く

なっているが亀漉げ底気味であり惚　羞面が摩耗で観察不能な中でわずかではあるが外面のへラケズリお

よび内面の放射状へラミガキが観察出来る。23も調整は摩耗で観察不能であるが海上げ底気味でありこ

の流れを汲んでいると考えられる。

5淘22は海丸底ないし平底で底部からゆるやかなカープを持って立ち上がり海　口縁がゆるやかに内傾

する形態をとるものである。調整は同様で海体部は横位のへラケズリ調整◎内面には放射状のへラミガ

キが観察出来る。　は口径摘。腑m高さ　を9cmを測る。に廃部を除　休部外面に横位のへラケズリ調整が

施されも　内面には放射状のへラミガキが観察出来る。Ⅲなどとともにこのグループを代表するものであ

ろう。口径且3cm鞠且4cm高さ航m鞠5。5cm程度で比較的そろっている。

24はいわゆる鬼高期並行の杯としても　この地域の古墳時代後期に普遍的なものである。打線部は器高

の2／3程度のところから大きく屈曲して外側に開く。狩径路9cm高さ乱射罰である。調整は観察不能

であるがナデが主体のものであろう。
高

指頭庄原も観察される。温点のみの出　　さ

土であるので断定出来ないが海　鼠の須

意器と伴うとすれば鴇　このグループのな

かでは最も早い時期に位置付けられる　5cm

ものでも　編年を考える上で重要である。

そのほかの遺物としては婆が検出さ

れている。図化出来たのは底部のみで

ある。

S X482　2～24
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第24図　宮川3区SX482出土土器実測図
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一　　二二＼′、！ノーへ　上ノノ、、く、　工構X．・

低湿地の岸部近くの斜面上の3mX　撒ほどの範囲で検出された。須恵器壷温点自）と土師器捧態

、、′J一．ll・′告′十：．！Jl、．′）ノ、：′il．、∴‾ノ′エ　　　　フ　′　　　ソ）′′、‾；く　三十　．′　′く

）′（．′リ了、、；・・－∴　′．：′一言：　′　　∴　ノ　′・・ノ　・．、′ノ、二、．・t‘．・′．、、

ゆるやかに内湾Lm廃部よりやや下方に最大径を有する。これらの特徴は宮之腰期の輝の特徴を嘉して

いるがロ唇部の調整はややあまい。高杯は比較的捧都が浅いタイプ摘陶の　と深いタイプ初　診は）

があり鴇前者は杯部の底部外面の稜が比較的あまいものが多い。これらの　ちには師部の底部外面に窯

帯状の段を有するもの（5⑳8）がある。これは底部と休部を接合する際休部の端を底部の内側にÅれ

たため底部の端が突帯状に残ったものである。捧部が深いものは捧部の底部内外面にはっきりした稜を

有し鴇師部底面は平面に近くなっている。脚部は　ハ　の掌状に開き裾都で大き　屈曲するものが多い

が鴇捧部が浅いものには直立するもの摘　や開きの小さいもの摘e m　などがある。また脚部片だ

けであるが孔が貫通しない円窓を有するもの（3）もみられる。表面調整では師部内外薗および脚部漉

一一；′・＼・lH、／＼’′lI－1日・‘＼ノニ　′一日　＿、了ノニ　′／　　　二′、　－　′・、′・、　ノ　ー・・∴t・′＼・．、′　′　ノ　′　ノ　′

（8◎15）がある。これら伝統的な高杯とは別に捧部が鉢状を呈する高捧机鞠柑）もみられる。捧部は描径

に対してかな　深　底部から体部にゆるやかにたちあが　描線部でわずかに外傾している。脚部は裾ま

でそのまま　ノ＼の字状に開き鴇裾部での屈曲はほとんどみられない。膵は師部外面の下部と脚部外面の

［∴　出、′：こ・＼・’言′日、′・∴　′、．′′′　ノ、．一，、．、悠、う㌧′・：∴　∴’　＼、ノ′′ノ　∴　′　・、・、二．＿l一ト＝J　　　／JJ1IJ L－jlJI J LLl」）一／I L」lJ†＼－

ケズリ調整がみられる。また蟻は脚の裾都がやや屈曲して外に開き内面にあまい稜を有する。これら輝

′！言元、：ノ、十lい／ノー　′、‘∴矧・′、．、㍉′、∴、ニ′、、．、二　王J′二．、′′′う／、一′、．′、ノ

その他の器種では壷砂嚢⑳塘形土器車台付鉢状の土器などがあるが海　沼縁部◎底部などの破片が多く

全体の形状が把握できないものが太宰を占める。壷のうち22は折り返し状の打線を有し海　沼緩上面と折

り返し部の直下にパケ冒状の細かい調整がみられやや古い様相を呈している。鋼はⅢ縁部に稜を有し端

部はやや内側に角度を変えている。26は「白の学状の打線であるが端部はやや内湾している。錮◎別

は単純日録である。27は広ロで内外面にパケ目調整がみられる。饗と呼称した方がよいのかもしれない。

臓は胴部とロ縁の一部しか残存していないが小型である。頴は台村の鉢形土器習あるが胴部凝大型m溌

cmと小型である。摩滅のためはっきりしないが胴部内外面にへラミガキ調整があるようでつくりは丁寧

である。いわゆるワイングラス風の形状になると考えられ祭祀用の土器である。2　◎錆は底部から胴

部にかけての破片であるが鴇25は底径叡8cmで胴部球形に近い。29鞠33は婆である。このうち29‰32は

打線部と胴部の一部のみが残存していた。汀線部は「く」の字状を墨し淘Ⅲ径はそれぞれ溌摘澗戦　犯摘

cm海　路2cm鴇　摘89cmである。29は日経屈曲部の内部に比較的明瞭な稜を有するが戦地の　意はあまい。

3ま◎32は目線の屈曲が29◎30にくらべゆるやかである。30と32は内外面にパケ目調整がみられる。33は

底部を欠損する。ロ径2鋸狛胤∴残存する器高は24．8甜をはかる。日録は「く」の掌状に屈曲し海胴部

中央に最大径を有する。胴部内外面とロ縁内部にパケ目調整がみられる。34は底部のみ残存していた。

底径4．8閥で外面に縦方向のへラミガキ鴇内面にパケ自調整を有する。

－　45－
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第26図　宮川3区SX483出土土器実測図2
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なお、須恵器壷（1）は口径13．5cm、胴部最大径15．1cmで、底部を欠損する。ロ縁部外面は2段にわ

たり櫛描刺突文が施されている。

以上みてきたようにSX483の土器は年代幅が認められるようである。高杯はいわゆる和泉式の伝統

を引くものと師部が鉢状を呈する新しい要素が存在する。また相に近いような小型壷もみられる。これ

らのことから古墳時代中期～後期への過渡期と考えられる。器種構成の中で高杯が高い比率を占めてい

ることもこのことに合致し、SX477－482で杯が圧倒的多数を占めるのとは対照的である。

8．SX484（第27図）

低湿地の岸部近くの斜面上1．5mXll几ほどの狭い範囲で検出された。柑形土器（1・2）、高杯（3

～5）、壷（6・7）がみられ、滑石製勾玉・臼玉各1点も出土している。柑形土器は口径と胴部最大径

がほぼ同じもの（1）と胴部が偏平でやや広いもの（2）がある。高杯は脚部のみでやや中脹らみで裾

部で屈曲して開いている。裾部の屈曲部内面に稜をもち内外面にへラミガキが施されているものもある。

壷は2点とも単純口縁で「く」の字状に屈曲するロ縁を有する。7は胴部径より口径の方が大きい。滑

石製の勾玉は残存長1．5cmで両端を若干欠く。断面は偏平な楕円形を呈している。臼玉は径0．6cmで中

央に0．2cmの孔を有する。滑石製模造品は本遺跡の水上10区SX624でも出土しており、勾玉・臼玉と

も酷似している。土器の特徴と水上10区SX624との比較によりSX484は5世紀代としておきたい。

・　　　一

心

第27図　宮川3区SX484出土土器実測図
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第2節　宮川4区SR55　⑳S段56

宮川4区の南半部では旧大谷川が自由蛇行の過程でその河道を順次南側に移動した痕跡が7本の明瞭

な旧河遺跡（SR58◎56⑳55◎54◎53⑳52⑳5D　となって検出されている。古墳時代後期から現代まで

時期を特定出来る流路が残在しているところとして注目され、また多量の祭祀遺物⑳木簡◎着柄鍬など

重要な遺物の時期を与えうるところとして注目されていた。ここではその基礎作業として盗意的な遺物

の選別を避け全ての遣物を紹介することを旨とし、機械的な作業に徹した。今回はそのうちのSR55と

SR56を紹介する。

畳。＄脱．55（第28図～第30図）

確認面での幅はも　西側（上流）で9m、東側（下流）3mと先細りの状況である。約ユ5mを確認も　そ

の中で河床最深部の比高差は約0。8mである。遺物は全体に少ないがも古墳時代の須恵器◎土師器のほ

か奈良時代の土器も出土している。調査者は古墳時代の土器をSR56からの流入と考えSR55を奈良時

代の河遺跡と′している。注目すべき遺物としてナスビ形着柄鍬がある。

須恵器

須恵器は聾なども含め全部で15点ある。1は杯蓋で径路1cm高さ3。6cm慣郡は大きくへラ削りされて
「てヱニて与r7事l

いる。肩の部分は大きく屈曲し稜を形成している。2は杯身で最大径14。7cmで立ち上がりは低く内傾し

ている。器高3．9cm、口径12．5cmを測り、1とほぼ組み合わせとなる大きさである。3は最大径摘。1cm

をはかりも　大きな径のグループである。

5は口径14．0cm高さ4．5cmで、全体的に厚くぼってりした造りである。6は最大径Ⅲはcm高さ3．8cm

で5よりもひとまわり小さい。7は最大径12．1cm高さ4．4cmを測りSR55の中では最も小さくなる。

8は蓋で扁平なっまみをもっ。口径12．8cmも　目線はくの字状に内側に強く折り返されている。

9は高台を持った杯で、口径は6cmも底部は丸く高台よりもはみ出している。10⑳Hは糸切り底の高

台を持った埠でへラ削りの位置は低く底部近くのみである。へラ削りの位置も低い。

1◎2は須恵器編年の第Ⅲ期中葉に位置付けられよう。実年代では6世紀後妻あたりと考えたい。6

はこれより若干後に位置付けられるものであろう。7は第Ⅲ期後妻に位置付けられよう。9ほ第Ⅴ期前

葉のもので8世紀初頭である。ユ0◎Hは第Ⅴ期の後妻に位置付けられる。

以上のようにも　その時期巾は非常に大きく、古墳時代後期から奈良時代いっぱいに及ぶものでありも

伴出する遺物の時期を決めるには慎重を要する。

土師器

多量の杯の他に椀あるいは鉢と呼んだ方が良いもの◎聾⑳高杯◎小型壷等が出土している。

杯は大きく2類に分けられる。丸底でゆるやかなカーブを持って立ち上がり、目線がゆるやかに内傾

するものと、くの字状に屈曲し外側に開くものとである。
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前者の典型的なものは17⑳22でも　外面下半に横位のへラ削りが観察できも　内面は放射状のへラミガキ

調整がなされている。目線はゆるやかなカーブでわずかに内傾している。全体に器壁が厚くぼってりと

はしているものの伝統的な杯の系譜をひいていると考えられる。19◎25などでは平底化の傾向が強く28

～30では完全な平底となっている。口径は13cm～15cmも　高さ4cm～5cmが中心で大きなばらつきは無い。

20⑳21は皿状を呈するもので後出るの要素であろう。

後者はいわゆる鬼高期並行の杯として、この地域の古墳時代後期に普遍的なものである。ロ綾部は器

高の2／3程度のところから大きく屈曲して外側に開く。調整はナデが基本で＼目線部はヨコナデ胴部

下半および内面底部は不定方向のナデがほどこされている。内面底部にへラミガキが施されているもの

もわずかではあるが認められる。本遺跡全体としては非常に稀であるが鴇　SR55においては多く観察で

きる。口径はHcm～15cmも高さ4cm～5。5cmと巾が大きくな．る。31～40を中型とし姐のような椀と呼ん

でも良いような大型のものと42～50のように小型のものとに細分出来る。

39は口径13。且cm高さ5．0cmで、内面には放射状のへラミガキがB類ほど顕著ではないが観察出来る。

外面はナデ調整であるがも　わずかではあるが指頭圧痕が認められる。目線部は内外面ともヨコナデであ

る。放射状のへラミガキが認められるのはこの車型のグループである。

姐は口径賂4cm高さは7。5cmである。口径と器高の比は中型のものと変りなく、調整等も基本的には

変化がない。42は口径旺7cm高さ4．3cm内外面ともナデ調整が施され目線部はヨコナデである、．底部に

は全て木葉痕がつけられている。

55は日録を欠失しているが壷でも　外面は丁寧なへラケズリがほぼ全面に施されている。

賓は全て破片でも全形を知りうるものは無い。目線部のわかる2点を図示した。頸部がくの字状に屈

曲するものでも調整は目線部が桟ナデ◎胴部がパケ目調整となる。63は目線内面を若干肥厚させておりも

また日録部と胴部の接合部に突出しが認められる。古墳時代後期の駿東型の賓の特徴と認めることがで

きる。

木製品

木製品の量は非常に少ない。人形3点◎馬形4点（第98図12⑳13◎15◎16）のほか櫛1点も　ナスビ形

着柄鍬（『大谷川韮』第93図）などの農工貝5点などがある。中でも注目すべき遺物としてもナスビ形着

柄鍬がある。柄と身が蔓状植物により2ヶ所で結束されて鴇検出されたものである。同形式の鍬の結束

方法を考える貴重な資料となったものである。詳細は『大谷川Ⅱ』を参照されたい。

その他の遺物

動物型土製品1◎耳輪1がある。

また牛の骨などの動物遺存体、桃の種などの植物遺存体が若干検出されている。
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第28図　宮川4区SR55出土土器実測図1
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第29図　宮川4区SR55出土土器実測図2
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第30図　宮川4区SR55出土土器実測図3
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′　　　　　　　　　　　′　、　－　′　　　　′　　′　　′　　　　　　∴　　′．！′・′ノ＼ノ′　．　一・′・　′　′　ノ

ノ　　　　　　　　　　∴　　－　′　　　　　　　ゝ　′　．‾ノ′．ノ＼　　ぺ　．・ら　ノノ　ーノ；′′、．．　ノ′　′ノ

、　　　　　　′・　∴　こ　　、く　′′　　　　、．、ぐ．∴く　′　く　　　　′′‘＼ノ　、′P．　　′

、．　　　　　　　　　　　　　　・ン　　、′　　　′、、　′、　　　　　　′

、．　　　　ニ′、、　　　　′．∴、、／ノ、′【、ノ・′二・、’　　∴、／、′lノ、．　′　′　‘＼′　。∴

ノく、　．．′　削　．　′：　　′．　′、　∴　∴′∴　．・′　′・’

′　　ノ、　・ノ＼　　　，　′　′、：　′．男－　　′．、ノ‘、′ノ　ー．‾　　／∴、′′．　′′、′．．・′．・一、．．言

、　‘ノ　′．、′　　　′．、．′　1′　　′，し　　　′、．f∴／、’′　　言・こ　ミ　ー′’／、．．∴′J′－：、

されていない。

土師器

′・・　′　′′ノ・．　・′′六二．∴、＼一一′ソ、．′　ノ′′ノ＼＿　・．′宮　アニ　　ー・丁　、、ノーノ　、：l′、，ノー′　　　　一、、′

、′・，、、　′、ノ　‥′　′、．い∵、、′、′、1′′／′∴ノ′　　ノノ、．、ノ　′　′「‾．∴、′ノ　　定一ノ．一　へ∴、・、＿

．．・′　′：′　　　　／．／　′′　　　＿上‥一、－：一　′言　′′ノ・、！、‾こ　二′∴

ノ‘．　′ノ　　　　　　　′’　　　ノ′　　′ノ　ミ′　　　つ′′′　′∴：く・ノ、′ノ言、、・－′　＿－ノノ′　′′′　／∴

持って立ち止がり海　田縁はそのままゆるやかに内傾する。外面下半にはへラミガキが施され海　田縁の内

′　ノ　、′．・一　′・（、ノら十′）ノ　′．　′く　ノ′・・－　∵、′　′（、‘’＼′′′　へ言上了・ノ　ノノ、ノ　′、∴ノ＼ノ

ミガキ調整の痕跡と恩われるものが観察できる。22は平底ではあるが内面に放射状のへラミガキ調整が

観察できる。ロ径路6cm高さ。且cm底部には木葉痕が刻まれている。系譜は検討しなければならないが

とりあえずここにおいておく。

23は須意器を模倣したもので鴇　口径且2。6cm高さ4。4cm頂部は丁寧にへラケズリされている。杯の蓋を

擁したものである。別も身として図示されているが蓋を模したものである可能性が高い。

翫以降は海　いわゆる鬼高期並行の輝として鴇　この地域の古墳時代後期に普遍的なものである。　段雄

一　54－
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木製品

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　、

斎串状米製品摘屯以上が検出されて折る。またその他の遺物とし竃は沸札⑳曲物などがある。

、

淘　破損が著しい。脚部を先夫』竃折るものが多い。比較的形態のはりきりしているものは　◎　◎3

で淘　2と錮　間はタイプとしてよ障。狛ずれも脚の造　は三角に切　取る方式である。　は特選なもの

、

び臓は先発部分が夢　判断が酎難竃あるが鞠　頭部が量感習あ　鞠　切　込みが左右対象であることから鞠

′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　′　　　　－

′　　　、　：　　　′∴

′′

狛豊濃と形態的に閤じタイプと考えられるの竃淘　注指し竃おきたい。

馬形木製品は軋藍を数えこれもまたまりた出土習ある。全体に馬の羞現は簡略化されて折る。摘⑳膵

は損耗が著し餉篭　㌢退かの破瞳に分かれ竃お　淘　切　込みやえ、が当初のものであるか畜かの判断は

′

摘め　澗下辺に切　込みがあ　棒が挿きるよ引こなり竃締る。喝とする濃縮鴎としたは　が良師よ　な形

態をとるものであるe

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　′

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ノ　　　ノ′　　　　　　　′

．－

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　、

′　　　　　′　′′ノ　　　　　　ノ・　　　　　ノー　J′一　ノ

′’′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′′　　　　ノ　　′　　ノ　　　　　′

′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　ノ　ノ二　　　　　　　　　、．・′　′′・′　　　　　′

′　・′　　　　　　　　ノ　　　　ー　　　　　　　　′　　　　・・ノ　　　　　　　　　‾　J／　　′

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′ノ　ー　　　　・．・

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴　　．、一　∴′．′一　　一　′

るものである。

ノ　′　、　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　一　　　ノ　　ノ　ノ　ノ′

一　∴　、′　　ノノ　　　　′　′：　′′　′　　　　　．．　　　′′　ノ．1′　　　ノ．　ィ、

ノ　．．ノ　′．・ノ、　　　　′′∴　　　′　　ノ′′／′．′　　′、、′　　′．　‾／　　　　∴　　　′　　　　′　－　．7、′、’ノ′．　＿。一

．．、、ノ　二、　・　　ノノ′．．ノ、．．　ノ　．　　・・　　．．、′．一　　′∴／、′了、∴

ニぅ′‾ノ　　　′　、、．．∴　　　′　　ノノ・、′　′′　　′　′・∴、・、′′′　y
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宮川　区＄況鍼出土木製品一覧表

り黒 色 砂 礫 の 切 り込 み に よ り造 り出 さ れ

る。

l・J・．h　　　　　　トー→ り「1‾ト→1‾’一ノ　ヽJタ1く

2 ′′ 3 －6 9 5 M 9 4粘 土 混

り黒 色 砂 礫

（34 ．2 ） 5 ．7 0．4 首 及 び 腰 を 切 り込 み で 表 現。

幅 広 で ず ん ぐ り して い る。

′′ 板　 目 頭 部 一 部 欠

損

3 〝 3 －30 9 7 J 9 9 2 0．6 4 ．8 0．4 頭 部 は鋭 く尖 る。 首 及 び腰 を

切 り込 み に よ り表 現 。

′′ 脚 部 一 部 欠

損

4 ′′ 3 －6 4 3 N 9 4 粘 土 混

り黒 色砂 礫

（膵 ．8 ） 2．7 0．3 頭 部 の 幅 は 胴 部 よ りせ ま い 。

な で 肩 、 手 及 び 腰 の 表 現 は な

く、 そ の ま ま 脚部 に続 く。

ス ギ ′′ 脚 部 欠 損

5 ′′ 3 －9 5 3 N 9 4 （ 9 ．8 ） 2．8 0．6 胴 部 分 の み。 脚 部 は三 角 形 の

切 り込 み に よ り造 り出 さ れ て

い る。

柾　 目 胴 部 の み

6 ′′ 3 －7 0 8 M 9 4粘 土 混

り黒 色 砂 礫

（H ．4 ） （3．4 ） 0．4

頭部 か ら細 の 問 が 長 く首 を ！

表 現 した もの か。　 i

スギ 板　 目 下 部 欠 損

7

ー　　　　　　　　　　　　　　　l

′′

l

3 －9 5 2

l

N 9 4 （ 7．0 十　 2．5 0．3

I

頭部 は鋭 く尖 る。 〝 ′′ 頭 部 の み

8 ′′ 3 －6 4 8 N 9 4 （3 1．5 ） 4 ．6 0．3 頭 部 は鋭 く尖 り、 肩 は ナ デ肩

で あ る。 頭 部 の 幅 が 身体 よ り

狭 い。 腰 の 切 り込 み あ り。

〝 ′′ 脚 部 欠 損

9 〝 3 －2 14 4 N 9 4 （16 ．4 ） 2．8 1．3 脚 部 は 1 本 で 鋭 く尖 る首 及 び

腰 は 、 く り込 み に よ る。

〝 〝

10 〝
l

3 －6 4 9 N 9 4 （15 ．7） 3．2 0．5 頭 部 の 左 右 は 欠損 。 〝 〝 摩 耗 著 しい

11 馬　 形 3 －7 2 1 M 9 4粘 土 混

り黒 色 砂 礫

（13．0 ） 1．9 0．8 下 部 に割 れ 目 あ り。 〝 ほ ぼ完 形

12 ′′ 3 －3 0 9 N 9 4

黒 色 砂 礫

（10．9 ） 2．2 0．6 下 部 に棒 を さ した と思 わ れ る

穴 あ り。

〝 約 彷

i

ユ3 ′′ 3 －9 0 6 M 9 4 暗灰 色

粘 土 混砂 礫

（17．0 ） 2．9 0．7 背 を 大 き くえ ぐる。 下部 に 穴

あ り、 木 質 が 差 し込 ま れ た 形

で残 存 。

〝 頭部 欠 損

14 ′′ 3 －7 1 0 M 9 4粘 土 混

り黒 色 砂 礫

（14 ．5 ） 3．5 0．3 下 部 の え ぐ りに よ り、 明瞭 に

頭 部 が 造 り出 さ れ て い る。

柾　 目 尾 部 欠 損

16 ′′ 3 －7 0 9 N 9 4 粘土 混 （13．4 十 2．7 0．5 上 部 に 大 きな え ぐり込 み が あ 板　 目

り黒 色 砂礫 り、 両 端 と も跳 ね 上 が る。 下

部 に 穴 あ り。 深 さ 0．7 C禍

1 7 馬 形 ？ 3 －2 0 0 0 M 9 4 （1 6．3 ）！ 3 ．2 0．6 上 部 に一 ヶ 所鋭 い 切 り込 み が

あ り、 尾 部 は斜 に切 り落 と さ

れ る。 下部 は大 き な え ぐ り込

み とな って い る。

〝 馬 形 の可 能

性 あ り。 摩

耗 著 しい
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番 号 名　 称 遺物 番 号 出土 地 点
計　 測　 値 （cm ）

特　　　　 徴 樹 種 木 取 り 備　 考

長 さ 幅 i 厚 さ

18 刀　 形 3 －16 8 7 M 9 4暗 灰 色

砂 混 り粘 土

（57．3 ） 2．2 0．5 圭 頑 。 上 下 の え ぐりが 対 照 で

な い 。

スギ 〝

19 〝 3 －64 1 N 9 4粘土 混

り黒 色 砂礫

2 2．2 2．1 0．5 刀 身 に 比 して 柄部 が 細 い。 柾　 目

20 ′′ 3 －7 1 1 N 9 4 粘土 混

り黒 色砂 礫

29 ・4 i l・9

0．6 下 部 の え ぐ りで柄 部 を 造 り出

す 。 柄 部 が非 常 に短 い。

〝

21 刀 形 ？ 3 －32 4 N 9 4暗 灰 色

粘 土 混 砂 礫

（2 3．7 ） 1．2 0．4 圭 頭 で 幅 も変 化 が な い。 上 下

非 対 照 の え ぐ りが あ る。

板　 目 先 端 欠 損

22 ′′ 3 －70 5 M 9 4粘 土 混

り黒 色 砂 礫

（1 1．7 ） 1．9 0，3 下 部 が 大 き くえ ぐられ て い る 〝 柄 部 の み

23 ′′ 3 －24 7 5 N 94 暗灰 色

砂 混 り粘土

（ 9．1 ） 1．8　　 0．6 先 端部 の破 片。 左 右 に え ぐ り

込 み が 各 1 ヶ所 ず つ あ り。 対

象 で は な い。

柾　 目 刀 形 の 可能

性 あ り

24 斎　 串 3 －720 M 9 4 粘土 混

り黒色 砂 礫

（3 6．5） 2．5 0 ．3 頭 部 は量 感 か。 基 部 は 鋭 く尖

る。

ス ギ 板　 目

25 斎 串 ？ 3 －25 3 3

l　 l

N 9 4 暗灰 色

砂 混 り粘 土

0 3．5）

l

2．3 0 ．4 先 端 部 が鋭 く尖 って い る。

！ ii

′′

26 斎　 串 3 －90 7 M 9 4粘 土 混

り黒 色 砂 礫

18 ．2 1．3　　 0，4 両 端 と もに尖 くとが る。 ′′ 完形

27 斎　 串 3 －29 3 3 N 9 4暗灰 色

砂 混 り粘 土

（ 9．0 ） 1．3 0．3 先 端 は 尖 くとが る。 ′′

28 斎 串 ？ 3 －90 8 M 94 粘土 混

り黒 色砂 礫

（25」 ） （3．3 ）i 0．3 腐 食 は げ し く形 態 の 復 元 困 難

端部 は圭 頑 と推 定 で き る。

スギ ′′

29 斎　 串 3 －76 8 M 94 粘 土 混

り黒 色砂 礫

28．6 1．7 0．4 両 端 と もほ ぼ 同 様。 ′′ ′′

30

〝 ！

3 －71 9 M 94 粘土 混

り黒 色砂 礫

（2 2．7 ） 1．6 0 ．2 圭 頭 状。 ／′ ′′

3 1 ′′ 3 －114 5 N 9 4粘 土 混

り黒 色砂 礫

（18．0 ） 1．4 0 ．3 先 端 部 の切 り込 み は 後 世 の も

の か。

′′ ′′

32 ′′ 3 －2 10 6 N 9 4 暗灰 色

砂 混 り粘 土

（ 6．2 ） 1．7 0．5 端 部 はま 頭 状 。 ′′ 端 部 破 片

33 ′′ 3 －11 7 2 M 9 4 暗灰 色

砂 混 り粘 土

！

（42 ．3 ） 1．9 0．4 圭 頭 。

t

ス ギ 板　 目

34 〝 3 －11 8 5 N 9 4暗 灰 色

砂 混 り粘 土

（45．3 ） 2 ．5 0．4 端 部 よ り22cm の と こ ろ で折 れ

の 痕 あ り。

〝 ′′

35 〝 3 －90 5 M 9 4粘 土 混

り黒 色 砂 礫

（19．3 ） 2．8 0．4 頭部 は 圭 頑 か ？ 〝
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番号 名　 称

i遺物番号 巨 土地点 計　 測　 値 （cm）！ 特　 徴

樹 種 木取 り

i 備 考

長 さ 幅　 薄 さ

36 斎　 串 3 －645 N 94粘土混

り黒色砂礫

2 7．1 1．7 ；0．5 端部 よ り 8 cmの ところで折れ

てい る。

スギヽヽ板　 目

37 ノ′ 3－210 7 N 94暗灰色

砂 混 り粘土

（ 7．7 1．1 0．5 端部 よ り5 cmのところで折 れ

ている。

迫　 柾

38 斎 串 ？ 3 －706 M 94粘土混

】り黒色砂礫

（3 2．0

i

3．5 1．0 先端部 が欠損 してい る。

辺材 を使用。

スギ 板　 目

！

39 3－2105 N 94暗灰色

砂 混 り粘土

（17．1 4．0 1．0 ′′

i先端部のみ

4 0 3－2293

i

0 94暗灰色

砂 混 り粘土

（11．0 （4．9） 0．4 矢板状の先端。割れ著 しい。

】

′′ 先端部 のみ

4 1 3 －2547

】

M 94暗灰色

砂混 り粘土

（1 5．9 1．9 0．4 両 端 とも欠失。斎 串の部 分の

可能性 あ り。

′′

】

42 斎　 串 3－2294 0 94暗灰色

砂 混 り粘土

（19．0） 1．4 0．5
】

先端 よ り10cmの ところで折れ

て いる。

〝

！

4 3 3 －2530 N 94暗灰 色

砂 混 り粘土

（15．1） 0．7 ；0．7 棒状。先端 は鋭 く尖 る。

l

i 舶

！ i 3 －2939
N 94暗灰色

砂混 り粘土

（ユ9．4） 0．5 0．35
棒 状であ るが、曲が ってお り ！

幅は一様 ではない。

板 目 1

45 斎　 串 3－2534

1

N 94暗灰色

砂混 り粘土

（16．0） 0．8 0．4 端部 を尖 らせ る。
i 〝

46 3 －2546 M 94暗灰色

砂 混 り粘土

（13．6） 0．9 0．9 棒状を呈す る。

47 3 －2940 N 94暗灰色

砂混 り粘土

12．8 0．8 0．7 四角 な棒状を呈 し、先端 を尖

らせ る。

完形 か ？

48 3－714 N 94粘土混

．り黒色砂礫

』 7．8 i

1．7 0．9 先端 が鋭 く尖 って い る。 柾　 目

49 3 －2222

0 94時灰 色 ！

砂 混 り粘当

（19月） 4．8 0．7 先端部 に切 り込み あ り。 板　 目

50 3 －2531 N 94暗灰色

砂混 り粘土

5．2 0．4 0．3 両端が斜めに切 り落 とされて

いる。

′′

51 木　 札 3－1833 0 94暗灰色

砂混 り粘土

16．2 i （2．6） 0．3 両端付 近に切 り込 みあ り。 〝

52 3 －2535 N 94暗灰色

砂 混 り粘土

（ 4．5）； 2．2 0．3 小破片。形状不明。 柾　 目

53
i 3－958 i

N 94 （8．8）i 4．0 0．5 板 状。 両端 とも欠失。
板 目 ！
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番 号
i
！名　 称 遣物番号 出土地点

i　 計　 測　 値 （甜）

特　　　　 徴 樹種 木 取 り 備　 考
長さ　　 幅 ！厚 さ

54 3－2108 N 94暗吠 色

砂混 り粘土

（9．6）

i

1．6 0．3 端部 は斜 めに切 り落 とされて

いる。斎串 あるいは馬 形の可

能性 あ り。

板　 目

！

55 3 －95 l

i

N 94 （7．の 2．3 0．6 端部 は斜め に切 り落 とされて

いる。片側 にえ ぐりあ り。

′′ 馬形又は刀

形の可能性

あ り。

56 底　 板 3 －960 0 ．2）つ 5．3） 1．0 方形 と円形の穴あ り。径25cm

程度か ？

迫　 柾

57 3 －959 N 94 （H ．8） （2．4）：0．7

1

径 畳3．5 cm程度の円形 となる。

曲物 のお け等の底板 か ？

板　 目

58 曲　 物

i

3－604 N 94砂礫

i

（17．0）ン 3．1 0．2 曲物の側板。 内側に切 り目を

入れ る。桜の皮 にて と じあわ

せ る。

柾　 目

59 底　 板 3－658 N 94粘土 混 径　　　 中央　 0．4 曲物の底板。 側板 とをつ な ぐ 板　 目 破 損著 しい

り黒色砂 礫 18．3 縁　 0．8 ための穴 4 ヶ所。

60

［
木　 簡 3－m 55 i 13．6 2．2 0．4 相星五 十戸 ；□□ ヒノキ ′′ 5 号木簡

61 ／′ 3－262 N 94

l

（2 2．3）I 3．0 0．3 墨痕不鮮 明。
i

11号木簡

。計測値の（）は、破片での現状の数値である。
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動物形土製品　動物型土製品は7点出土している。このうち6点（1～6）は、M95グリ・ソド杭から

東へ5・57几付近に集中して出土した。またこれら6点は形態がほぼ同じであった。1は長さ10．2cm、高

さ4・2cmを測る。断面円形に近い棒状の胴部の背に縦方向に帯状の粘土が前部と後部に貼付されている。

前半身の背にたてがみが表現された例は多いが、同じように後半身にもみられるものは他の遺構・地区の土

製品にはない。意識的に中央で切っているようでたてがみというより背ビレという印象である。この背ビレ状

の突帯は2－5の土製品にも共通する。脚は胴下部を指で円形に押圧して窪めそこに埋め込むように貼

付している。頭部は胴部端を先細にし、正面からへラ状器具により0．7C刊ほど切り込み上下に口を分け

ている。頭部側面には斜め上方に伸びる長さ1．6cmほどの突起がある。右側は貼付痕のみを残し欠損し

ている。耳あるいは角と考えられるが、形状と長さからは角とした方がよいようである。右側には角

と口の問に径0・5cmほどの浅い窪みがあるが、左側ははっきりしない。おそらく目の表現と考えられる。

尾は胴の方向軸から約350の角度ではね上がっている。尾の直下には径0．7cmほどの浅い窪みがある。

棒状器具でつついたような窪みで尻穴を表現したのかもしれない。2も1とほぼ同じ形態であるが前脚

と尾部を欠損する。背ビレ状の突帯、角状の突起は1と同じであるが角状突起の直下に串状器具による

明確な刺突孔が左右1対みられる。尾部直下には指頭で押圧したような窪みがある。3は後半身の一部

を欠損する。背ビレ状の突起・角状の突起は1・2と同じであり、2と同様に目と考えられる径0．1cm

′　＼

ルノ

！
し－一一′

640

10cm
l

第41図　宮川4区SR56出土土製品実測図
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ほどの串状器翼による刺突孔がl対ある。右側の角状突起を欠損する。4は右側2脚と左側角状突起を

欠損する0形状は且とほぼ同様で目の表現はない0　5は左右の角状突起と尾部を欠損する。顔面に目と

考えられる串状器臭による刺実孔があり鴇尾部直下にも同様の刺窯孔がある。6は後半身と四郷を欠損

する。背ビレ状の突起はほぼ同様であるが地頭端部は他のものにくらべ丸く鴇角状突起は貼付疲らしき

ものも認められるが断定はできない。ロは先端部を正面からへラ状器員で切り込んで表現しているが他

のものにくらペ上下の開きはわずかである。これらの土製品は次の点で他の動物形土製品とは異なった

特徴を嘉している。⑧胴部背面に鴇前後に分かれる背ビレ状の突起があり鴇これは他のものにはみられ

ない。②頭部左右両側面に角状の突起がある。③上下に大きく割れる日を有する。④同形態のものが6

点近接して出土した。その形状からは馬形とは考えにくいが戦地の動物を考えても思い当たるものは存

在しないn土馬に関しては土馬が土の神を重要な媒体として竜蛇信仰と結びっくま竜とする考え方が村

上吾郎氏によって示されているが鴇検証する能力はないのでここでは尊に戦動物形土製品〝とするにと
日日

どめたい。

官は東部を欠損する。断面閏形の胴部の背に帯状粘土を2列横方向に配し鞍とし、鞍の前輪より前に

は縦方向に帯状粘土がありたてがみを表現している〇匹戦は棒状粘土を別につくり貼付している。尾は

胴部の方向軸と翻00の角度で上方に伸び海端部を水平に屈曲させている。尾部直下には屁穴と考えら

れる棒状羞異による刺窯乳がみられる0後脚の間には0の6cmほどの突起があり鴇雄の性器と考えられる。

は鞍の表現よ軋罵形としてよいであろ。

甜　村上吾郎　土馬祭祀と漢神信仰～北陸道出土の土馬から～」石川考古学研究会々誌1982
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第3節　宮川6区SR312　⑳S R313

宮川6区南部にある旧河遺跡である。宮川6区はその大半が旧河遺跡であるが各時代の旧河道が複雑

に切りあい、連続する一本の河道として認識されたものは少ない。その中で河床が窪地状を呈する部分

を数カ所検出し遺構番号を付した。これらは旧河道の屈曲部と考えられ遺物は河道に沿うように分布し

ており、“まとまり〝としてとらえることができた。ここにあげたSR312◎SR313は特に祭祀関係遺

物が大童に出土しており、SR312では人形◎動物形土製品が、SR313では人形◎馬形◎刀形木製品⑳

斎串等の木製品が他地域にくらべ圧倒的に多い。旧河道という性格上遺物の一括性ということについて

はより慎重になるべきであるが、多量の祭祀遣物を含め窪地全体のすべての土器を“まとまり〝として

とらえ紹介することとする。

頂。　＄閃3瑠2（第42図～第49図）

FlO3グリッドを中心に浅い揺鉢状を呈している。河床最深部は標高3。93mで最高部は4．60mである。

河道の屈曲部と考えられ南西部に遺物が集中していた。大部分が近世以降の河道により上層を破壊され

ており河床部分でのみ遺物包含層が残存していた。この中には人形土製品56点、動物形土製品66点が含

まれ、他に勾玉7点、石製丸玉33点、土製丸玉5点鴇管玉2点の玉類、木製品では馬形木製品3点も舟

形木製品1点、斎串状の木製品5点、刀形木製品かと考えられるもの3点が出土している。また耳環3

点、石製紡鍾牽2点、鈴主点などもみられる。伴出土器は須恵器が比較的多く6世紀中葉～H世紀まで

の年代幅をもっている。以下にSR312出土の実測可能な遺物すべてを図示し紹介する。

土器　須恵器は58点を図示した（第42◎43図⑳第44図1～3）。1◎2は川江試案のⅢ期前葉と考えら

れる。1は受部径12．7cm、器高4．2cm、立ちあがり高1．6cmをはかる。口唇部はややあまい稜を有する。

底部から体部中央付近までへラケズリ調整がみられる。2は受部径路2cm、器高3．9cm淘立ちあがり上6甜

をはかる。口唇郡の調整は1よりさらにあまく軽く押さえた程度である。やはり休部中央付近にまでへ

ラケズリ調整がみられる。3～8はⅢ期中葉と考えられる。3は受部径15．8cm、器高3．1cmで立ちあが

り部が上3cmとやや高いが端部は丸くなっている。7は受部径15．5cmも器高3．6cmで立ちあがりは3にく

らべ低い。5は蓋である。口径14．4cmも器高3．7cmで外面の稜はみられず鴇　口唇部の段もなく丸く仕上

げている。9～15はⅢ期後菓～末葉と考えられる蓋杯である。受部径で12。Oc滞～氾9cmと小型化してい

る。蓋（9）は口径は。4cm、器高3。6cmで外面中央に2条のあまい沈線がみられる。10は9とほぼ同様

の大きさであるが沈線は見られない。身では11のように受部径仕6cm、口径9．2cm、器高3。5cmと受部

が長く浅いものと、14のように受部径仕8cm、口径10．4cm、器高4．7cmと受部が短く深いものとがあるが、

受部径はいずれも11cm前後である。立ちあがりは短く内傾しており端部は丸く仕上げられている。へラ

ケズリは底部周辺にのみなされているものが多い。Ⅲ期後妻と考えられるものは他に口唇部が欠損し図

示できないもの3点を含め10点を数えた。18⑳19◎20～25は9～15より若干新しいと考えられる蓋杯で

ある。立ち上がりはさらに短く内傾し、受部径11cm以下となっている。24は受邪径9．7cm、器高3．2cm
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で立ち上がりは受部端部より下方となっている。23は受部径仕Ocm、器高4．0cmで休部◎底部とも直線

的で、へラ調整は底部の切り離しのみ用いられている。蓋（21）は口径9つcm、器高4．0cmで丸みを帯

びている。22も口径8。7cmと小さい。27～30はつまみの付いた蓋である。身受部にかえりを有するもの

で、27◎28はいわゆる乳頭状っまみであり受部径はそれぞれ9．4cm、9．5cmも　器高は3．5cm、3．2cmで

ある。30は直径上8cmの偏平なつまみであり頂部は窪んでいる。受部径10．1cm、器高4．0cmである。蓋

にかえりがつき宝珠形のつまみがつくのは前段階（18～25）より新しい要素であるが、前述した21◎22

の蓋としたものは口径◎形状等から27～30の身としてもおかしくなくも　これらを時間差と考えるべきか

は慎重な検討が必要である。以上18～25◎27～30の蓋杯は川江試案のⅣ期と考えられ、12点とかなり高

い割合を示している。

32以降は高台付の杯が主体となるⅤ期と考えられる土器である。32は底部から体郭にかけて斜めの鋭

いへラケズリがみられ髄　この斜面に高台を付している。したがって底部が高台からはみ出し高台の役を

なしていない。これはⅤ期前葉の特徴であるが33～36も32はど顕著ではないが同じような傾向が認めら

れる。46◎47は底部のみの破片であるが高台径が7．8cmも　7。7cmと小さく、底部と体部の境の張りもほ

とんど認められない。Ⅴ期後葉の要素と考えてよいだろう。40は墨書土器「神」の捧蓋であるが（第81

図1参照）43の捧身も同地点で出土しておりセットとなる可能性が高い。蓋は口径15．2cmでつまみ部分

が欠損している。天井部はゆるやかなカーブを措き裾部で外反するように屈曲し端部へ達しも端部はや

や内傾しながら下方に屈曲している。杯身はロ径14。6cm、器高4。7cmで無高台である。捧◎身ともに兢

程度までへラケズリ調整がみられる。41⑳42はそれぞれロ径路7cmも17。2cmであるが40にくらべ天井部

から端部にかけての屈曲がゆるやかになっている。45は口径仕7cm、器高4．3cmの高台付の杯身である

がも休部の％近くにまでへラケズリ調整がみられるのが特徴である。以上40～45の蓋杯は、Ⅴ期前葉に

もⅤ期後薬にも属さない特徴を示している。したがって相対的にⅤ期中薬ということになろう。49⑳50

はいわゆる削り出し高台の埠である。49は底端部を両側から削り出すことにより高台をつくり出してい

るが鴇50は底部から休部にかけての屈曲部を削り出しているため斜めの高台となっている。藤枝市助宗

古窯産と考えられるが、ここでは一応Ⅴ期末の資料と考えておきたい。Ⅴ期二奈良時代と考えられる蓋

杯は図示できないものも含め23点を数える。

51～53⑳55は9世紀以降と考えられる土器である。51は底径私Ocmの埠で海底部に糸切り痕を明瞭に

残す。52◎53は灰粕陶器である。52は底部外面に墨書を有するが（第83図参照）、休部内外面に施軸さ

れている。猿投窯編年のK90～053前半併行期と考えられる。53は無紬であり底部は糸切りをきれい

にナデ消している。053後半併行と考えられる。55は口径14．9cmに対し器高6．7cmと深いタイプの椀で

ある。H72併行期の椀であろう。以上平安時代と考えられる土器は4点を数える。

他の器種では題が3点出土しているが、蓋捧同様年代幅が認められる。また口径4上8。mの大型の聾

（56）や横豊（57）などもみられる。

さてここで問題になるのはSR312の年代認定である。出土須恵器からは6世紀中葉からH世紀まで

の年代が得られるが500年以上の長期にわたり同じ河道が存続していたとは考えにくく、どの地域の旧

河道でも新しい土器に混じり古墳時代の須恵器◎土師器が出土している。そこで年代幅のある土器の主
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体がどんな時期にあるのか推定することとした。まず6世紀代（Ⅲ期前葉鞠中葉）と考えられるもの8

点鴇　世紀代　Ⅲ期後薬鞠Ⅳ期）と考えられるもの22点も　8世紀代（Ⅴ期）と考えられるもの23点惚　9

樫紀以降と考えられるもの4点である。遺構の年代はその道構内の最も新しい遺物の年代をもって決定

すべきであ紅∴旺掛紀の旧河遠とすべきである。しかしここで問題にしたいのは河道の年代そのもので

はなく鴇多義に出土した土製品の玉東等の遺物そのものの時期認定である。そうした意味からすれば伴

出土器の中で主体を占めている時期をおさえることは重要である。欝点の蓋捧　灰軸椀も含む　の　ち

墟点を占める　‰　世紀が中心となる時期と考えてよいであろ。

土師器は図化できたものは用意にすぎないが海接合不可能な破片はコンテナ路箱以上にのぼる。59鞠

鋸は宮之腰期の系譜を引く杯で59の60は内面にへラミガキ海底部～体都下半の外面にへラケズリ調整が

みられる。特に59は体部下半部が直線的で戦打線端部で内湾しているなど古い要素を含んでいる。62鞠64

はいわゆる模倣輝である。ロ径はそれぞれ鼠2の5C鵜　は漁猟法　相藩閥と比較的大きい。62⑳64は体部外面

へラケズリ鞠　内面にへラミガキ調整がみられる。6　車齢はロ径◎器高ともかな　太きめであるが鴇　やは

り模倣捧なのであろう。68陶70は甘径旺用撒鞠日用血で少レ事振りである。7且は持径9。6C閏とさらに小さ

′’ノ　′．′・・・∴＿、上ノ∴　′J・′ぇ∴J、・・′、バー、‘‾、′′二㌦　∴く、　′．′イ・、ノ・‾土、言′了C当一十、／、ノ′　ミノ、ノ　r

′　′′こノ言′、、’、′′∴・′、ノ　ノ　ノ1′　‥：′′／－ノ　′′ノ、・ノ／／二ノ　′二＼′′：、′Iノ上、一十　‾‾‾∴シ言．、′′、丁　ノく∴主…　若㍉一、三三う′り・

で底径。6C帯と広めの底部からあまい稜をもちながら斜め上方に休部が直線的に立ちあがっている。S

R凱　出土の土師器埠の中では最も新しい様相を呈している一といってよかろう。その他では椀状のもの

浮鋸　や義持射淘頸部をもたず底部から打線部にほぼ垂直に立ちあがる小型の壷浮　◎開）等がある。

須意器はどはっきりしないが鴇5の杯と関の舞ではかなりの年代幅があるように思われる。
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一！＼真吾ーこ！。

祭祀関係遺物が多い。馬形3点⑳斎串状木製品3点以上が検出されている。またその他の遺物として

ほ木札◎曲物◎大足などがある。

祭祀関係では馬形が多いのが注目される。且⑳3とも本遺跡の中では形の整ったもの鶴頭部と尾部

の区別が意識されているよ　に思えるものである。また下部に棒を挿し込む穴があげられている。　は

下部が欠失しているため詳細は不明である。

4および5ほ欠失部分が大きいため判定しがたいが淘刀形木製品あるいは馬形木製品の可能性のある

ものである。6ほ非常に小型ではあるが淘中央部分が判　抜かれてお　舟形と考えたい。臓◎勘は柄の

部分であるが鴇全体としてどのような形態になるのか不明である。蟻は曲げ物の底板ないしは蓋と思わ

れる。

ト二l・：喜三一一一J、き、′＼去＿－　　主義

番号 名　称 遺物番号
計　 測　値

特　　　　　 徴 樹種 木取り 備　考ハ ヽヽ

長さ　　　 幅 厚さ

豊 馬　 形 3－228－2 F lO3 10．8 3．7 0．7 下部に穴あり。深さ0．4cm。 板　 目

2 ／′

i

3 －1071

！

F lO3 （14．4）

i

（2．6） 0．6 上部に割り込み 1 ヶ所。下部

欠損。

′′

［

3 〝 3 －578 F lO3 （13．7 「 3．2　　　 0．7 下部に切 り込みあり。 〝

4 刀形 ？
i
3 －228－1

i
F lO3

［
（8．6「 2．1 0．6

‡
端部は斜めに切 り落とされて 柾　 目 刀形の可能

いる。 性あり

5 ′′ 3－1261 F lO 3
i 摘 2）

（2．1） 0．7 端部は斜めに切り落とされる

え ぐり込み 1 ヶ所。

板　 目

6 舟　 形

i

3 －1169 F lO3

i

（10．の 2．8 0．9 中央がはり凹められている。

一方の端部欠損。

スギ

！

柾　 目

7 斎　 串 3 －1177 F lO3 （14．8） 1．8 0．3 端部を斜めに切 り落とす。 板　 目

8 ′′ 3－1041 F lO3 （12．6） 1．8 0．6 端部を圭頭状につ くる。 ′′

9 ′′ 3－118 F lO3 （10．9 ） 2．0 0．5 端部が鋭く尖 る。 〝

10 ′′ 3 －686 F lO3 （10．0） 1．7 0．5 端部は圭感状。
′′

Ⅲ 人形？

i

3 －1140 F lO3 （21．3） 3．4 0．5 先端部は圭頭。一方は2 つに

分かれ脚を表現 しているとも

とれる。

人形の可能

性あり

12 i 板　 状 3－1178 － （27．5） 3．2 0．3 板状。丁寧に削 られている。 板　 目

13 柄 3－743 F lO3 （6．3 ） 2．9 1．3 柄頗状につくり出す。整形は

丁寧。

芯持ち

14 ！
柄　 ？ 3 －668 F lO3 （12．2） 3．7 1．3 一辺を大きくえぐり、柄頑状

につ くり出す。

板　 目

15 底　 板 3－110 F lO3 （11．6） 2．8 0．5 曲物の底板か？ 柾　 目

16 大　 足

l

3－1046 F lO3 43．5 6．9 1．7 大足の部材。中央に方形の穴

があり、足をのせ る仮が固定

される。

板　 目

ー79－
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′　　′　　′　、′　　　　ノ／ノ　　　・′′′′／ノ　　　　ノ・．．ノー∴．、　　f′　　三・∴・・∴　　′　′），、ノ　、ノノ　！

‘一　　′　一㌧　′ノ　　　言　′　ユー　′′：′′ノ・r了′、′・∴′、＿　ご′）′ノ′　．∴シ　、．′　′　t・′、′ノ圧！

r　　′　　′、　　・．　　′　　　一　∴・ノ　ー∴　∴∴∴　′　し　ノ′、　二∴ノノー　ノ、．・∴′′、・、ノ、、．

′′、、　′＼　′ノ′・・′、、‘lノノ′　こ、　ノ　・・t一ノ丁′・　一、′’ノ　：ノ／′′，・′、らノノ′′－・・ノ　六′丁、：　′、

’一　　二　ノ　　′、′ノ・∴ノ、．．・、′こ．′、′　－　′．・∴∴J・′一　　　ハ　∴．予′：．．、、らノノ∴ノ∴′・∴

、　、言′、ノ　　　′′　　′′、ン′′　∴、．‾′：了ノ／′ノノ′′ノ、ノノ　∴∴∴　、：′！．、・小男．′　′′：′、・ゝ‥．‘′！′、、；ノ阜′∴／・二J

’さ上、′　　一　ノ　、・‾l：′tノ・、ノ、　　　　ごノ′′ノ）′らく′ノ、＼′ノノ　′、′・′1、言　、十．、∴・＿′：

′　　′　　　．′′　　　　′　　ノ，′　∴　′　ノバ′　工′　・．′′　一′ノノ【　′ノ七、．．、′、ら　ノ′、′ノ・ノ

・・′　′　　　　．　′′　一　一　∴′　一・′‘∴′二・∴’－∵ノ、’∴′言　」′：′＼ノ　ンノ　∴ノノ吉・　′－　∵＿＋「

ノ′ノ．一　、、＼′Jノノ　′　′　′　′∴ノ　′　・∵㍉ノノ∴了ノノ　こ、ン：　ノノ　∴′1、言二日∴、∴．′．′、．　二ぐ一

～．′ト∴・′：、′ノ　ノ′　′’′　　‘＼′∴ノ了．こ　∴／十十ノ′′ノ′′．、一言、ノ　　∴ニ′、ノ、ン∴　′＿ノミ・ノ、　′

、　∴′、　二′　ノ、・　ノ、ノ　′　　ソ　・．／′．ノ　　言ノノ′　立ノ′′こ．ら∴′ノ　弓∴　　ノしノ言　′ノ　ー　′′∴一＿、ノ．つ　∴㍉

′′　一ノ　　　　　　！．ノ・・．・ノノ　　ノ、∴．ノ∴・　、、．．ノ　′　ノ　、′　′ノ　‥′　‥‥、　．∴・

′：′ノ　　　　　∴‥′ノ　て　‥　－∴　′　′：∴∵．、′㍉・′－′　′′、・い．＼′、′・∴　ノ、′ノ：月－′′　－ノ　　＿′‘

日日

ものにその類例が求められ淘郡遺跡の資料が奈良時代の須意器を伴っているところから年代を考える上

で参考になる。罰鞠欝は三角柱状の胴部からそれぞれの角を指で押圧して淘四肢⑳盛砂尾を表現した

ノノ〕l．．・：ノ、∴　、7　　．　∴・、のつ．十・′ノノ工．／′ニ、、′．′、′、・・′′・ノ∴・／ノ、′′ノ㌧！

：′′．′∴∵、フ′・、・・　‾　′′・・′言あら　完・、ノー女らつ、JJ．、／丁で∴　ノ∴ら　　一一′．・・′′弓ノ／′lこ」ノしノー　二jの

紹　◎頴　は存在する。頑および尾は指で押圧し偏平になっているものが多　幅の広い方が頑のよ　で

あるが判然としない。四肢は指で軽　ひっぱ　っ　っているが胴部底面と同一平面になっているものも

目立っ。
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′　ノ、・一　一∴ノノー・　　′′・　　′　　　　J　　　　　　　、　　　　′
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（4）

‾！二　′　′、　ノ　′、　′　　　　′　　　‥′　　　　、、　　　　　　　　　　＿

′　．一十！、ノ・・．′　‘、　　　　　・　　　　〉、′　　′　　　　　　　　　　′　　　　　′

高いと考えられる。墟鞠壷は前述の誠地姐とほぼ同様であるが胴部中央の長さにくら璃器高がやや高鷲

′、′・－、ノ・、　　′　　∴　　　′ノ・　　′　　′′・　′　　　　・　　　　　′　　　　　　　　　．

′／∴二　ナ　ノノ′　一ノ′　　　、－　　　・　　　　．、′ノ　　　　　　　、．．、　　′

∴．目上、く卜∴　ご　　　∴、．　一、三　．　　　・　′　　　．′、、ノ　こ　　　、　　　ノ

ノ　了こノ、　∴′ノ　　　ー　　　　∴　′　　い一　　　°∴‥　．、．　　　　　′、　　′

′、ノ、・；∴、．J－、／．二六二　　日．、l　　、．．′　′　　　一　一　、．．

′、′　j．C　′こ．・‥・・・・′　　　　ノ′・日　、・　　∴　′　　　　　　　　ノ

ー　　′′　良　一　　　′〉く′・一　　　‘　　二　、　、、　．二　　ノ　　　　、　　　　、ノ　　　　　　　　′　　一

一∴∴　一（．・ノノ　‾・．′　　・一　′．′・′ノ　、．．・ノ　　　′－　　　．　　　　　　　　、．

手言上、∴　一・ら∴　ノ二　ノ　　　　　′′　　　′∴　＼・・′　′′　′・：′　　　　′

－・てのlて・；二・二　　′ノ　′、．　ニ・1、、′　　′ノ．′　　　　　ノ　　．′　ノ．　　　　　　′　′　　、　　　　　　　　　　′

：言′ノ：′：∴・．／′二・㍉′　　守、′・∴　ノ㍉／　　′′、一　こ　／ノ　ー　′ノ　ノ　ノ　　′

いないである。内外面ともにかな　丁寧な調整がなされ淘指頭圧痕とともにへラ状の痕跡もみられる

がはっきりしない。日経には櫨ナデ調整が施されている。5軸別はロ繚都の外庭はみられず直線的に立

ち上がっている。いずれも指頭による調整のみのようである。
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第48図　宮川6区SR312出土土製品実測図3　動物型土製品
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第49図　宮川6区SR312出土土製品実測図4　動物型土製品・手捏器
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（11藤枝車教育委員会『静岡県藤枝市郎遺跡発掘調査概報nl。月　1986

（2）向坂鋼二用沌さ車都出町－1－1津¢坂上出土の祭祀遣物耳考古学雑誌』第50巻1号1964

（3）松阪市教育委員会臣筆山遺跡発掘調査J二摘抽）．6』1983

（打（1）に同じ
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望。S悶3瑠3（第50図～第65図）

SR313は宮川6区の南東部GlO2⑳GlO3グリッドで検出された旧河遺屈曲部である。幅4‰5酌

ほども長さ87花ほどの範囲で最深部は3420mであった。北東から屈曲しながら商へ流れ鴇　さらに大きく

蛇行し東へ流れる攻撃面で流路の外側と内側に分かれ多量の木製品が出土した緒太谷川Ⅱ』）。これら木

製品のうちには斎串や馬形◎人形◎刀形の木製品模造品が多く含まれていた。上層のレベルは4。5mに

も達し海　上37花ほどの砂層および砂質粘土層が堆積していた。ここでは現地で作成された遺物分布図を

頼りに①上層出土土器鞄②下層出土土器海③下層（河床面）出土土器に分け紹介することにする。なお

祭祀関係の木製品は②下層から多く出土している。その他の主な遺物としては鴇勾玉2点も石製丸玉且6

点も土製丸玉1点の玉類、小型の鏡言窮鼠石製紡錘車が各l点出土している。また、勾玉を意識した滑

石製品が2点出土している。馬形土製品と考えられるものも2点出土したがこれはレベルが4。2靴とか

なり高い。

土器

豊層出土土器（第50◎51図）出土レベルは4。2酌触4。5mである。土師器が圧倒的に多く図化できた須

恵器は1点のみである。須恵器捧身（1）は受身径路。8C帯地器高。撒を測る。Ⅲ期中薬と考えられる。

土師器はロ縁部を屈曲させたいわゆる「鬼高期」の舞がほとんどである。鉦径は捕摘地顔摘牒

の幅がある。形態的には平底のものと丸底のものとがあり海　口綾部は屈曲して外側に開くものと

屈曲しながら直立気味に立ち上がるものがある。表面調整は摩滅のためはっきりしないものが多いが鞠

内面にへラミガキがあるもの（6◎9◎10◎12）やナデ調整が施されているもの（2　◎3　⑳5◎8⑳鼠3

且4⑳15◎16⑳18⑳25）がある。またはは外面にへラケズリがあり鴇24は内面底部にへラミガキ鴇体部に

ナデ調整がみられる。なお9は平底で底径が大きくロ緑は屈曲せずやや内湾しながら立ち上がっている。

25は平底で底径が小さくロ縁は屈曲して外に開いている。28は甘径日用切に対し器高説3cmと低く海　口

緑の屈曲はほとんどない。29～36はロ径に対して深い休部を有するもので壷あるいは椀に近いタイプで

ある。このうち29鞠3日まロ径はそれぞれ14．8C的鴇13．7cm、ま2。5cmと大きく鴇32触3はロ径摘cm前後か

らそれ以下で小さい。杯と同じようにロ縁は屈曲しているものが多いが鴇34は外側に直線的に開き鴇　35

⑳36はやや内湾している。37は口径8．3cm鴇器高10．6cmの小型の壷である。外面にへラケズリも　内面に

へラミガキ調整がみられる。38‰姐は寮である。38は口径3且。8cmと大きい。「く」の字状に屈曲するロ

縁は端部で内側に肥厚している。肩はあまり張らないようである。内外面にパケメ調整がみられる。39◎40

とも「く」の字状に屈曲する目線を有する。ロ径は39が19や9cm鴇　40が20。2C帯であり鴇39は内外面に40は

外面にパケメ調整がみられる。射は口径13の8cmの小型の賓である。目線は直立気味であり肩は張らない。

帯層出土土器（第52図）多量の木製品とほぼ同じ面と考えられる土器である。須恵器は2点のみであ

る。捧（1）は受部径14。8cmも器高4．0cmをはかる。底部から1／3程度にへラケズリ調整がみられる。

高捧（2）は受部径13。9cm鴇器高7。6cmをはかる。捧◎高捧ともにⅢ期後妻と考えられる。3触24は土

師器である。杯は上層と同じように目線部を屈曲させたものがほとんどであるが鴇　4⑳7ほ屈
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曲せずやや内湾しながら立ち上がっている。ロ縁部が屈曲した杯は口径10．8cm～12。6cmと比較的

まとまっている。底部は平底のものと丸底のものがあり、平底には13のように底径4。2cmと口径の1／3

程度のものや鴇17のように底径6．2cmと口径の1／2程度のものまである。また3のように口径12．6cm、

器高4。3cmと浅いものも、16のように口径10。8cm、器5．3cmと深いものとがある。表面調整は内面に縦

方向のナデ調整、外面に指頭による調整痕が残るもの（3◎6⑳7◎9◎10◎16）が多いが、4や19は

内面にへラミガキ調整がみられる。20～24は小型の壷である。20～22は杯を深くしたような形状を呈す

る。20は口径10」cm、器高7．4cmで内面にナデ調整、外面にへラ調整がみられる。21は口径9．0cm、器

高9．3cmで内面にへラミガキ、外面底部近くに指頭痕がみられる。22は口径13．8cm、器高8．8cmと口径

の割に浅い。23⑳24は他にくらべて平底が強調されている。23は口径10．4cm、器高昔1cm海底径5．8cm

で内面にナデ調整、外面にへラケズリ調整がみられる。24は口径8．5cm、器高12。6cm、底径7。6cmとか

なり広い底部を有する。胴部外面にへラミガキ調整がみられる。

帯層（洞床面）出土土器（第53～59図）おびただしい童の土器が出土している。形状が認識できるも

のだけでも200点以上あり、破片はコンテナ40箱にも及ぶ。土師器が圧倒的に多いが、須恵器も形状が

認識できるものが28点出土した。

須恵器は第53図に示した。年代推定に重要であると思われるので小破片でも敢えて図化した。1は杯

蓋の目線部であるが外面に沈線による稜がありも　ロ唇部にも沈線がみられる。小破片ではあるがⅡ期後

葉の特徴を示している。2の杯身は受部径摘。4cm、たちあがり高上2C7花をはかる。口唇部には軽く押さ

えた程度の整形がある。3の捧蓋はやはり目線部のみであるが、あまい稜があり口唇郡にもわずかに押

さえただけの調整がある。2◎3ともⅢ期前葉と考えられる。4　⑳5はⅢ期前葉から中葉への中間的な

要素を含み大きな意味でⅢ期前葉としてよいと思われる。4の捧身は受部径15．8cmで器高は2．7cm前後

と考えられ浅い。へラケズリは1／2以上に達し、口唇部に内傾するあまい面を有する。5は口径12。5

cm、器高5．2cmで非常にあまい稜があり、口唇部には軽く押さえたあまい沈線がみられる。捧蓋6　◎7

と杯身11～13はⅢ期中葉と考えられる土器である。6は口径14。lc7花、器高4．1cmで口唇部に非常にあまい

沈線がみられる。7は口径14．0cm、器高3．9cmで目線端部外面に整形痕を残す。11は受部径17．4cm、器高

5。3cmでへラケズリは1／2近くにまである。12は受部径15．4cmでへラケズリは受部近くにまでおよん

でいる。13は受都径14．9C7花も　器高3．6cmで1／2程度までへラケズリがみられる。いずれも目線端部は

丸く仕上げられている。8～10の捧蓋と14～24の捧身はⅢ期後妻～末葉と考えられる土器である。8は

口径12．8cmも　器高3．6cm、9は口径13．1C7花、器高3．6C7花である。いずれも稜はなくロ緑端部は丸い。10は

口径11．8cm、器高4．6C7花であまい稜をもつ。杯身は受郡径で14cm代のもの（14◎15◎17）と13cm代のも

の（16◎18⑳20）、12cm代のもの（19⑳21◎22◎24）がありも23は1上8cmである。端部は丸く内傾し、底

部周辺のみへラケズリ調整しているものが多い。23◎24はⅣ期前葉とした方がよいかもしれない。杯以

外では長頸壷の蓋（25）、長脚二段スカシ高捧（26）、短頸壷（27）、藤（28）がある。以上みてきたよう

に須恵器はその主体がⅢ期中葉～後葉であると考えられる。

多量に出土した土師器は杯が圧倒的に多い。上層や下層ではほとんどみられなかった伝統的な形態の

杯が存在する。29～43は伝統的な杯のうち丸底のものである。口径は16．4C7花（30）から11。5cm（42）の
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ものまである。口唇部をわずかに内湾させたものと皿状に開くものがあり鴇前者はロ径も大きく29のよ

うに内面に縦のへラミガキ、外面体部に横位へラケズリ調整が施されているものが多い。また37は休部

が丸味を帯び他とは若干異なるようである。44～61は平底のものである。あげ底風のものはみられず海

底径は口径の1／2程度のものが多い。やはり口唇部をわずかに内湾させたものとそうでないものがあ

る。口径は絡6cm（47）～12。4cm（58）のものまである。内面にへラミガキ海外面休部に横位のへラケ

ズリを施したものが多い。62◎63はそれぞれ口径12．9cm鴇13。3cmに対しともに器高説6cmと深めで体

部は丸味を帯びている。

64～157は目線を屈曲させた埠である。64は口径17。5cmと大きくロ縁屈曲部に明瞭な稜を有する。65

～69はロ綾部が大きく外に大きく開く形態を示す。このうち66は内面に縦のへラミガキ海外面体部にへ

ラケズリ調整がみられる。

70～H5は丸底あるいはそれに近いものである。口径は14。7cm（70）陶且mcm（Ⅲ5）まであるがロ

径による形状◎手法の差異はほとんど認められない。形状ではロ縁部が大きく屈曲するものと屈曲が緩

やかで直立気味なものあるいは屈曲して外に開くものなどバラエティーに富む。手法的には内面にへラ

ミガキを施すものもみられるが、伝統的な形態の埠にくらべると顕著でなくむしろナデ調整を施してい

るものが多い。外面もへラケズリ調整したものもみられるが指頭による調整が多いようである。

116～157は平底のものである。口径来日43cm（H6）～9。6cm05日のものまである。丸底のものに

くらベロ径に対し浅い休部をもっものが多い。口径の違いによる形状◎手法上の差はほとんどないよう

である。ロ縁部は屈曲して外に開き気味のものが多いが、142◎146⑳149◎153など口径の小さいも

のには屈曲が緩く直立気味のものもみられる。表面調整では内面にへラミガキが施されているものはほ

とんどなく、外面もへラケズリがごく小数にしかみられない。なおは5～157は底径が大きくロ綾部の

屈曲はごくわずかで直立気味の目線を有する。

158～162は休部が直線的でロ縁が屈曲せずそのまま開く形態で口径は比較的小さい。このうち159

は底径が小さいが、他は底径が大きい。表面調整は摩滅のためはっきりしないものが多いが髄161は内

面にへラミガキが施されている。158◎160は外面にへラケズリがあるようであるがはっきりしない。

163は高杯であるが、捧郡を欠くため全体の形状はわからない。高埠はこれ主点のみである。164‰

187は埠より若干深めで壷と呼称した方がよい土器である。目線部は杯と同じように屈曲させている。

目線は外に開くもの、直立気味のもの、やや内湾するものがあるが、埠にくらべ直立気味からやや内湾

するものが多い。表面調整は内面にへラミガキを施したもの（172◎175◎18のやへラケズリがある

もの（174）などがあるがナデ調整が多いようである。外面はへラケズリを施したもの065～167◎

174～176⑳180⑳183）もあるが、指頭による調整が多い。杯を深くしたようなものが多いが184は

張り出した底部を有Lも187は口径と器高が同じくらいである。

188～192は賓である。188は口径17．5cm、器高19．4cmで胴部はやや偏平な球形を呈し鴇中央部に

最大径をもっ。ロ縁は「く」の字状に屈曲し、口唇部内面をやや肥厚させている。内外面にパケメ調整

がみられる。190は口径22．2cm、底径8．4cm、器高3且．5cm　で胴部中央に最大径をもっ。胴部およびロ

縁部内外面にパケメ調整がみられる。目線部は「く」の字状に屈曲し、口唇部は内側にやや肥厚する。
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192は口径22．8cm海底径9．0cmも器高32。8cmで胴部中央よりやや上位に最大径をもつ。胴部内外面に

パケメ調整がみられる。「く」の字状に屈曲した目線はやや厚手で、口唇部は内側に若干肥厚する。189

は口径19．4cmでロ緑部は192と同じような形状であるが肩部が張っていて、それほど深くならないと思

われる。193も口径19．0cmで肩部は張るようである。191は口径18．5cmで胴部中央付近に最大径をも

っと考えられる。いずれも内外面にパケメ調整を施す。

ま　と　め

以上SR313の土器を上層⑳下層◎下層（河床面）に分け概観したが、これらの層位は現地作成の遺物

分布図により便宜上設定したもので、残念ながら報告者は現地の出土状況や土層の詳細については知り

得ない。現地の写真あるいは遺物分布図、土層断面図から推測するとSR313は大量の砂礫の押し出し

により比較的短時間に堆積したと考えられ、分層というより上面にある遺物から確認し分布図を作成し

たという状況が窺われ、上層⑳下層というよりも上面◎下面という方がよいかもしれない。

さて上層◎下層⑳下層（河床面）の土器を比較してみたい。まず問題になるのは須恵器の年代である。

上層で出土している須恵器捧（1）はⅢ期中葉と考えられ鴇下層の杯（1）鴇高捧（2）はⅢ期後妻であ

る。また下層（河床面）の須恵器捧（1‰24）はⅡ期後妻～Ⅳ期前葉の幅があり、下限をとると上層が

一番古く河床面が最も新しいということになる。これは上層および下層の須恵器がこ’く少数であること

に起因すると考えられ、河床面の年代幅のみが参考となろう。そこで土師器を比較する。上層◎下層に

は伝統的な形態の杯はほとんど存在しない（下層にはわずかに2点それに近いものがある）。こ

れに対して河床面には平底のものを含めて50点以上の伝統的な杯がみられる。また目線を屈曲させた

杯も上層◎下層にはみられない口径15cm以上で須恵器を意識したと考えられるものも河床面にはみられ

る。ただ河床面にはロ径が小さく目線部が屈曲しない比較的新しい要素と考えられる杯もみられる。こ

れらのことを総合するとSR313の状況は次のように推定される。SR313中央には2mほどの幅で弧

状に拳大から人頭大の礫が河床面に多量検出された（『大谷川Ⅲ』）。この部分が本来の河道の範囲と考え

られ、ここから出土した土器（河床面出土）の上限から6世紀中葉にはこの河道が存在していたと思わ

れる。そして河床面出土の土器の下限＝7世紀前半以降に多量の砂礫の押し出しにより比較的短期間の

うちに埋没したと思われる。左右両岸に分かれ河道に沿うように分布する木製品はこうした状況を示す

ものではないだろうか。これはあくまで仮定であり根拠には乏しい。この仮定に従えば上層◎下層の須

恵器が河床面出土の最も新しい須恵器より古いこともあり、上層◎下層の土器そのものは古い包含層の

ものが新しい年代に運ばれた可能性もあり、木製品と土器そのものの年代とは必ずしも一致しないと考

えた方がよいかもしれない。ともあれ木製模造品が多量に出土したSR313の土器のうち形状のわかる

もの全てを現地作成の分布図に忠実に従い紹介したが、これらの土器を須恵器から判断すれば上限を6

世紀中葉、下限を7世紀前半に求められる。また木製品と同一と考えられる面およびそれより上面より

出土した土器も土師器が多いためはっきりしないが8世紀に下るものが見あたらないということを指摘

しておくが鴇現地訝査の状況を知らない報告者としては明確な其伴関係という認定を避けたい。
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i　　　 i＋ ＋ i ［は三角に切り取る。　 i i

可 〝 圧 服 巨 皿　 序
3．2

0再 の部分が長く取られている声 車

中 翻 潮 。 i 「 巨聯 み摘　 〝 恒 諏声 路3　 冊調
3つ

中 形十 1349 G 摘 左岸i 射。の
2．8

i
0．4　胴部から脚部にかけての片側　　　　 柾　目

のみか？　　　　 i

中 形巨 漫39十 瞞 上
3．5 0．7　脚部は圭頭状で鋭く尖る。1　　　　 板　目　完形

本脚である。
；尋 互 冊 恒言 下 下 0の7i柄部を丁寧に造り出している。i 柾目切先部欠姐

18　　 〝　　 3…且3掴　 G 皇02　　　 4瀾十 ；用 0．7　 柄部を丁寧に造り出している。　　　　　 〝　　 ほぼ完形

！
下部のえぐりが大きい。

且9 上馬 形巨 13中 且03　 日 8e2
5．5

ヱ声 紳 ズは瀾 麦恥 。 回 … 「

！
20　　　 〝　　 3－1265　 G lO3　　　 （12．2） 4．1

i
008 ≡写芸ア…j＼登悪霊‡芸、霊：ま警 〝 ！ 〝
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番 号 名　 称 遺 物番 号 出 土 地 点 －

計 一　測　 値 （cm）

特　　　　 徴 樹 種 木 取 り 備　 考
長 さ 幅 厚 さ

2 1 ． 馬　 形 3 －12 0 6 G lO 2 1 0．3 3．6 0 ．4 頭 部 ・尾 部 の 区 分不 明 瞭 。 ヒノキ 柾　 目 完 形

22 刀 形 ？ 3 －119 2 G lO 2 （14．0） 2．8 0 ．4 柄 部 の み。 柄 頑 を圭 頭 状 につ

くる。

板　 目

23 刀　 形 3 －11 9 1 G l O 2 4 0 ．0 3．3 ‘ 0．8 上 辺 に 2 ヶ所 、 下 辺 に 1 ヶ所

の切 り込 み 。 柄 頭 部 は 圭 頭状 。

ス ギ 〝

24 〝 3 －12 7 3 G l O 2

暗 灰 色 砂 層

40．2 2 ．5 0．4 ・柄 頭 は圭 頭 状 に つ く る。 〝

25 〝 3 －13 1 8 G l O 2 （49 ．8 ） 1．6 0．7 柄 頭 部 を 欠 く。 ス ギ 柾　 目

26 〝 3 －12 84 G l O 2 7 1．1 3．6 0．5 下 辺 に大 き なえ ぐ り 1 ヶ所 。 〝

27 〝 3 －12 7 5 G l O 2 5 8．5 3．0 0．6 柄 は 短 く、 柄 頭 を 圭 頭 状 につ

くる。

ス ギ 板　 目

28 刀 形 ？ 3 T 12 0 8 G lO 3 （37．4） 3．8 0．6 端部 は 圭 頑 状 に つ くら れ る。 〝

29 刀　 形 3 －13 3 2 G lO 2 （2 9．0） 2．7 0．5 上 辺 ・下 辺 と も 1 ヶ 所 の え ぐ

り。

〝

30 刀形 ？ 3 －13 19 G lO 2 （2 6．1） 1．6 0．6 下 部 は大 き な え ぐ り 1 ヶ所 。 〝

3 1 刀　 形 3 －13 2 6 G lO 2 （2 3．3） 2．9 0．5 下 辺 に 1 ヶ所 え ぐ り。 柄 頑 は

圭頭 状 。

3 2 刀 形 ？ 3 －53 3 G l O 2 （16．3） 4 ．1 0 ．6 上 辺 ・下辺 と も 1 ヶ所 の え ぐ

り。 端 部 は斜 め に切 り落 とさ

れ る。

ス ギ 板　 目

33 〝 3 －14 2 4 G l O 3 左 岸 （30 ．5 ） 3．2 0．4 両 端 と もに欠 失 。 片 側 に 大 き

な え ぐり あ り。

〝

34 斎　 串 3 －13 3 9 G l O 2 右 岸 （48．1．）
3．1 0．5 基 部 を わず か に欠 失 d 上 部 が

幅 広 ．く下 部 は 若 干 狭 いム

ス ギ 柾　 目

35 〝 3 －12 7 8 G l O 2 （14 ．6 ） 2 ．0 0．5 端 部 は 圭頭 状 に造 り出 さ れ る。 〝

36 〝 3 －13 9 0 G l O 3 左 岸 ・（13 ．2 ） 2．．0 0．4 圭 頭 。 〝

37 〝 3 －12 9 4 G l O 2 左 岸 （13．9 ） （2．1 ） 0．4 側面 が わ ず か に 欠 損 。 追　 柾

38 〝 3 －13 3 4 G lO 2 右 岸 （＿17．7 ） ′1．4 0．4 頚 部 は 圭頭 。 基 部 は 鋭 く尖 っ

て い る。

板　 目

39 〝 3 －120 4 G lO 2 （10．9 ） 3．3 0．5 圭 頭。 〝

40 〝 3 －13 1 7 G lO 2 （14 ．5 ） 2．8 0．4 圭 頑 。 〝

41 ‘〝 3 －14 3 4 G lO 2 （10．3） 1．7 0．4 〝 損耗 著 しい
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番 号 名　 称 遺 物 番 号 出土 地 点

計　 測　 値 （cm）

特　　　　 徴 樹 種 木 取 り 備　 考

長 さ　　 幅 ；厚 さ

42 斎 串 ？ 3 －11 9 3 G l O 2 左岸 （19 ．0 ） 2．6 0．5 圭 頑 状 。 左 右 よ り切 り込 み あ

り。 頭 部 の表 現 か ？

柾　 目 人 形 の 可 能

性 もあ り

43 斎　 串 3 －14 2 7 G lO 2 （16 ．0 ） 1．8 0．5 ′′

44 ′′ 3 －12 92 G lO 2 （34 ．8） 2．2 0 ．4 端 部 は鋭 く尖 る。 板　 目

4 5 ′′ 3 －12 9 5 G lO 2 右 岸 （25 ．2） 2．4 i o．5 端 部 は鋭 く尖 る。 ′′

4 6 ′′ 3 －10 7 G lO 2 （ 6．4 ） 1．8 0．4 端 部 の切 り落 しが 左 右 で若 干

異 な る。

〝

4 7 〝 3 －12 8 9 G lO 2 （15 ．2 ） 1．2 i O．6 ス ギ 〝

48 〝 3 －12 9 6 G lO 2 右 岸 （ 9．7 ） 1．1 ；3．0 柾　 目

49 ′′ 3 －1 18 9 G lO 2 左 岸 55．2 1．9 0．8 ス ギ 板　 目 完 形

50 〝 3 －11 9 0 G l O 2 4 4．7 1．7 0．3 端 部 よ り路 ．5 cm の と こ ろで 折

れ て い る。

柾　 目

！

5 1 〝 3 －12 8 8 G 1 0 2 1 9．2 1．5 0．4 断 面 が カ ー ブを 持 って い る。 ′′ ほぼ完 形

52

！

〝 3 －13 2 1 G l O 2

暗灰 色 砂 層

4 0．1 （1．3 ） 0．5

両 側 は 欠 凱 て い る可 能 性 あ ；

り。

板　 目

53 ′′ 3 －13 5 5 G l O 2

暗 灰 色 砂 層

4 0．9 2．0 0．5 頭 部 の両 側 は 若 干欠 失 して い

る か ？

〝

54 〝 3 －13 6 1 G l O 2

暗灰 色 砂 層

24．5 （1．4 ） 0．4 全 体 に損 耗 著 しい。

［

′′

55 〝 3 －14 1 9 G l O 3 （4 2．6 ） 3．0 0．4 大 型 品 。 〝

56 〝 3 －13 1 5 G l O 2 2 3．4 0．8 0．3 板　 目 完 形

57 ′′ 3 －12 9 1 G l O 2 右 岸 （28．2 ） 2．2 0．4 端 部 は 幅 が 狭 くな る。 ′′

58 〝 3 －14 3 3 G l O 2 （4 0．0 ） 2．3 0．5 〝

59 ′′ 3 －13 8 9 G l O 3 左 岸 （3 0．5 ） 2．7 0．8 先 端部 は 損耗 が 著 しい 。 〝

60 ′′ 3 －13 4 1 G l O 2 左 岸 （5 9．3 ） 2．9 0．7 柾　 目

6 1 ′′ 3 －12 1 0 G l O 3 （2 8．7） 1．7 0．7 端 部 は 鋭 く尖 る。 板　 目

62 斎 串 ？ 3 －12 3 2 G l O 3 （2 7．9 ） 2．0 0．5 端 部 は 鋭 く尖 る。 ′′

63 〝 3 －13 8 5 G l O 3 （2 4．9） 1．8 0．5 両 端 と もに 欠 失。 一 方 は尖 る。 ′′

64 斎　 串 3 －12 2 1 G l O 3 （25．7） 1．4 0．4 端部 は 鋭 く尖 る。 追　 柾

65 〝 3 －12 9 3 G l O 2 3 9．6　　 1．7 0．2 中 央部 一部 欠 損 。 柾　 目
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番 号 名　 称 遺 物 番 号 出土 地 点

計 一測　 値 （cm ）

特　　　　 徴 樹 種 木 取 り 備　 考

長 さ 幅 厚 さ

66 斎 串 ？ 3 －13 8 6 G l O 2 6 3．0 2．1 0．6 両 端 と も鋭 く尖 る。 板　 目

67 〝 3 －13 0 7 G l O 2 （80．2 ） 2．9 0．6 両 端 と も鋭 く尖 る。 〝

68 斎　 串 3 －13 8 7 G l O 3 （2 5．4 ） 2．3 0．3 一 方 の 端 部 に切 り込 み あ り。 〝

69 〝 3 －13 1 3 G l O 2 （13．0） 1．8 0．6 両 端 を 斜 め に切 り落 とす 。 〝

7 0 〝 3 －13 64 G lO 2

暗灰 色 砂 層

（17．5） （1．3 ） 0．5 両 端 を 斜 め に切 り落 とす 。 〝

71 〝 3 －12 2 2 G lO 3 （16．2） 1．3 0．2 端部 は 斜 め に切 り落 と さ れて

い る。

柾　 目

7 2 〝 3 －13 0 6 G lO 2 右 岸 （19．8） 2．8 0．3 端 部 は斜 め に切 り落 と され て

い る。

板　 目

73 〝 3 －13 2 0 G l O 2

暗灰 色 砂 層

（1 4．0） 1．3 0．6 端 部 は斜 め に切 り落 と され て

い る。

〝

74 〝 3 －12 1 8 G l O 3 （ 5 ．7 ） 2 ．0 0 ．3 端 部 は斜 め に切 り落 と され て

い る。

〝

75 〝 3 －12 0 9　－ （ 7 ．3 ） （1．0 ） 0，1 端 部 は斜 め に切 り落 と され て

い る。

柾　 目 損耗 著 しい

76 〝 3 －1 18 8 G l O 2 （13 ．1） 2 ．0 ． 0 ．5 端 部 は斜 め に切 り落 と され て

い る。 先 端 よ り 5．5 c m の と こ

ろ付 近 に折 れ 目 あ り。

板　 目

77 〝 3 －13 9 8 G l O 3 （16 ・4 ） 1．9 0．2 端 部 欠 失 。 柾　 目 損 耗 著 しい

78 〝 3 －13 5 7 G l O 2

暗 灰 色 砂 層

（17 ．6 ） 3．5 0 ．3 端 部 欠 失 。 〝

79 〝 3 －14 2 0 G l O 3 右 岸 （22 ．6 ） 3．2 0．4 端 部 は斜 め に切 り落 と さ れ て

い る。、

板　 目

80 〝 3 －13 0 8 G l O 2 右 岸 （34．2） 3 ．1 0．5 端 部 よ り12．5 cm の と こ ろ に焦

げ た痕 跡 あ り。

〝

8 i 板　 状 3 －13 4 7 G l O 2 左 岸 （22．2 ） 2．5 0．7 板 状 品 。 両 端 と もに 欠 く。 〝

82 〝 3 －13 4 6 G l O 2 左 岸 （20．7 ） 2．4 0．5 板 状。 両 端 と もに 欠 く。 〝

83 〝 3 －13 4 5 G lO 2 左 岸 （25．6 ） （1．8 ） 0．8 板 状。 片 側 は 欠失 。 〝

84 〝 3 －12 9 0 G lO 2

暗灰 色 砂 層

（2 2．1 ） 1．4 0．4 端部 欠 失。 柾　 目 斎 串 の 可 能

性 あ り

8 5 斎 串 ？ 3 －13 5 6 G lO 2 左 岸 18．5 1．2 0．2 板 状。 両端 と もに欠 失 。

ノ

〝

86 板　 状 3 －13 36 G lO 2 （17．0） （2．1 ） 0．7 斎 串 と は確 認 しが た い 。 板　 目 損 耗 著 しい
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訂∴詩誌訂 敵地言　 計測値（甜）
特　　　　徴

樹瞞 再 考
番号 名 称 退物番号　 出 地ハ、、 長さ　 幅 薄 さ

87 棒状3－1207 Gヱ消　 自・4）十 … 7 断面四角形の棒状品。両端と
もに欠失。

i i板目

曲物あるいは柄の底板か。
！〝 i88　　　　　　 3つ203　 G lO2　　　　 26．5　　4．2　　0．4

89 板 状 3‾123十 103 i（34・7）；3・0
0．9 板状。中央部が最も幅広い。

両端共に欠失。

端部が鋭い。

柾 目i

i

90　鍬　 ？　3つ305　 G lO2　　　 （45．9） 5．0　　1つ 〝　　鍬の可能性

あり
！

91 棒　状　 3－1307　 G lO2　　 （67．7）i 2．4　 日 断面三角形の棒状品。両端と
恒

もに欠失。

l
。計測値の（）は破片での現状の数値である。
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「・′／′　　、　′　y′；二　二二、：く　　　　ご／

調査対象範囲のほぼ中央戦　場太谷川の左岸にあたる。水上7区からほ海古墳時代中期から後期初壇

の溝状の低地且か所（S段8閻）亀古墳時代後期から近世までの旧河遺跡が　本摘段郎　掬＄段別射

検出されている。旧河遺跡は旧太谷川の蛇行部分がしだ摘こ外湾し村道が外側の南側に移動した状況を

嘉している。時期を特定出来る流路が残存しているところとして注目され鴇　また祭祀遺物の時期を与え

うるところとして着目されていた。また流路が砂礫の堆積によって埋められた州の上に水辺の祭祀に関

連すると考えられる遺構が6か所（SX80且鞠SX806）検出されており鴇　旧河遺跡とどのように対応

するか注目されるところである。SX80鼠淘SX806についてはすでに　太谷川韮　において紹介して

いるので悔　今回は古墳時代後期とされているSR8摘　◎SR鋸　◎　段別　の　本の流路の遺物を紹介

する。

畳。＄鼠轟畳の（第66図鞠第68図）

一；、、．／・／目　白　ンー∫　ノl、・′’、㌦　′！′　ノー，．．㌧　′　．、きく∴．）ノ、′‘－・′・い′′　＿　′　′ス　′′　′　′′・・ノ′

且3や6mも　延長66。7mである。河床は平坦でも覆土は灰茶褐色砂礫層である。覆土中から大量の土師器◎

須恵器が検出されているが鞄　ここでは招2グリッド柑近の平面図より確実にまとまりとなる河床直止の

土器に限定して紹介する。

須恵器

須恵器は6点検出されている。杯の義　貞も　身　点である。　ほ杯の身で最大径路。Ocm高さ推定。2

cm底部のへラケズリは高く休部の半ばに達する。3は最大径路2cm高さ3諸潤で立ち止がりほ低く内傾

している。射ま最大径路4cmも　高さ3。7cmを測る。いずれも径の最も大きくなるグループのものである。

招ま口径且3。7cmで若干小さいがこのグループのものの蓋と考えられる。頂部は回転へラケズリである。

5ほ最大径12。6cm高さ3。3cmで蓋受けの立ち上がりは比較的高い。底部のへラケズリも6に比べれば高

くていねいである。6は最大径路航m高さ3。8cmでも　立ち上が　は厚　ぼってりした造　署内傾してい

る。

2ほ須恵器編年の第Ⅲ期中葉に位置付けられるものであり海　5は第Ⅲ期後薬に位置付けられよう。6

ほ手法的には若干後出の要素を持っといえる。わずかな須恵器での断定は避けたいがも　6樫紀後半の比

較的時期のまとまった資料となりそうである。

土肺器

多量の杯の他に椀あるいは鉢と呼んだ方が良いもの◎婆◎高杯⑳小型壷等が出土している。

球は大きく2類に分けられる。丸底ないしは平底でゆるやかなカーブを持って立ち上がり海　口緑がゆ

るやかに内傾するものが主体でも　くの字状に屈曲し外側に開くものがわずかに認められる。

7ほ平底でゆるやかなカープを持って立ち上がり海　口緑がそのままのカーブで内傾する。沼径路3cm
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虫もあるが鴇　伝統的な球であるA類の系譜を引いていると考えて海　とりあえずここに置いた。

淘罰は丸底ないしは平底でゆるやかなカープを持って立ち上がり海　口嫁がゆるやかに内傾するもの

、、．　　　′一、▲　∴し一、ノン∴　一事　、，′ト　二　　′一．、∵、巨、ニ′　∴　一、－、′、‘言一＿、し、！ノ高一く．ぐ　　う、1㌦＿．′　′　ノ、

ある。内外面に指頭庄原が観察される。全体に外面に横位のへラ削りが観察できるものは少なくナデ調

整がほとんどで指頭圧痕の観察されるもの　多い。内面に放射状のへラミガキ調整が認められるものは

少なく海　そのへラミガキも荒く不規則なものが多い。に縁はゆるやかなカープでわずかに内傾している。

全体に器壁が厚　ぼってりとはしているものの伝統的な球の系譜をひいていると考えられる。平底化の

傾向が強招　◎釦などのよ　に平底となっている。　は日径路。撒最大径描。撒高さ。甜とこの中で

は際立って大型のものである。8を除けば口径は且3甜鞠摘甜惚　高さ4甜鞠5細が中心で大きなばらつき

は無い。器鞠は日縁が内儀せずにそのまま開くもので後出の要素であろう。

、ノー、’ノノ∴一、．ら∵∵・弓．‥、　‥！ハ　二）∴間、、∴．′ニ　「ミ：了1、∴　∫一ノ′一人・、′予二　十・i上．ノ∴、‥′

／3程度のところから屈曲して日録は外側に開く。ナデ調整であるがわずかにへラミガキの痕跡が観察

、－、lJ　′＼）′！う昌　∴′二　二一′一一′』l「畑　l出土　71く　′ji主r】・・、、｝‘Ⅲ∵，一一′・・雷∵ノLの′′・ノ！工．：、！つ・ニ‥′、1．、、

としたⅢ嫁がまっすぐに伸びるグル…プに属するものであろう。40は口径且898cm高さ6．8cmで海　外面に

わずかにへラミガキが観察される。球の身として図化されているが鴇須意器の杯の蓋を模したものであ

る可能性がある。

口径が高さの盈／2以下のものを椀としてまとめた。48は沼径且6。9cm高さ9。9C孤である。外面にへラ

ケズリが観察される。5且は最大饉守m牒症絹針搬0撒高さ致8潤で打線部が大きく内傾している。ナデ調

整が基本で外面に指頭圧痕の残る部分が観察される。50は高さは無いかこの類としてよかろう。52は非

常に小型で口径6を8cm高さ7。2cmであるが鴇　日録の形態からこの類に入れておきたい。53は口径蟻。2cm

高さ8。且cmも　内面に放射状のへラミガキが施されている。また54は鉢でも　口径且2。2甜高さ9。5C都鴇いず

れも厚手で底部に木葉痕をつける。

高塀は9個体分検出されているが海　これらは3類に細分出来よう。58◎63⑳64のように脚が中空で裾

部が外側へ大きく開くものも60◎6のよ　に脚部が柱状のものも猶◎椛のよ　に脚部が極端に短く外側

に大きく開くもの　である。

婆は合て破片でも全形を知りうるものは無い。日録部のわかる温点を図示した。頸部がくの字状に屈

曲するもので海　口綾部内面がわずかに肥厚する。調整はロ綾部が槙ナデ⑳胴部がパケ目調整となりも　内

面はパケ調整の下に指頭圧痕がわずかに観察出来る。68は同一個体ではないかこのタイプの聾の底部と

なるもので、内外面に指頭圧痕が観察出来る。球胴を呈するもので鴇　いわゆる駿東型の婆といわれるも

のである。
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望。　＄配＄且且

く　　　′′　　′　′　　′　　′　ノ・　　　　　、㍉　′ノふ、・′　′′、、了′　こ　‥′、∴十．し∴∴‘．

言　　　　　　二、二、、′・′　′‾∴、・・′‘く、　　　＿・言＼㍉∵′　′了空　′っ、立十㌧．∵　－　′’′ノ

′、、′、　　　　　　　　ノ　　′　ノ　ノ‘．　′．、・ノ　　　又．、′ノ　7－　ノ、：二　・，

ノ　　　　　、′　′　ノ　∴．

須恵器

‘　　′　　　　　　′ノ′　　　　ノ′　　　工、　　　！′′　　．ご′㍑∵、、　′て：′′・

、　　′　　　　　　ノ　∴′′　ノ／．′　　　′t十㌦、て　∴、1言　∴く、ノ　∴　′′∴′い．′リ・、、？＿、！・′P　、、：こ：

～　　、′、　　　　　′、′、′、二一∴言，．′′ノ、′．．二　1　　．ハこ　′！・：・、′＼ノ1！′、（・．．

′′　′　　　　　　　．・ノノ　′　′・・J　・　・、一、、・‥・′　′∴ノ．　こ　′　　♪　　ノ

．′　　∴　　　　　∴　′．′、、　′㍉．一、′　　ノ7　　′、′く－　′　′ご一‥∴つ　！・ら′′′∴

ノ　　　　　　ノ　′　　　′

′　　　′　　　∴′　　　ノー・・　　・．　・′、　ノ・∴　′　ノ　　　　ー　　‾′　　　、

′　　　　　　　　　　　　′　　　　′′　＼　′‥　、　ノ、I・ノ／′　－　　　　　　　I・l・′　′′　一　．

′　　　　　　　ノ　　　　　・′　　′・　　　ノ　　・．、′　　　′′．1′　　′．・′、

ノ　　　′　′　′′　　　　　′　ノ　　　、　　　　′、′　′　へ，　、

′　　　　　　　　′　ノ　　　　　ノ　　ノ　　　　　ノ　′′　　　　、

・　・ノ　　　　　′／・・　　　′　　　　′　　　　　　　＼、′ノ′ノ　ノ

素は認められな齢。

羞肺叢

′　　　　　　．　　　′　　　∴．　　　　　　′ノ　ノ、　　　　‘・′　・、・′アユ

′　　　　　　、′　′′′・′ノ　、′、、、・．　′′　′J′／．ノノ′′、ノー　ノ∴・．．し　′∴・ノ、・ノ　　定ノノ　ノ

ノ　ー　　ノ　　　　　′　　　　　　　　　′＼′・∴　・ノ・′ノ′′　′J、′′′ノー．　ノ′・′　ゝ　′　・・′．′、′言

／、　　　ノ　′′　　′′ノ　　　：ニノ・／’、

、　　　　　　・′　・　　　　一．′　．′了ノ　　ら′・′！・ノ　∴′ノ′′∴　－　′t　′　′

ノ　　　　　　　　　、．　　　　′　ノ′　．′・．　上．ノ　　ノ　ノテ∴∴一フ、・・1　∴・．′

′・　′　　ノ　、、、　　　　　ゝノ　　　ー　一°．・　　′　ノ　′・く二　　㌦ノ・　　．．、．‾！′ノ＼・・一ノ　　　　′′　　′、

へ　　′、・′　一′　　こ　　・．′　ノ・ノ　∴、　　′／ノ

ノノ　′．　′　　′　　．；′∴．′　二一・7、ノ′　∴つニl・、∴′1．人ノ、のノ・ノ1ノ．′ノ′J、くヰ∵J　ニフ　コ、弓　′

・　　　　一　ノ・　lノ　ー　　′　く　′′‾：、／′′男　j′く　十年り　言一′損言1－か立′ノノ．ノ‘－工、′l・rよる甘：・イ

ノ　　　　ノ　　　′　　　∵′、　｝　ノ予，′ノ′弓ノー、／Jノ′・二′宮つ・、言　互一：．タ・／十‾ノエー・㍉っ穴ノ；、′′暑′

にはナデ調整で描線部はヨヨナデが施される。しかし調整は十分でな　内外面に指威圧癖の観察される

／、、ノ　′・言′′、へ、′1・∴ソ　1ノ．′／′二．ノl＼！′、′、′ノ・こ：ノJ′、′　′∵∵ノ　∴′一二∫’′一一ノ．、∴・‘く
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が観察される。

㍉∴弓・；∴一．′ノ′、＿′　　し′ン、、－ノ　　ノ　ノノ∴ら亮、＿′　′て′こノノ（．二男、ノ∴エ′つ′．、′　ノ　て　∴．ノ　　′ノ　／′∴言∴、ノ　：

のよ　にまっすぐ上に伸びるもの鞠　艶⑳2のよ　にほんのわずかしか屈曲しないもの海　などに細分でき

つ．＋⊥　ヾ1「「“↓一ノー／1一丁1－ナI L、h＿－、　〉1L．」．、－、

Q〟リi≒r／卜L月l」はJ遅いは／よい。

言．∴・と′・・・、ノ、、’く∴ブ、占′　言．′∴言一　∴こ－ノ′、＼∴二日．′工＿の、　′′、人、－′子＼．′一㌦宣㍉′ノ′′　′、・

内面には放射状のへラミガキが施されている。同様にロ縁が内傾する鍼等とは若干様相を累にする。鍼

【：くゝ～　い‥こノ、；ノ′：∵・′′．‥、′1、，こ∫1－′し′．こ・仁ノ．ネ吉、：！1＼′＼里ノらノ、・′。′ノ　ミー′　′、。ノ　ノ′・′・、／・、

杯C短と変わらない。

38鞠42の様に海　沼径が高さの温／以下のものを椀としてまとめた。技法的には琢C幾と変わらない。

：iく．崖　∴ノ川・了　∴二主′一日謹言二　′タ：∴：（．∴、一三ミ′日、㍉∴与誓言㍉上ら　′言、工人∴′こ′′・′∴　′′、、∴′′一、一

。雄で描線部が内傾している。ナデ調整が基本で内外面に指頭圧痕の残る部分が観察される。職は小

型で打径Ⅲ。0甜高さ565錐であるが鞠　深い形態であるのでこの類に入れておきたい。

言、：1ご）・〉′〃1、．．、、′・′、信′脂、し　、・ノ、号粧ノ二可′阜′／、の㍉ごノ、、l　ノ、‾・i二叫．′∴′J L、／：．　′・㌦、．．・・

するよりも底部が指により押し漉げられたと理触したほうが良いものである。

婆は全て破片で鴇　全形を知りうるものは無い。しかし淘　打線都と底部の組み合わせでほぼその様桶は

理解出来る。主体となるのほ海　沼縁部内面をわずかに肥厚させ淘　頸部がくの字状に屈曲して胴部に続く

もので鴇　球胴を呈する。調整は打線部が構ナデ魯胸部が㌔＼ケ冒調整となり淘　誹では横位のへラ　ガキが

′、∫　∴　′、∴′　ノ／ノ　声上レノ＼了・・上告・くノノ）∴っノノエ　早出ノく、ノ、．く一、　／、ノ工．！「‥　′ノP、J・′・′　′

ものである。底部のみではあるが5温⑳52等を見ると淘　全　の球胸ではな　若干細長　なっている。鮒が

、：ノら・－・′∴・了、＋∵　′、．∴上　　＼ノ、′ノJ r′／当言－　浅　ノノ左∴／一一　　．ンノー　′／・、・、′
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遜⑳　＄況轟盈霊

水漉　匪紺　ダ嘗距ジ洋から鮮ダ恥ジ洋まで海　＄段別　の外側に蛇持し竃流れる旧涌遺跡である。確

認薗管の巾は淡摘瓢淘　延品開周夙習ある。河床は平坦督戦　覆土は暗茶褐色働礫層習ある。覆漣健から太

遍の土師器⑳須意器が検出されて折るほか海　馬形並製品凱壷が検出され竃締る。

頚恵叢

嶺意器は凱屯検出され竃障る。棒の身のみである。　は杯の身で義光径路　甜高さ　ぜ　甜をはかる昏

、

なるダループ習ある。須盛業編隼の第脳期後薬から第躇期前半に位置紺紗られるものである。

土師器

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

棒は大き環　類に分紗られる。丸底な狛』は平底でゆるやかなカ…プを持って立ち並が　海　描線がゆ

るやかに内傾するものと　の字状に屈曲し外側に開毛タイプのもの藍である。前者は監査と少な　淘室

体は　の字状に屈曲し外側に開竃タイプのものである。

′　　　　　　　′

に内機する。蹄径路　澗高さ。潤藍太振　習ある。　はⅢ径摘。甜高さ　の　潤で鞠　齢ずれも調整はナ

デ調整で描線都はヨヨナデが施され海　底部には凍薬療がある。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　′、　　　　　′　　　　　　′

、　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、　　　　　　　　　　　　　　－　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　一　一

′　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　ノ　　′　　　′　　　　　　′　　　′

′　　　　　′　　　　　　　　′　二、．　・　　　　′ノ　　　　′　　　　；∴　′　・

、／′　　　　∴′　＿　　　　　　：・　　　　　！　ニ　　　　　　　′′′一　′　・　　－　　　、　　‾　′′′　ノ／

．　　　ノ　　ノ　　　　、．　　　　　　　　　　　　　、．　　　　′　∴：ノ′　、：：・′．　′・．

′　　′　　　　　　　．　　　　：′・　、′　　′、′　　　　、・、

・ノ、ノ　　　　　　∫　　　　′　　　′‥、　の、〕　‥　　一　　．こ、‾′　∴　　　　′．く′′、・、’一　　　′　一　二、′ノ　ノ′・

ノ　　′　′　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　‥　　　　　一、、　一　′／′　′、　′J′　′′′一　一

′　　　　　　　ハ‥．　　　　′　／

∴　、ノ1・！　′′ノ　　‘　こ　．二　　　′　　　　　　ノ　　　ノ．　′ノ．　′．：

＝
92針一一一3

‾　シ予　・こ、　　ノ′．1　′　　　　′㍉′　ふ王∴
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第Ⅳ章　主　要　遺　物

第1節　文　字　資　料

神明原・元宮川遺跡では19点の木簡、絵馬1点、へラ書き土器1点、及び110点の墨書土器が出土し

ている。これらの文字資料のうち第1号木簡については『大谷川I』によって報告済みであるが、他の

木簡との比較検討の便を考え、『大谷川Ⅲ』ではこの第1号木簡も含めた文字資料について報告するもの

とする。

！

1．木簡・絵馬（第74図～第80図）

1）出土状況概観

19点の木簡と絵馬1点の出土状況は墨書土器のそれと酷似している。即ち西大谷地区が3点、宮川4

区で8点、宮川3区で6点、宮川6区は2点の木簡と絵馬が出土しており、宮川地区出土の総数は絵馬

神明原・元宮川遺跡出土木簡一覧

地　　 区 遺 構 番号 グ リ ッ ド 遺 物 番 号 釈　　　　　 文

1 号 西 大 谷 2

S R　5 4

E　 4 3 N 12 4 0 他 田里 芋 刀 マ 真酒

2 号

3 号

西 大 谷 4

西 大 谷 4

Q　 2 3

R　 2 1

‘2－48 6

2－7 2 5

＜梵 字 ＞ 南無 阿 弥 □ □

天是 力 羞　 □ （陀併 り

4 号 宮 川 4 区 0　 9 3

L　 95

3－1 5 1 ［⊃

5 号 〟 S R　 56

S R　 5 6

3－1 05 5 相星 五 十戸 ・□ □

6 号 〝 3－12 0 0 ＜梵 字 ＞ 南 無大 口 □ □ （日如 来 カ）

7 号 〝 I lO O 3－25 8 2 墨痕 不 明瞭

・8 号 〝 I 99 3－2 7 60 □ 永 二 年

9 号 〝 I 9 9 3－2 8 3 5 〔　　 〕

1 0 号 〝 K　 98 3－2 9 04 〔　　 〕．

1 1 号 〝 N　 94 3－2 6 2 〔　 〕

12 号 宮 川 3 区 S R 4 8 6 K　 9 4 3 －5 8 0 仁王 如 カ ロ

13 号 〝 S R 4 8 6 J 9 4 3－6 3 0 南 〔　 〕

14 号 〝 S R 4 8 6 J 94 3－6 5 5 南 〔　 〕

1 5 号 〝 S R 4 8 6 J 94 3－7 6 7 南 〔　 〕－

16 号 〝 S R 4 8 6 J 9 4 3－7 6 8 南 廃 大 日 〔 〕

17 号 〝 S R 4 8 7 L　 93 ° 3－75 8 ＜梵 字 ＞南 無 大 日如 来カ

18 号 宮 川 6 区 S R 3 1 2 F lb 3 3－6 9 5 ⊂］□

19 号 西 大 谷 4 区 R　 2 1 2 －1 4 4 9 □

絵 馬 宮 川 6 区 S R 3 2 1 D lO 8 3－2 2 7

（馬 を 引 く絵 ） い ろ□ ・下

（裏 面 ）　 「古 能 へ 見 て ハ 」「□ くハ 人 （んカ ）

能 心 を」「□ 口 か てゝ □ 」
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をふ　めて描点にのぼる。しかも鴇　いずれも旧大谷川河道内で出土している。また、平安時代から中世

とみられるものが大半をしめていることなど墨書土器の出土状況との共通点を有している。出土木簡の

点数が少ないため問題はあろうが、墨書土器との関連性について考えることも必要であるかもしれない。

慧）木簡の釈文と年代観

l号木簡

「池田望戸主手刀マ真酒」
（部）

西大谷2区E43　N1240

旧太谷川流路内より出土。年代については伴出遣物からは確定できないが、「他日里」「戸主」とある

ことから7蟻隼の郷里制施行以前、701年の大宝律令施行以後と考えられる。「池田里」は『和名類衆

抄』にみえる有度郡七郷のうち「他田（ヲサダ）」に比定できよう。また「手刀マ」の「芋刀」は「有度」

にあたると考えられ鴇有度の用字例を増やした。1号木簡の詳細については既干順良告書『大谷川亙』第

4章第4節を参照されたい。

2号木簡

「＜梵字＞南無阿弥□□」

（陀彿）カ 西大谷4区Q23　2－486

旧太谷川流路内の暗灰色粘土層より出土。上端を圭頑状に、下端を串状につくる。－宇目は梵字で、

以下「南無阿弥」と続むことができ、これ以下は墨痕が不鮮明であるが、「陀悌」あるいは「陀如来」と

思われる。時代は限定できないが阿弥陀信仰が顕著となる平安時代末から中世と考えることもできよう。

ノ′　木丁？；－

「表芸力鬼口
鬼」

西大谷4区R21　2－725

旧太谷川流路内砂層より出土。上端を圭感状に、下端を串状につくる。表面を丁寧に面調整している。

止から「表芸カ」とあり鴇「憲′カ」の「凹」は鮮明であるが「止」の部分は不鮮明である。「憲」は「岡」の

異体字であり「天丘」を示すものと思われる。この下に「鬼」の文字が横に並ぶ。全体のバランスから

いえば右にもう一字配してもよいと思われるが墨痕が確認できない。また、「鬼」の文字の下にも墨痕が

みられるが欠損部分もあって判読Lがたい。

4号木簡

「〔　　〕」　　　　　　　　　　　　　宮川4区SR54　3－151

旧太谷川流路内の　ち用世紀代に限定されるSR54より出土。上端を左右から切り込みがほどこして

ある。切り込みの下に墨痕がみられるものの判読は困難である。黒笹90号窯式から折戸53号窯式の灰紬

陶器が伴出している。

5号木簡

「柏屋五十戸」⑳「□□」　　　　　　　宮川4区SR56　3－1055

桧の板目板を利用している。上端◎下端ともに角に切り落としも平面は削りにより面調整している。

下部に約0．5cmの方形の穴が開けられ、これより下端まで穴の幅で木目に沿って欠落している。文字は
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木表に五文字、木裏に二文学が認められる。「柏屋」は「相」を「禽」にあて鴇『和名類衆抄』の「駿河

国有度郡」に記載されている郷名のうち「禽星（アフホシ）」に該当するものと考えられる。「五十戸」

については伊場遺跡出土の木簡三号「柴江五十戸上同六号「竹田五十戸人工同二十…号「加□巳五十

戸入」などの類例（伊場遺跡発掘調査報告書第一冊⑳同別冊）があげられる。

本意の二文字については一文字目の偏を「馬」と解することもできる。鄭ま不鮮明であるが上に「m」

のような字形がうかがえることから「繹」の可能性もあろう。二文字目は「最」と読むのか「表」と読

むのか判然としない。いずれの文字にあてても点画が一致せず解釈には困難を要する。

5号木簡の出土したSR56は大量の土師器とともに鴨須意器鴇祭祀遣物とみられる人形木製品、馬形

木製鼠斎串海馬形土製品などの他淘木製鼠石製品が多量に出土している。洋犬谷川Ⅱ』参照）5号

木簡はこのSR56の川底に密着した状態で出土しており鴇　これら伴出遣物との年代差はほぼないものと

理解される。SR56出土の須恵器の年代は静岡県の須恵器の編年観から淘　ほぼ　世路中葉鞠　側中葉

に比定することができよう。

またも大望律令成立以前の「五十戸」の表記について庵県内出土の例は伊場遺跡出土の第3号木簡が

あげられる。これは『8世紀を下らない。7酬己後半と推定』され協同木簡に記されている年季が「辛

巴」と解されれば681年とされることもありうるという。従って鴇本遺跡出土の5号木簡は伴出した須

恵器の年代観の異動などを考慮にいれ鴇「7世紀第3四半期」としたい。

「五十戸」を「サト」と読むか鴇「石部」◎「磯部」を音通で表記したものと考え「イソペ」と読むか

（伊場遺跡発掘調査報告書第一冊参照）は上に記される「相星」が地名と考えられることから「サト」

と読むことも可能であろう。今後の検討が必要である。

6号木簡

「＜梵字＞南無太〔〕」　　　　　　宮川4区L95　3－1200

旧大谷川流路内の暗灰色砂混じり粘土層より出土。年代は限定できない。

上端を圭感状に淘下端を串状につくる。一文字目は梵字、間をあけ二文字目以下が書かれている。五

文字目以下は不鮮明。文字の内容から平安時代末から中世の呪符木簡と考えられる。

‘！弓入場

「（不鮮明）　　　　　」　　　　　　　宮川4区IlOO　3－2582

旧太谷川流路内より出土。年代は限定できない。上端を尖らしており鴇下端は欠損している。上端に

墨痕がみられるが判読できない。

8号木簡

「□永二年」　　　　　　　　　　　　　宮川4区‡99　3…2760

旧大谷川流路内より出土。年代は限定できない。上端◎下端ともに切りとられ、厚さも0言cm程度と

薄く剥離している。削り屑とみられる。一文字目は切りとられていて判読が困難であるが、以下「永二

年」と読むことができる。

9号木簡

「（不鮮明） 宮川4区I　99　3－2835
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′　・！ノ・．　　．　　′′′、　　　、ノ、、・‥　　‘二一、　′′　　l′、′　一′′ノ∴、ノ：′・言

′・　′・　　　　　　∴　　　・

臓号木簡

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′、　　　　　モノ

7　、′、　′．＼　　′　　　‘　′・　　、　　　　　　　　　肘、　∴　′　　′ノ、、．′　′∴　　二ご／′、・

で判読できない。

′　′

′　′＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　′　∴　　三　　二、一ノ

旧来谷川流路内　R猶よ　出土。流路の年代は伴出の須意器から　世紀中葉飽　世紀中葉とみられる

′　′．．′′　′・・シ　ノ）／＼　′　　－　l・・′　工・ハ、′）

．十　　′　　′∴ノ、、′　　　．　、　　‾、・・・′　．一　一・・、　予、．．′．、′　　J′　了・′一．ゝ一　言′

一　　　　　．、’、．、　．　　　　　　、　　　　　　　　　　′、　　　言′　、　　　‾

ノ・・ハ＼、．

：ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　′′　　ノ　∴　　　　′主

六　′・　　　　一　　ノ　　　　　　　　　　　　．′　　′　；一°　　　）．．．く　・∵．こ　　・

・．、ノ　　　　　　　ノ、－　　　．　．．ノ　・、ノ∴／′、．′′、　　　′。・∴　　一一・、ノ′′’′′　′′∴！ノ．．ら′′ノノノ、／′、′　　ケ．′

∴㌻′　ハ1　′　′′

年代は出土した　段媚　弟　層に従い平安時代未から鎌倉時代とする。

′′　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　ぺ　ノ　ニ′ニー′　、　つ：

旧太谷川流路内　段媚　よ　出土。上端は五輪状に刻む。下端は欠損している。上に　南」とみえ鴇

以下は墨痕が不鮮明である。年代は出土したSR媚　第　層に従い平安時代末から鎌倉時代とする。

路号木簡

「南〔〕」　　　　　　　　　　　宮川3区SR486　3－655

旧太谷川流路内S段媚　よ　出土。上端を五輪状に刻む。下端は欠損している。上に「商」とみえ鴇

一′ノ、、′∴十言、／′：′　′、て　　′、一　′、－　の・一　′：、l〃言／ノ　‾′　リ、′．′　′、∴　一　一　J　㌧　三／卑言1古・‥　′十

平安時代末から鎌倉時代とする。

・ニ′∴ノ：＼：1て

「（不鮮明）　」　　　　　　　　　　　宮川3区S段486　3－閥7

旧太谷川流路内SR486より出土。上端を五輪状に刻む。下端は串状を呈している。SR486から出

土した呪符木簡としては最最である。全体に墨痕が不鮮明であるため判読ができない。年代は出土した

SR486第2層に従い平安時代未から鎌倉時代とする。

路号木簡

「南無力太酎　　〕」　　　　　宮川3区S沢硯　3…768

旧太谷川流路内SR486より出土。上端を五輪状に刻む。下端は欠損している。二文字目は不鮮明で
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ノ′‥！ノ　′　　　′　′一＼∴弓．信′　′′　′、iノ′ノ　′　　　　一J　ノ′　′、J　、、ノ　　　′　十　一一、、一吉こ、ミ、

し　∴　′　′ノ言　′　′　∴′＼－′　　∴　、　、7、：．、・：∴　′∫　tJ　　つ、、ご、言、′′ノ　′′＼ミU、：、＼、、・、ノ

る。

ノノ＼

「＜梵字＞南無太目如力来カ」

旧太谷川流路内SR墟　よ　出土。

∴・ノく、　く　♪　　；　′′：幸三

－　ノ　、・ノ、　ノ‘　ノ‾′、　ノ　、、／一、　一、・・、′　　‥　　′　‾‾　′J　．　　′∴ノ　　　＼、

－　′　　／　　　、・・、・　ノ　ーノ′′　　　く　・′‘・　′　′　′∴　　　′　　′　一、　∴′′：こ

、一・イ′　′、｝二　　　、ノ　・、、ハ「　一、十・′ノ　′　・ノ・′了、′・、∴　　　∴rノ・′し・′′′、．′

・′ブ　ノ、

路号木簡

′・’　　　　　　　　，′、．、′　　　∵∴

－　′＼ノ・＼・・十′　ぐ　　一　　　　　′′　′　　　′′、′、一l・・・ノ二　・∴′ら、：一、日　′、′′、　′　′′二ト

′　′　三∵・㍉′′∴　ノ＼・′・／ノ′　′　　‥・ソ　′・、′　′、、　　、　　　ノく　′・一∴・′′∴、　－ノ　　こ・．

ノ、′∴、′′　′＼∵・′　こ　′．′〉　　　　　　　　　・－　′′∴．＼　ノ′　・′　′　′　！＿－．′、～－′、

ノ　、こ㍉′′、‾－　′＼、′ll、ノ′l′′′ノ　′　′　－　′′＿

′′　′7－

「□　」　　　　　　　　　　　　　　西大谷射区段別－　2上十は媚

旧大谷川内より出土。上端を圭感状につくる。下端は角形に整える。上端に文字とみられる墨痕がみ

えるが判読が困難である。時代は限定できない。

！ノ：言

羞）「（人物と馬の絵）いろ臼」「下」

意）「苗能へ見てノ㌔」「［］くハ入能心を」「［］口かゝて□」
′′ノし・

官用6区S R3213－227

上部を弧形に削りも下郡を角形に整えている。上部中央に穿穴をあげている。また右三分の一ほどの

部分に上◎下に切込みを施す。

時期についてはSR3割が平安時代中期から鎌倉時代であること淘人物が馬を引く図をもっ絵馬が措

かれている当麻寺の絵馬が鎌倉時代と推定せられていること淘　こうした図の絵馬が平安時代まで遡るこ

とは考えられないこと（「絵馬」岩井宏美⑳法政大学出版局且974）などから鴇　SR321の後半にあたる

鎌倉時代と考えてよかろう。

表に左に向かって人物（僧カ）が馬の手綱を引く絵が措かれている。馬の尻より右部分に「いろ□」

と記す。三宇目は欠損していて判読ができない。その右に「下」の文字が読取れる。絵の馬の脚部がと

ぎれていることと考え合わせて絵馬の下部が欠損しているともみられるが鴇右三分の一部分と切込みと

矛盾する。先に絵◎文字を措いて後に形を整えたのかもしれない。

裏には三行の文字がみられる。一行目は「古能へ見てハ」とあり鴇表の絵と関係がある一文であるこ
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藍を轟唆し若いるとみられる。この時期には　え◎ゑ◎へ」の区別が判然と区別されないことを考えあ

わせると　絵　を　へ」と義認したと理解することができよう。二行目の最初の文学が不明瞭でも　以下

‾　ノ㌔太能底を」と続。また　太　を仮名の　ん」と理解することもできよう。三行目も始め部分が

・・．　　‥　　　′、、　′′′＼、　′ご、言　ユ1高の．え日昌、信レノ六の

′　．、∴・ふ　∴′′ノ　′。言の結ししては」l了ノく．㌦ノ、の

濃を招ある齢は　□　ほんの濃を月日□書かで朗とまとめられようが鴇文意は不明な点が多い。
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第74図　木簡実測図1（1／1）
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第75図　木簡実測図2（1／1）
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第76図　木簡実測図3（1／1）
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第77図　木簡実測図4（1／1）
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第78図　木簡実測図5（1／1）（15号は1／2）
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第79図　木簡実測図6（1／1）
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第80図　絵馬実測図（1／1）
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二二二　　六　∴告！・：、べ　∴∴～主：l、′く‖

＿　′　ヂ卓1了′、、．‘・′

．：l・．1　了－1上二高「（・．・：∴ノ、・、ノ言＿　′J　さ．　∴の／＼ノ．∴⊥こ　′∴∴・．1．㌫！‾′．「、　′二1、′′・一＼・′、

i区SE192より出土した3点海宮川3区Sり18　砂は　よ　出土した各々主点の墨書土器以外はいず

れも旧太谷川流路内より出土したものである。

これらの墨書土器を出土地点別にみると鴇宮川3◎4区での出土が83点と大半を占め鴇　宮川5⑳6区

を加えると摘　点と全体の　割以上を占めている。器種別にみても宮川5区に灰軸陶器海　6区奈良時代

の須意器から灰粕陶器が太宰をしめ鴇宮川2◎3◎4区は灰軸陶器折戸53号窯式併行期以降から山茶碗

に至るものが81点のうち54点と大半を占めている。なかでも宮川4区からは奈良時代の須恵器から灰粕

陶器海　山茶碗とかなりの時代幅をもち髄　しかもSR53からSR55の3流路にほぼ区分された形で出土し

ている。

また鴇宮川3区SR486では5点の木簡と多量の箸状斎串とともに射点の墨書土器と　点の箆書き土

器が出土している。年代的にも平安時代末から中世初頭にほぼ限定されている。

宮川地区の下流にあたる水上⑳西大谷地区の旧河道から出土した墨書土器はわずかに9点と海全体の

摘％に満たない点数である。山茶碗の出土はみられず奈良時代から平安時代の墨書土器数漉遷みる。調

査区全体の墨書土器の分布をみると上流の宮川5⑳6区に奈良時代から平安時代鴇　中流部の宮川3◎嶺

区に平安時代から鎌倉時代悔　やや問をおいた水上7区から西大谷1◎2区にかけて奈良時代から平安時

代のものが散布している。なかでも宮川3◎4区の集中度は他地区と比べて群をぬいている。

地 区 i 遺構番号 奈良～平安初

須恵岩 上鯛 幡

［　　 平安時代 平安末～鎌倉
山茶苑

その他
須恵器 ［土師器

計 合　 計捌 摘 藩 ‖摘 藩 主鯛 瞳

官 用 5 区 S R 201 2 3 ！ ［＋ i 5 5

宮 川 6 区 S 罠．3且2 2 思 3

i i2

S R 314 2 2
S R 315 ユ 且
S R 316 且 l
S R 320
旧河道内 且 i

2

且
i

ま
［

ナ　 2
3

ぎ宮 川 2 区 ［旧河道内 i i i 温 i l l

官 用 2 区　 S R 486

S R 487
且 i 4 i i 38

4
※ 且 45

5
S D 181 ま ま
S D 182 i 且 52

宮 川 4　区　 S R 53 l 7 8
S R 54 且 2　　　　　 2 9
S R 55 且 l　　　　 l l 4
S R 56
旧河道内

且
1　　　　 3

l‖
2

‖ 1

9
i

31

水 上 1 区 S E 192 i 3 i 3 3

水 上 7 区 S R 813 ！ ！ ー　 ！ 1 I［ 1 1
西大谷地区 i 旧河道内 i l ； i

l

！ 5
5

合　　　　　　 計 H i 7 21 i l中　 2 57 2 110 110

※ほ器種不明車へラ書き
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の　墨書部位

墨書の部位については、捧◎碗◎皿類のうち外底部に墨書されたものが93点と8割を越え海　つづいて

外休部が8点地内底部はへラ書き主査を含め5点にとどまる。また鴨肉底部⑳外底部車外休部に同一文

字がそれぞれ墨書されたもの鴇体部内◎外面に墨書されたもの戦内◎外底部に墨書されたものがそれぞ

れ主点ずつ確認された。

毒　草壷　‥，ノニー　一　芸

時　　 代 器種　　 部位 外　 底 ‖ 内 ’料 丁 議 体 都 蓋 内 面 i 蓋 射 打 そ の 他
合　　 計

奈　　 良 須恵器　 杯 8 8

杯蓋 2　　　　　　　 1
g

3

平 安 初 土 師器　 杯 〔 ⊥ …＋ i i
7

小　　 計 15 2　　　　　　　 皇 18

16．4 ％

平　　 安 土師器杯 3　　　　　　 1　　　　　　 4 2 10

須恵器琢 2 2

［

灰恥杯碗 12　　　　　　 2　　　　　　　 2 思 17

皿 3 3

小瓶 漫 思

小　　 計 2 1　　 3 iこ　 6
3 33

l

i

冨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

30．0 ％

平 安 末 山霊 ◎小皿 36

18

「 つ 1　　　　　　 38

19
鎌　　 倉　　 小　　 計 52 且 且 i　 且　　　 57

i　　　 5ま。8％

時　　 期　　 土師器杯 且 皇

不　　 明 その他 ※且 ※且

小　　計 6
i

※且 i つ 霊

合　　　　　　　　 計 9 0

※ 1

8 1．8 ％

3

3 ．6 ％
l

9

8 ．2 ％

2

且．8 ％

1　　　　　　 4　　　　　 1 10

0．9 ％　　　　 3 ．6 ㊨　　　 1 0 0 ％

※はへラ書き

3）墨書内容

奈良時代から平安時代初期にかけての須恵器⑳土師器に書かれた文字はいずれも階書ないし行書とみ

られ、3801をのぞいては比較的解読が容易である。「□□長」「多麻呂」「田人」「信孝」「大成」「□干」

などの2ないし3文字の墨書が多いのも特徴の一つといえるであろう。

灰粕陶器を中心とする平安時代にはいると記号的な「藍竿》」のほか「免」「ぞ」「凄」などの字体不明

の文字があらわれ、さらに水上1区SE192出土の「簑」「突」「夙」などがみられる。これらは2文

字が結合され一文字化したものと考えてよかろう。こうした文字の記号化の傾向は本遺跡出土の墨書土

器に限れば黒笹90号窯式併行期ころから始まり鴇折戸53号窯式併行期以後顕著となるとみられる。

平安時代から鎌倉時代とみられる山茶碗になると、文字の記号化傾向は一層強まる。「薙」「小亀腰」
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「あ」「亀「環」など文学か記号か判断し雛、ものも含めて≠「㊨」「翻「陰」「◎」「＆」など、その

数は急に増加してくる。一方では645、911戦　2592－1などのように章書的な書体もみられるが、記

号的なものが大半を占める。

また「漉」は宮川3◎4区より9点も「㊨」は8点、「小磯」が2点（3点カ）鞄加えて「みやいめ」r

が4点認められており海　山茶碗の土器編年と考えあわせてみることのできる資料の一つとなろう。
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轟　耳　　ノゞ　　芋　二、

図版No． 区 グリッド ！ 遺 構 年代観 恒 物番号 i 器 種　　 墨書部位　　 釈 文

l 官用6 区 F lO3 S R 312 白澤壷弔 漣 撃 豆 垂 ＝ 「 薄

2 西大谷 －
i 旧河道内

ま383 須意輝蓋　 内面　　　　 極状

3 宮川4区 0 94 S R 56 700
i 須意欄　 車 「 「 彿

4 宮川 6区 G lO3 旧河道内 602－1 須恵杯　　　 外底部

5 西大谷 E43 旧河道内 1245 須恵杯　　 外底部　　　　　 十

6 吾川6 区 E lO4
i s 段3摘 i 2489…2 須郎　 外底部　　 恒 □品

7 宮川4 区 0 94
i s R 55 巨 807 須郎　 外底部　 i信孝

8 富川6区 F lO4 i s 罠3摘

i

！2210…2 須郎　 外底部　 i大成

9 吾川4 区 J98 旧河道内 巨 812 須郎　 外底部　　 恒 子

10 宮川4 区 N 93 S R 54 i 380且 土師琢　 内面　　 i □

H 宮川4 区 J99
重

旧河道内 巨 摘6 土師　 外底部　　 恒

12 吾川6区 C lO7 S R 316 2641 i 土師　　 外底部　 i舎

障 3 宮川5区 A lO8 S R 201 318－2 土師杯　　 外底部　　　　　 万

i 土師　 外底部　　 九障 4 官用5区 A lO8 S R 201 i 318－3

i i5 富川4 区 K 96 旧河道内 3805 土師埠 i 外底部　　 方

i i6 宮川4 区 J98 旧河道内 3810 土師杯　　 外底部　　　　　 十カ

i 招 宮川4 区 J99 旧河道内 3808 土師杯　　　 休部外面　　　　 ‖

土師杯　 福 部　　 匡障 8 宮川4区 ・0 93 S R 55 3802

19 宮川4区 N 93 S R 54 333 e 1941 須意球　 体部外面　 i輔

20 宮川6 区 C lO7 S R 315 i 2148 須意輝　 体部外面　 i用

須意球　　　 体部外面2ユ 水上7 区 － S R 813 1759
2日

一i

官用3 区

i

K 94
i s R 486

！
587 須恵杯　　　 休部外面　　　　 下

i 休部内面　　　 □

！ 23 宮川3区 L 93 S R 487 059 須恵杯　　　 外底部　　　　　 市

障 4 西大谷 D 44 lH河道内 2267 須恵皿　　　 外底部　　　　　 有於主

須離 i 内底部　　 □

須恵塚 i 体部外南　　 口

25 官用4 区 J 99 旧河道内 3815

26 官用4 区 0 93 S R 54
－

3804

27 宮川4区 J99 l日河道内 3809
須郎 i 外⑳内底部　 口◎□

28 官用4区 0 93 S R 55 3814 土師杯 ！外底部　　 割符カ

29 宮川6区 E lO4 旧河道内 t2539 土師皿 ！外底部　　 万力

30 西大谷 D44 旧河道内 2266 灰粕皿 ！外底部　　 序

灰輌　 外底部　　 序3ユ 宮川4 区 N 93 S R 54 823

32 宮川6 区 FlO3 S R 312 2296－1 灰粕碗　 外底部　　 桓 □

33 宮川4区 0 93 S R 54 772 灰粕碗　 外底部　　 恒

34 宮川3区 J95 S R 486 2322 灰粕碗 i 外底部　　 □

35 宮川5 区 ！
B lO8－109 S R 201 29 灰粕皿 i 内底部　　 正

36
宮川6 区 ！

D lO5 S R 320 808⊥1 灰粕碗　 外底部　　 恒

37
宮川5 区 ！

A lO8
S R 201 ！

184 灰繍 i 内底外底外体部 序

38 i 馴 4区 i
0 92

S R 53 i
297

灰軸碗　 外底部　　 桓

39 ！宮川3区 ！
K 94

S 相 中
042

灰粕碗　 底部内面　　 恒
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図版馳 区 グリッド 遺　 構 年代観 遺物番号 器　 種 墨書部位 釈　 文

40 水上且区 L 59 S E 192 2 －607 －2 灰紬碗 体部外面 纂

41 水上 1区 L 59 S E 192 2 －609 －1 灰紬碗 外底部 乱

42 水上 1区 L 59 S E 192 2 －624－2 灰粕碗 底部内面 象

43 官用6 区 i S R 320 931 －1 灰粕碗 外底部 午カ

44 宮川3 区 K 94 S R 486 574 ！灰粕碗 外底部 □

45 宮川 4 区 0 93 S R 54 3803 灰粕碗 外底部 □

46 官用 3 区 K 94 S R 486 2001 灰粕碗 外底部 吉カ

47 官用 3区 J 95 S R 486 2355 灰粕碗 体部外面 □

48 宮川 4 区 N 93 S R 54 3813 灰軸碗 休部外面 已

49 宮川 3区 K 94 S R 486 645 山茶碗 外底部 内□□

50 宮川 3区 M 90
1

S D 182
l

911 山茶碗 外底部 □

51 官用 3区 J 94 S R 486 449 山茶小皿 外底部 □

52 官用 4区 I 99 旧河道内 4101 山茶碗 外底部 古

53 官用 3区 J 94 S R 486 558 山茶碗 外底部 みやいめ

54 官用 3区 J 94 S R 486 462 山茶碗 外底部 みやいめ

55
■

宮川 3区 K 93 S R 486 443 山茶碗 外底部 みやいめ

56 官用 4区 0 93 S R 53 450 山茶碗 外底部 みやいめ

57 吾川3 区 J 95
S 毘486 ［

638 山茶碗 外底部 日［コ

58
民

吾川3 区
；i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

K 94
［

S R 486
さ

；2002 山茶碗 外底部 □

59 宮川6 区 D lO7 旧河道内 2592－1 山茶碗 外底部 日

60 官用3 区 K 94 S R 486 584 山茶碗 外底部 太

61 宮川3 区 J 94 S R 486 776 山茶碗 外底部 大

62
！宮川 2 区 I lOl 旧河道内 425 山茶碗 外底部 大

63 吾川 4 区 0 93 S R 55 415 山茶碗 外底部 大

64 宮川4 区 0 92 S R 53 402 山茶碗 外底部 大

65
i 宮川 3区 J 95 S R 486 534 山茶小碗 外底部 大

66 宮川 3区 J 94 S R 486 2717 山茶碗 外底部 大

67 官用 3 区 K 94 S R 486 453 山茶小碗
蓼
外底部 大

68 宮川 3区 K 93 S R 486 459 山茶小皿 外底部 大

69 宮川 3区 J 94 S R 486 473 山茶小碗 外底部 大

70 官用 3 区 J 94 S R 486 470 山茶小皿 外底部 大

71 ！宮川 3区
K 94 S R 486 433 山茶小皿 外底部 大

72 宮川 3区 K 94 S R 486 582 山茶小碗 外底部 小姓

73

74

75

76

77

富川 3区 J 95 S R 486 757 山茶小碗 外底部 小K

宮川 3区 K 94 S R 486 1970 山茶小碗 外底部 小江

宮川 4区 】
0 93 S R 53 299 山茶小碗 外底部

宮川 3区 J 95 S R 486 535 山茶碗 外底部

官用4 区 ‡99 旧河道内 3475 山茶碗 外底部

78 官用 3区 J 94 S R 486 637 山茶碗 外底部

79 宮川 4区 0 93 S R 53 363 山茶小皿 外底部

8日

8日

宮川3 区 K 94 S R 486 631 山茶小皿 外底部

宮川 4 区 0 92 S R 53 3806 山茶碗 外底部
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図版馳 区
i グリッド i 遺 構　 年代観

遺物番号 ！ 器 橙 ！ 墨書部位
釈　 文

82 西大谷4 恒 23　 旧河道内
2113 山茶碗 ！体部外面

威

83 官用3 区 i M 93　 恒 罠蹄 778 山茶小皿 i 外底部

84 官用3区 監鍼　 中 段踊 579 山茶碗
［

；鳩 十

［
85 官用3区 「 紺 星 i 錮 瀾 ‖

552 ！山茶碗 i外底部 組

86 官用3 区 K 鍼　 中 段備中
593 山茶碗 i外底部 祓

87 巨 細 摘 ！ 0 93　 恒 紺 つ
471 山茶碗 i外底部 組

88 i 馴 3 区 「 潤　 い 相 中
775 山茶碗 外底部 組

89 官用3区 「 潤　 い 臓 中 960 山茶碗 外底部 鍵

90 官用3区 日 鋼 i s 罠墟中 i 866 山茶小皿 外底部 幽

91 宮川3区 攣 ㌧ i 錮 瀾 ‖ 517 山茶小皿 外底部 離

92 官用3 区 攣 ． 恒 腑 中 471 山茶小皿 外底部 組

93 宮川3 区 M 9漫　 目 測 8日
865 山茶碗 外底部

94 官用4 区 0 93　 巨 胱 ‖ 454 山茶碗 外底部

95 官用3区 攣 ㌧ 十堅 潮 目 2676 山茶碗 外底部

96 吾川3区 m 92　 中 沢堀中 887 山茶碗 外底部

97 宮川3 区 日 鋼＋ 日 用 硯
772 山茶小碗 外底部

98 i 馴 5 区 B 且08　 恒 罠親
119 灰轍新羽磯 外底部

99 「劉栂 区 J 95 ！ 2326 灰紬碗 外底部

100 官用3 区 J 鍼　 棋 況踊 754 須恵杯 I外底部

101 宮川4区 0 93　 恒 臓 773 灰柚皿 外底部

102 官用6 区 紺 ヨ　 恒 相 中 2301 須恵杯 外底部

103 官用4 区 日 用　 恒 摘 つ 4085 山茶碗 外底部

104 官用3 区 K 把＋ 日用 媚つ
700

i
山茶碗 外底部　　 i

105 官用3 区 摘 ＋ 恒 腑 中
598 山茶碗 外底部

106 吾川3 区 K 鰯＋ 日 用 硯‖
455 山茶碗 外底部

107 官用3区 摘 ＋ 恒 摘 中
2090 山茶碗 外底部

108 官用3 区 紺 藍 i 錮瀾 ‖
2026 山茶碗 外e内底部

109 官用3 区 J 妬＋ 巨 摘 研つ 648 山茶碗 外底部

110 官用3 区 K 鍼＋ 日用 親日 626 山茶碗 外底部

Hは 宮川3 区 J 伍＋ 日 用 蛸つ 649 山茶碗 外底部　 ！

112 官用3区 攣 工 ⊥ 聖 攣 生 ⊥ ＿ ＿ 1 2718 山茶碗 外底部昏櫨 可

113 官用3区 紺 ＋ 恒 … 娼 i　 …「 1953 杯 内底部へラ書き ！寿　 ！
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第　節　祭祀関係遺物

、、　　　‥

摘批点の出土をみたÅ形士製品につい若遠璃た折。馬形土製品に慧狛若は近年発見例が多　海畿内を

！　、′、′　　ノ

博物館研究報告　第　集　によれば都弱の出漣例しかな齢意　である。この　ち約半数例が採集ある狛

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

（1）　　　　　　　　（21

′、ノ　ー1－　′ノ′′、　　′　　　　　　　　　　一、ヽ

′　　′・・　　　　　′　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　′

：＼　　　　　　　　　　　　　　、′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ′

ニ　　　　　ノ　　　　　　　′

形土製品を紹介する。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

！＼　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

′、　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　、

ある。また馬形丑製品はその太宰が宮川　区藍類に属するものがほとんどである。　Ⅹ詔　はS段別2

′ノ　　　　′　　′′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′

ノノノ　′′　′　′　　′　　　′　　1　　　　　　　　　・・　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′

！′・　　　　　　　′′二　　′　ノ　ノ　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　′　．　　　　　′　　　、

I　′　ノ　′　－　、′　　′　ノ　′　′　′　′　　　一　　′　　　′　′　　－　　　　　　　′′′　一日

’、、：　′　∴　′　、′′　　　　　　．　　　　　　　　∴　　　　　′′　　・・

・′‘′、ら　∴′、ノ・　′　二′　′　二　ノ・・′　　　ノ　′　′　　ノ∴ノ′′′　′′・　　　　　一、、．、′　一′　′言
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し鴇　SX339の中州を西岸とし海　商逢していた可能性を示唆している。またこれはSR312◎SR3摘

◎SX339⑳SD322に土製品が集中するという傾向にも合致している。さてSR飢　出土の人形土製

品は大きめのもの摘‰温D　とノ拒さめのもの自　⑳臓　に太則される。8は胴部を三角形につくり出し淘

底辺中央部に窪みをっけ両側をっまみ出し両足をつ　っている。手は胴部中央側面を／わさ　つまみ出し

てつくっている。顔面は正面側に2孔も側面に2孔を有Lも茸と目の表現かと恩われる。正面　乳間に

は溝状の削り込みがみられロの表現と恩われる。8の類似例を全国に求めると惚三重県章山遺跡方形台

状遺構出土のÅ幾の　ち小型品や浜松市中津◎坂上遺跡出土のÅ類に見られるが坂上遺跡のものは本道
（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

跡のものより立体的である。輩出遺跡の資料は5世紀末鞠6世紀初頭であり鴇　また坂上遺跡の資料は6

世紀前葉と推定されている。本遺跡の資料の年代を考える上で一つの参考となる。　◎膵は8に比べや

や丸味を帯び鴇胴部は棒状に近くも顔面の表現はみられない。8と同じく一つの粘土塊からつくってい

るようであり海手はわずかながらつまみ出して表現している。全体の手法◎形状は8に通じるものがあ

る。鼠2⑳且3はSR3温2監類に似る。且2は胴部が三角形で鴇胴部中央よりやや上の両側面を2本の指によ

り強く押圧し海　断面ひし形につくり出している。おそらく手を意識しているのであろう。且3は胴部径に

放しやや長めの星がついている。一塊の粘土からの整形である。SR別　は　段別2と同様伴出する土

器は7樫紀鞠平安時代までの幅がありも伴出土器から年代を推定するのは困難である。

摘は宮川　区SR凱　出土の資料である。SR邦　は　世紀～ほ怪紀までの年代幅の大きい旧河遠で

馬形土製品　意と人形土製品　点が出土している。摘の人形土製品は宮川　区SR凱　第舶図の　に似

る。

15は宮川6区SR312西端の岸部分から出土しており鴇　広い意味でSR312に含めてもよいかもしれ

ない。小型で一つの粘土塊から海手⑳星をっくり出している。頭部上端に2孔を有し目の表現とみられ鴇

股間やや上方にある且孔は女性器と考えられる。孔はいずれも棒状器異の刺実による。蟻の類似例は水

上7区にあり惚　こちらの資料は動物形土製品とともに出土している（後述）。

第89図は水上7区の資料である。16甑且は水上　区　Ⅹ鮒　から出土している。SX802は175ダリ

もソドで検出された遺物集中部で土製品9点が出土した。このうち4点（且6陶ユ9）は形状が推定できるが海

蝕は土製品の破片と推定できるもの5点（形状はわからず）であった。この他に粘土のかけら旺桑が検

出された。且6はほぼ完形品で胴部にくらべ太めの足◎短かめの手を有する。顔面は正面から棒状器異に

よる刺実が2孔あり海側薗上端にも左右両側に2孔ずっ棒状器翼による刺実がみられる。6孔はそれぞ

れ茸◎目◎鼻の表現と考えられ鴇正面の2孔の下にはへラ状器貝による横方向の溝状の削り込みがみら

れ鴇　ロの表現と考えられる。股間には前面に縦方向のへラ状器員による削り込みが幅1m長さl。3cmほ

どにわたってみられ女性器の表現と考えられ、背面には尻穴と考えられる棒状器具による刺実もある。

全体は一つの粘土塊からつくり出されているようにもみえるが上半身と下半身の厚さに差が見られ別々

につくって接合している可能性もある。膵は上半身のみ存在していた。手は16にくらべ長めで別につく

って胴部に貼付しているようである。顔面は正面に棒状器具の刺実による2孔があり、右側面には斜め

上方から刺突された2孔が正面の1孔と合わせ鴇等間隔で存在する。一方左側面は正面の孔とは私9C篤

の距離をおいて連続して2孔がある。左右対称とはなっていないものの耳◎昌⑳鼻の表現と考えられる。

－156　－



l　′　　　′　′′　′ノ　　ノ　ノ　　′、′　　′　′′　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　ノ　′

、ノ．　ミ、．　　′′’∴　．ノ　　′、∴．、　　　　　・・・′　　′　　′　　　　　．：　　　　　、　ノ　′　　　、

ノ　　　　　　　　′lノ　　ヽ　　　ノ　′　　　　　　一　、　　　　一　　　、・　　　　　　　′　ノ　・．　　　　　J

ノ　　　　　′　一　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　ノ

′、　′　　　　　′　　　　　く　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼′　　　　　′　　　　　ノ

ノ　　　　′　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　′ヽ　　　　　　　　　　　　　く　　′

′　　　　　ノ　′　　　′　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′　　　　′′

′　　′　′　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　ノ　　　　、　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．

‘r・、＼　・・　　ノ：・　ノ　′　′、．、　ノ　．　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　．　′　　　ノー′．一′・ノ、

′‘了、′　．′、．　・、　ノ　・．．ノノ　ノ、　ノ、′　　　　　、．ノ　　　．、、　　　ノ．　一1ノ′ノ　ー　′

I　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　‥　　′　′　　　　　′　　　　　　　　　ノ　′　′　　′、′、′

′　‘・一、　ノ＼′　ノ′　　　・　　．　　　　　ノ　　　　　　ー　　　・　　　　　　　　　　　　・　′　：．

′一　′　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　一　　　′ノ　ー　　′

′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ー　　ノー、ノ∴、、　′　．ノ、、く　　　　　　　　　　・　　　　　　ノ　　′　　　　　　ノ　　ー　　　′．′　　　　　　、

′

摘ラ

′　イ　‾′　　　＼　　ノ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　’．　′　　　　′．．．

′、′　　　　′、　一′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　一

、、　ノ・　　′、∴　　′　　　　′ノー　　′lノ　こ　　、　こ　1　　　　－　．ノ　　′，、′、・．　　′

ら′1′′、．′　ノ二　、　　　　　　　　ノ　　　　　′ノ　　　　　・・・　　ノノ　　　　　ーノ　　′　　　　　　ノ

‾　、ノ　　‾　′　　　′ノ′　　　　　　　　　、ノ　　′　　　　ノ　′．　　　　　′、′∴・・′′′　．　、一、ノ

′．・・：、　′、／、．ご・′．　　ノノノ　′　　　　′ノ　　、．　′ノ　　　′、．．一　　ノ　ノ　′．ノ　　　　　　　′＼l．′ノ′、．′′　く

（7）

′＼．（ノふ！′　　　　・て　　　　　　　　　　　　ノノ　　　ノ、′　　　　‥　　・′－′　　　．ニ　′　　　　′一十

（6〕

‘′∴ら．、∵一ハ工　－、′　′′　∴．・　　　′ご：′　、′‥　　　′　ノ　　J　　　　ノ　　　　ー．・′　　′′

ニノ′ノ川　、　．・　′　・　　　　　　　′　　′・　　了　：　　，‥　′＿　′　ノ　・・て　ノ　　ー、′

′一　一　　′′　′l、′　　‥　－　　　1、　′　　　ノ　′　′　　　　　　′　ノ　　′．　　ノノ　　　　　　　　ノ　　ー

′　　′　　′．′′、．　ノ：　　　　′・′′　　　、．　　　．ノ′　　　　　　　′　　′　　′・′　　・　　　　　′∴、　　　　′

′（、′、ノ了二、．‾、1　ノ　′ノ．／　　　　∴ノ’′、．　′　　　　　　　　　　∴　　′　′、，　ノ．．　　　、′：i　ノ

，臥′‾　一三、、′′　′　∴　一‥　′、　′ミ　′・、一　ノ、、、’　　　　、　　ノ′・1′　　′．　′　ノ′′、′

、・・ニ　ー′：′一　　′／ノ′′ノ∴′ノノ∴了　′　ノン、′′ノ　　　　′、．∴．、．′、、∴　一ソ′　　ノ′′・、　′．　　　二　、－－　′

1′′　′′‘ノ、、ノ／　ノ′ミ′　　与　で　二．　二ノ‘・∴、／∴・　′／／′、′　ノ　言、・′一、．′′・ノー∴こ．′ノ′

∵／ノノ　∴左′　　’ノ　ノ∴　ン／、、′∴　　ン∴一　ノ′‾　‥　t′‘・、・′、、∴言′十　‾‘一フ　‾、二　′、′′

調整は雑である。25は馬形　動物形　土製品　点とともに同一地点で出土してお　鴇セットとなる可能

／亘、r、　′、∴、く′／一′．　′　　′・　・・′　一／′　　　　一　′ン　・′　　′・・　′　′′　　′′Il′、ノ

ノ∴ノン　ノ′－1　言′：　ご　　∴、∴∵．、㌦二一　∴′　宜、′十　∴／こノ　ノ／．．・′り′言・、．．．∴　言・・ノ．ノ、ノノ

ー157　－－



○

2566　　　　10

く＞

l～4は宮川6区SX339
5～7は宮川6区SD322
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第90図　人形土製品実測図1
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器具で押さえたような孔で1m弱の浅いものである。左側面には手の0．8cm上方に別の1孔がありこち

らは2mほどの比較的深い孔であるが、左側にこれにあたるものはみられない。耳の表現かと思われる

が判然としない。手・足とも左右2対胴部の粘土をっまみ出しつくられている。股間には下方からの棒

状器具による刺突孔がみられ、尻穴あるいは女性器の表現と考えられる。下腹部がやや突出している。

先述したように宮川6区ElO3出土のもの（15）に酷似する。25の人形土製品と馬形土製品は水上7区

SR813から出土している。『大谷川Ⅱ』によるとSR813は灰粕陶器・須恵器・土師器が大量に出土

しており、遺物の特徴から平安時代の河道とされている。伴出した土器には古墳時代後期の須恵器・奈

良時代の須恵器等も含まれ、土製品そのものの年代についてはなお慎重な検討を要するが、人形・馬形

ともに小型であること、馬形土製品が太く長い尾を有し四肢がしっかりはっていて、小型のわりには調

整がていねいであること等、古墳時代後期の土製品とは一線を画するようである。このように考えれば

これらの遺物をSR813の年代（平安時代）を下限とし、奈良～平安時代とすることも許されるかもし

れない。

⊂⊃

I764　　　2I

l　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　J

I6～19はSX802

⊂⊃

爪
拙
戦

第91図　人形土製品実測図2　水上7区
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村道はすでに　太谷川mにおいて鴇その中心をなす土器から地域別の年代観が示されているが鴇各遺

物の年代については流れ込み等による混入品も認められることから西大谷且の2の旧村道全体電十㌦つの

遺構としてとらえ土製品の分類を試みた。

2　◎郡は下半身のみ残存していた。南方とも本遺跡出土の人形土製品としては太きめである。器は断

面長閏形の胴にハの字状開く太めの足を別につく　貼付している。股間前面には縦方向に幅。2C帯弱淘

深さ。3cm鴇品さ　の航帯でへラ状器翼による鋭い切　込みがみられ鴇女性器の表現と考えられる。また

背面には股間の上方温。Ocmにへラ状器異により刺実がみられ屁穴の表現と考えられる。体側の星の付け

根部分には横方向のへラ状器員による切　込みがみられる。特に左側のものは深さ。2C帯強を測　鋭い。

おそらく腰をあらわしたのである。欝は断面閏形に近い胴に鴇胴部径に放し長めの足が貼付されてい

る。特徴的なのは股間の羞現で鴇へラ状器異による半開形の線刻があり惚半開中央には半開を二分する

ように縦方向の線刻もみられる。女性器の表現であるう。本遺跡出土の人形土製品は男性と考えられる

し〕レノ′♪・言　′′　工㌦上告ン．！．、・ノノ′‾告　∴了′　∴、．1ニイ′亮一．リノ！′＼Jノミ　∴′ノ′十‘′　　ノ′．了′ニ′、一′　‾、ノ

．ノ、‾、′　二千十巧∴：綿左∴ノミニ′、・、′＼一ノ付言ノ、′　T、′もノ　∴へくら∴ハ′′言′、∴（ノ＼ノ1ノ・ノ′　十　　′　ハ、，√

了1′ふ‘予′、∴′．′バく　′　′　バ　　離ノ、藍掴ニ　∴ご言－；／′ノ′　こ　工：　二、′．′、一十∴　′

′′′・：こ．、′∴、j二、十、′）．′′　．㍉　＿1∴上目　　一男」予・ン．㍉・、′・二．／、一・ノ、一二　√　・了シっ了′

十緩、、′　′言′ふ・′、′／・′　∴　′、言　上・．．ノ、、lノ、しノ調－し′j、、らl′ノ′、∴′∴　、言、、′、、′て∴′1一′▼C′二．

のを高い要素と解することもできるかもしれない。罰◎欝を西大谷地区A類とする。

錆は両足と左手を欠損している。胴部は三角形状を墨し比較的偏平である。顔面は胴部正面の上端の

・　′キ∴／、、六　一C．ノい′‥　ノ・′、．ご了　一十刑工′　男子‥ノ∴二．・′十、う．＋、ノノ／、ノ∴・メ了　一J．　、ノ．

窯鰐の南側に　対の′躯孔がみられ目と鼻孔の表現と恩われる。いずれも棒状器異による刺実である。実

帯下端には横方向に長さ私7潤のヘラ状器嚢による切り込みがみられロを表現している。茸は顔面上端

の左右南側をつまみ出すことにより表現されているが右側は欠損している。股間には前面と背面

にそれぞれ棒状器翼による刺窯孔があり鴇女性器と屁穴を表現している。手は胴に比しノかさ　鴇顔面よ

ノ、ノ了ノ＼：：一・∴言、了！∴ヾ　′、′　′、∴、′淵、ノ二一∴．＝′　∴、′了．定・ノ′六∴i．′言、∴＼∴′′一・ぅノ∴、／．′′．′て：・主′

は全体の形状⑳調整等28と酉箆似する。手の表現はないが同類としてよいだろう。顔面は28とほぼ同じ表

現がみられるが中央の窯帯は摩滅のため痕跡が認められる程度である。遠に葛は先端が欠損しているも

のの詑よ　明確につく　出されている。顔面背面には閏すい状の突起がある。一見動物の顔のようにも

みえるが何を表現しているのか不明である。足は28と同じく貼付しており鴇右は欠損している。28◎29

を西大谷B類とした。

30◎3且は幅説6甜ほどで断面長円形を呈する。他にくらペかなり太めの胴にやはり太めの星がつくタ

イプでも顔面は上方を向いている。顔面の表現は上端中央に上からの刺実による温乱戦その南側に2孔

がみられ鼻金目の表現と考えられる。この3孔に隣接してやはり横方向のへラ状器崇による切り込みが

あり海口を表現している。さらに両側面には2指による縦方向のつまみ出しがみられ茸の表現と考えら

れる。足は別につくり貼付しているようで股間は棒状器員で押圧して丸く整形している。30㊧3且ともほ
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第92図　人形土製品実測図3　西大谷1・2区
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環による別業乳が左右　対習恩だ閏は藍、離れ若存在し鴇その間に戦ラ状器巣による切　込みがある。刺窯

珍切　込みとも斜め漉方からおこなわれ若いる。土の鍼飢豊自海切　込みはⅢと考えられるが淘署の2

乳は不明である。胴部中盤付近の側面には　指でつまみ出した縦方向の業者があ　手の羞現と考えられ

る。渕⑳別でみられた側面の調整と間　であ　海位置的には不自然習あるが茸の可能性もある。霊は諏

珍別にくら機躯型であるが形状療手法等薬適意もあ獅　珍劉とともに監類とした。

謂砂　動は明確な手車愚を衛』協顔面および股間に別業乳等の羞現をもたな齢。これらの特徴は宮川転

配摘Ⅷ劇謂摘敷根∵傲銅鏡　藍㌃翻澗軌棋譜言鵜匠骨捌犯洩縮摘㌦掛紅絹酎酌諸

障るが海鍼は手◎星をそれぞれ貼付し竃折る。

滋鋤鍋は明確な手の羞現を衛しな狛やや小さめのものである。便宜止監類とした。藍の　ち滋の謎は

胴部三角形を墨し戦宮川　区SR飢　民幾に似る。誠は顔面に退官に　対の棒状若里による別業乳を衡

し鴇止の鍼の両側面を　指習当意み出し諸を羞現して障る。　対の小乳は目および慶習ある。華段

の鍼の革め5cmには胴部中央の粘土を　指習笥まみ出した横方向の窯帯がみられる。桶を意現したか

は不明であるが淘位置的に考え竃乳房の可能性もある。股間前面には棒状器里による別業乳があ　海激

性器の表現管あると考えられる。星は別に望竃　貼柑し若締る。器の胴部は細品狛三角形状で断面はは

ぼ閏影響ある。顔面に特徴があ　海胴部正面漉端を斜め止から指頭で押圧し戦費の指頭部分の中盤に棒

状器里によ　別業を施して障る。目などの省略の羞場なのか別の紹的があるのか不明である。股間には

前面に棒状若里による斜め上からの刺業孔があ　女性器の羞現と考えられる。欝は上半身が究擬し若齢

′

′′′　　　　　　　　　　′　ノ　　　　　　　′

られるが何の羞現かは不明である。淵は胴部のみで海上半身と愚は欠損し貰いる。全体の形状はわから

な折が手は㌢∋かな齢よ　である。

以通商大谷地区のÅ形丑製品について述璃たが海同地区には疇形丑製品◎Å形木製品◎馬形木製品も
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甜　松阪車教育委員会『1卓出遺跡発振調酎持HN（16。』1983
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る可能性もある。

（61（l）に同じ
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人形丑製品一覧表

番号 地　 区 恒 ソド庚 構 ◎層位 i遺構番号 高 さ◎　 幅　 ⑳ 厚さ ！ 調 整　 啓　 表 現 i 備　　 考　 晶

1 宮 川 6 区 E lO3　S R 、312 斜面 3－54 4．1 （2．4 ）　 1．55　　 顔 2 孔、尻穴、手 左手、左足欠　　　　 15

2　　　 〝 F lO3　S R 312 3－5 75 （5．3 ）（2．6 ） 2．7　　 日、顔 2 孔、耳、手 兢残存 20

3 〝 〝　　　　 〝　　　　 3－57 7 （5．4 ） 4．6　　 （2．1 ）　 2 孔 頭力欠　　　　　　　　 2

4　　　 〝　　　　　 〝 〝　　　　　 3－579 6．4 4．0　　　 1－95 尻穴 2 完形　　　　　　　　　 3

5　　　 〝　　　　　 〝 〝　　　　 3－587 （3．7 ） 3．7 （1．65 ）　 尻穴 頑欠　　　　　　　　　 8

6 ′′ 〝　　　　 〝　　　　 3－589 （7．5 ） 2．6 2．35 口、顔 2 孔、手、尻穴 足 2 本欠 31

7　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 3－590 （3．2 ）（3．35 ） 1．2 頭、足 1 本欠　　　 11

8　　　 〝 〝 〝　　　　 3－592 7．1 2．7　　　 2．25　　 日、顔 4 孔、手、耳、尻穴 胴一部欠　　　　　 18

9　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝 3－594 4．65 2．6　　 （2．25 ） 頭欠　　　　　　　　 41

10　　　 〝 〝 〝　　　　　 3－597 （4．0 ） 3．0 （1．25 ） 頑欠 9
i；日 出 楼

上 ： ： ；二：：；

16　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 3－671

17　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 3－67 2

18　　　 〝　　　　 〝　　　 〝　　　　 3－67 3

3．85 （2．0 ）　 1．25　　 顔 4 孔、胴 1 孔 足 1 本欠 14

3．9 2．05　　 1．1 顔 4 孔、胴 1 孔、尻穴 完形　　　　　　　 15

3．75 （2．3 ）　 1．35　 1 足 2 本先端欠 16

（5．0 ）（2．4 ）　 2．6　　 手 頭、足欠

3．85 （2．3 ）　 2．2 口、顔 2 孔、耳 兢残存

（6．25 ）（2．5 ）　 2．05　 、顔 4 孔、耳カ 足 2 本　　　　　　　 21

7．05

（6．2 ）

（2．4 ）　 2．1　　 日、顔 2 孔、尻穴

（2．3 ） （1．95 ）　 ロ、顔 2 孔、手カ、尻穴

頭一部、足 1 本欠

足欠

33

30

19 〝 ′′ 〝　　　　 3－677 7．9 （2．45 ） （2．35 ）　 口、顔 2 孔、手 足 2 本、手 1 本欠 26

20 ′′　　　　　　　　　　　　　′′ ′′ 3－7日 （4．0 ）（2．3 ） （2．2 ） 手 頑、足 2 本欠

21 〝　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　′′ 3－724 （5．5 ） 2．5　　　 2．05　　 尻穴 頑、足 1 本欠 40

2 2　　　 〝　　　　 〝 〝　　　　 3－733 （6．5 ）（2．4 ） （1．85 ） 日、顔 2 孔、手 足欠　　　　　　　　 29

23 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 3－737 （2．85 ）（3．4 ） 2．0 兢残存

24　　　 〝 ′′ 〝 3－721 （5．6 ）（3．3 ）　 2．1　　 手 足 1 本欠 6

25 ′′　　　　　　　　　　　　〝　　　　　　　　　　〝 3－760 （2．55 ）（2．25 ）　 2．0　　 尻穴 兢残存

26　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 3－766

27　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 3－700

28　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 3－819

29　　　 〝　　　　 〝　　　 〝　　　　 3－828

30　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 3－829

（3．1 ）（2．4 ） 1．85　　 尻穴 兢残存

（2．2 ）（1．6 ） （0．9 ） 頑、足欠

4．85 （2．65 ） （1．5 ） 足 1 本欠 12

（4．05 ）（2．1 ） 2．3 日、顔 2 孔、耳、手 足欠 22

（5．95 ）（2．45 ）　 2．25 口、顔 2 孔、手 足欠 27

31 〝　　　　　　　　　　　′′ 〝　　　　 3－912－1 （3．3 ）（1．95 ） （1．85 ）　 日カ、顔 2孔、耳 兢残存

32 〝 〝　　　　　　　　　　′′ 3－912－2 （2．9 ）（2．1 ）　 1．55 ロカ、顔 2 孔、耳 兢残存

33　　　 〝　　　　 〝 〝 3－2010 （5．8 ）（2．55 ）　 2」 頑、足 1 本欠

34　　　 〝 ′′ 〝　　　　 3－2019 3．15 （2．15 ） （1．1 ） 顔 5 孔、尻穴 足 2 本欠　　　　　　 13

35 〝　　　　 〝　　　 〝　　　　 3－2024 （2．8 3 ）（2．35 ） （1．9 ） 兢残存

36　　　 〝 〝 〝 3－20 25 （3．25 ）（2．55 ） （2．05 ） 兢残存

37 ！ 〝　　　　　　　　　　　　〝 〝　　　　 3－2038 （8。5 ） 2．7　　　 2．3　　 顔 2 孔、手カ、尻穴 頭一部、足 1 本欠　　 37

粒 肛 撲 6．65 2．65　　　2．35 完形　　　　　　　　397．3 （2．6 ） 2．25　　 顔 1 孔、尻穴 頑抜欠、足 1 本欠　 r32

（6．5 ）（2．5 ） 2．25 顔 2 孔、尻穴、手 足 2 本欠　　　　　　 36

（6．5 ）（6．8 ）　 2．95

尻穴

頑欠　　　　　　　　 1

4 2　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝 3－2055 （3．3 ）（2．8 ）　 1．6 頭先端、足 2 本欠

43　　 〝　　　 〝 ！

44　　　 〝　　　　　 〝

45　　 〝　　　 〝 ！

〝　　　　 3－2057

〝　　　　　 3－2385

〝　　　　 3－2393

（3．1 ）（上55 ）　 0．9 足 2 本欠

（5．4 ）（2．7 ） （2．15 ） 頑、足 1 本欠

6．55 2．95　　　 2．15　　 手 足 1 本欠　　　　　　　 7

I46　　 〝　　　 〝 i

I

〝　　　　 3－2402 （3．85 ）（2．75 ） 1．75　　 胴 1孔 頑、足 2 本欠　　　　 10

47 I〝　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　′′ 3－2404 （5．25 ）（2．95 ）　 2．15　　 顔 2孔 頑先端、足 2 本欠 4

48　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝 3－2406 （4．55 ）（3．55 ） ・2・25　　　　　　　　　　　　　 ；頑、足先端欠　　　　　 5

49　　　 〝 〝 〝　　　　 サ 1 8．7 2．75　　　 2．2 ロ「顔 2 孔、手　　　　 軽 1 本欠 23

50　　　 〝 〝　　　　 〝　　　　 サ」2 6．9 （2．6つ　　 2．35　　 ロ、顔 4 孔、手、尻穴 足 1 本欠 24

51　　　 〝　　　　　 〝　　　　 〝 サー3 （6．65 ） 2．65 2．4 顔 2 孔　　　　　 ！足欠 35

52　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 サ 4 （6．6 2．65　　　 2．2 顔 2 孔、手カ　　　　　　　　 I足欠 34

5 3　　　 〝　　　　 〝　　　　 〝　　　　 サ 5 （6．35 ） 2．3　 2．1 日］、顔 2 孔、手　　　 ！頑坑、足欠　　　 25
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番号 地　 区 グリッドi遺構 潮 癖 物番可 高 さ の　 幅 砂 厚 さ i 調　 整　 ◎　 表　 現 i 備　　 考　 晶

54　宮 川 6 区　 F lO3　S R 312 サー6
（3。45）白 ．3　 L　 顔 孔　　　　　　　 兢残存　　　　 38

55　　　 〝　　　　 〝 〝　　　 サー7　　　　 3．5　　 2．2　　　 2．0　　 日、顔 3 孔 抜残存　　　　　　　 28

56　　 〝　　 E lO3　　 〝　　 3－35－2　 7．∬ （2．65 ） 2．1　 日鴇顔 4 乱戦尻穴、手 も茸　　　 足 ユ本欠　　　　 19

5冒　　 〝　　 F lO4　 S X 339　 3…121　 4・9　 机　 1．9　 手　　　　　　　　　　　 ほぼ完形　　　　　 温

58　　 〝　　 〝　　　 〝　　 3…378　 （3・2 ）（2．05 ） 1．35　　　　　　　　　　　　　 頑も足 ヱ本欠　　　 4

59　　 〝　　 〝　　　 〝　　 3－412　 （4・25） 2665　 2．1　　　　　　　　　　　　　 足欠　　　　　　 3

；揺 isDi22射湛 謳路こ　好打
6 4　　　 〝　　　 E lO 4　 S R 3 1 4 3…25 1 7　　 4 ・2　 4 ・25　 1・8　　　　　　　　　　　　　　　 完 形　　　　　　 12

6 5　　 〝　　 〝　　　 〝　　 3…25の　 ほ 8 ）（3．25 ） 呈．5　 尻 穴　　　　　　　　　　 頭 、 足 1 本 欠

主 管日 置嶽 5）薫履 反ヵも顔路鴇手　 蓋軍票議足欠誓

紅斥磁鍵。照雄畳）だ＋ 暦数欠；；
73　　 〝　　　 〝　　　 〝　　 3－540」 （2。55）（2．35 ） 仕 9 ） 蟻残存

74　　 〝　　　 〝　　　 〝　　 3－541 （3．4 ）五 75 ） ほ 05 ） 紅 顔 2 孔　　　　　　　　　 彷残存

75　　 〝　 E l呵　 〝　　 3－5壷 十日 （ま嶺） 3の95　　 L　　 手　　　　　　　　　　　　 盛先端 鞄屋欠

笥 ：浩慧 ： 「豊 詳芸；5）（；：；5黒 ；5 尻穴　　　　 禁存
78　　 〝　　 E lO4　　 〝　　 3…2082－ま　 2・75　 4．0　 1455　　　　　　　　　　　　　 完形 カ

79　　 〝　　 〝　 暗 灰 色 砂 3－2535－3 ←軋4 ）（3・75 ） （且．9 ） 尻穴　　　　　　　　　　 頭も足先欠

80　　 〝　　 F lO3 線 灰 色 砂 3…2926…2 （乙5 ）（3・日 （ま・6 ）　　　　　　　　　　　 頑も足 2 本欠

8日 宮 川 5　 A 108 S R 201　 3－262 （4せ45）（3せ85 ） （2045 ）　　　　　　　　　　　 感 も足鋸 本欠　　 摘

8 2 宮 川 4　　　 表　　 採 3…00 2　 （2 8 ）（2・95） 1・85　 尻穴　　　　　　　　　　 頑 海足 2 本

83　　 〝　 199 暗灰 色粘土 3－2944 （机 ）（2．25 ） 2．15　　　　　　　　　　　　　 兢残存

84 水 上 7　　 撒　 S X 802　 3－651　 ←㌣9 ） 4・3　　 2・6　 日鴇顔 6 乱戦手 職尻穴　　　 手先 l 本戦足先欠　 16

85　　 〝　　 〝　　　 〝　　 3…653…Ⅲ 3も8 ）（4．55 ） （2．壷 ） ロ鴇顔 6 軋 手　　　　　　 兢残存　　　　 17

86　　　　 〝 〝　　　 〝　　 3…65針」‖ （説8 ）（2．85 ） （2．55 ） 日も顔 絹 L、手 力　　　　　　 兢残存　　　　　 18

；倍 届砂畑慈黒帯5 （；：；：）言も顔2孔瀾　 窯存　 ；；
9 0　　 〝　　 H 75 表　　 採 3 つ 76 4　 7・7　 5 43　 1・95　 日 も顔 拍 L、 手　　　　　　 ほ ぼ完 形

20

9 1　 〝　　　　　　 〝　　 3－17 6 5 （8 ・25）（4 さ35 ） 1．95　 顔 4 孔 海口 カ （欠 損 の た め）　　 足 ユ本 欠
2 1

9 2　　 〝　 J 70 砂　 礫　 層 3－54　 （3・85） 2e 9 5　 2・0　　　　　　　　　　　　 頑 も 酎 本 欠　　　 22

9 3　　 〝　 ‡ 71　 〝　　 3…33 6　 （3・9 ）（2牒 5 ） 14 5　　　　　　　　　　　　　 頑 鴇 足 1 本 欠 も　　 23

94 西 大 谷 1 E 4 2　　 〝　　 643　　　 7．5　 5，05　 3。05　 日鴇 顔 3 孔　　　　　　　　 完 形　　　　　　 30

9 5　　 〝　　 E 41　 〝　　 478　　 彼 6 ）（4．壷 ） 2．4　 手　　　　　　　　　　　　 足 1 本 欠　　　　　 33

9 6　　 〝　　 F 43　　 〝　 110 4　　 彼 6 ）（叡 4 ） 1．95　 ロ 亀 顔 絹 Lも 手 、 尻 穴 力　　　 感 先 鑑 定 2 本 欠　 28

9 7　　 〝　　 E 43　　 〝　　 995　　　 6 ．3　 3 ．65　 2．1＋ ‖甘言 暁 4 孔 鴇 手　　　　　　　 完形　　　　　　 3 2

9 8　　 〝　　 D 43　　 〝　　 830　　 （7 ．6 ）（4．2 ） （2．65 ） ロも 顔 4 孔 も耳　　　　　　　 足 ユ本 欠　　　　　 29

9 9　　 〝　　 E 43　　 〝　　 887　　　 5．35　 3．35　 1．9　 顔 4 孔 も 尻 穴　　　　　　　 完 形　　　　　　 35

1 0 0　　　 〝　　 D 43　　　 〝　　　 840 8．2　 （4．05 ） 3．0　　 日、 顔 3 孔 、刻 線 （腰 2 ）　　　 足 1 本 欠　　　　　 3 1

10 1　 〝　　 D 43　　 〝　　 8 29　 （7．7 ） 5．8　　 2．5　 刻 線 （腰 2 本 股 1 本 ）、 胴 ユ乳　　 頭 欠　　　　　　 26

1 0 2　　　 〝　　 F 43　　　 〝　　 110 3 5．7　 （3，0 ） 1．9　　 顔 1 孔 、 尻 穴 足 1 本 欠 36

1 0 3　　 〝　　 E 43　　 〝　　 869　 （5 ・4 ）（3 ．5 ） 2 ．05　　　　　　　　　　　　　 乱 足先 1 本 欠　　 38

1 0 4 西 大 谷 2　 D ・45　　 〝　　 219 6　 （6 ・35） 3・9　 （2・0 ） 刻 線 （股 ）　　　　　　　 頑 欠　　　　　　 27

105　　〝　　D44　　〝　　H48　（5・35）3・35 （2・0）も尻穴　　　　　　　　 頭欠　　　　　　 37
撰 織 。葦 7 ：ii；5漕 鷲 豊　 j張 本欠 34

（）内は残存の数量
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人形土製品とともに動物形丑製品も創　意が出土している。平城京⑳長岡京⑳平安京あるいは平城威

′　　　′・、　　　．　　′、∴’、㍉、・′、．ノl、一一′　　　一′′　′　　　一　、二∴、∵′凋‾二　二　工こ了、ソ　　一　㌦

、．・’ノ′、ノ．　　　′′・’′　　　′、リ．ノ．．∴　、　′′　′二、ノ′　▲士声、ノ）、ノノ・′、こ

、ノ！　一：　′一　　′ユ、、、ノ．′・　二　、∴　′′、ノノ、、′　、、言．、′、・－’▼‾　一′＼・‥∴′、一、、十′　＿・

わめて少ない。

∴‥′′′．′・・・　　　　ノ　′　∴、′・ノ　三′、、⊥．′、　一　一二ノ∴′′．工′．

摘　旧河道内だけでな　低湿地緩辺海　撒高地の士坑砂溝状遺構などからも出土　ている。

これらの特徴をふまえ本遺跡独自の形態分類を出土数の多い宮川　区　段別　において試みて前章で

紹介した。また宮川　区　Ⅹ都鞠　水上摘区S㌘関　など土器との伴出関係が明確なものを参考に年代を

考えたが鞠　旧河道内の遺物については年代を決定するのはかな　困難である。以下地区別に紹介する。

～　ほ宮川　区　Ⅹ3諏出土の動物形丑製品である。すでに述べた通り　段別　北側に隣接する中

′　′′、√ノ二　　　　　　く　ノノ＼′　′　－　‾．′、／′　　　ノ　子′、・了・′∴㍉・、′∴J′＼、‾こ＼ノ　ノi　′，、亘‾、′l′二：ノ）　　了′l、

．ノこ言′　　′∴ノノ・こ／、、、　　′′・ノ：・ノ・′′　　、・r　－・‥′　′′・．、・言ズ　工　ノーー′′、二′ヾ∴　‥こ　′、ら　畑＼‾、－．t、くノ∴．・、．

場は全　みられない。間遺構出土の人形丑製品は　段別2E類の特徴を持つものが多く　前述　人形土

製品E類と動物形土製品琵類がセットとなる可能性が高いとい　ことができよ。　は頭部と前脚　本

が欠損しているが残存品。墟C斑鴇　高さ。4cmと太きめである。同程度の大きさのもの　宮川　区　段別2

B類など）は鞍が㌢∋　ことが多齢のに対し鞍の表現がないのが特徴である。　Ⅹ詔　の士製品は人形◎

動物形ともつくりは雑で顔などの表現が全　ないとい　共通点を存している。

鞠ほほ宮川　区SD霊　出土の資料である。動物形土製品6点が人形土製品3点（前述）と出土し

た。腔　程度の残存状態の　点を除き図嘉したが海　この　ち　～且　の　点は長さがそれぞれmcm諸。2cm嶺

。摘cnと大小まちまちであるが形態は同じである。断面三角形の胴部に「ハ」の字状に開く短めの四肢

とやや土方に向く長めの尾を有し海顔は頭部の端を正面から指頭で押圧することによりつくり出されて

いる。表面の調整は指によるものが多いが海　9ほ胴部中央側面にパケ冒状の調整がみられる。これら3

意は太郎型土馬である平城京八条西一坊々問大路西側溝Sり920出土の第Ⅴ並型式の土馬に外見上は似
（D

るが海　将などの表現は本遺跡のものには見られず手法上は相違点がかなり認められる。しかしながら本

遺跡出土の他形態の動物形土製品が太郎型とはかけ離れたものであることからSD322出土の3点の馬

形士製品は大和型との接点として注目される。残念ながら伴出土器は小破片がど　少量しか出土してい

ない。全体の形状のわかるものはないが海　7世紀代と考えられる須恵器片と新し手の灰粕陶器片があり

決め手に欠ける。いずれにしろ9淘Ⅲの3点は大和型の影響を強く受けていると考えられる。大中小の

3点が同じ形態であることも注目される。先にあげた平城京右京八条西一坊々問大路西側溝Cり920出

土の木製の人形は同じ型式で大中小のグループがありも　長岡京跡左京　条　坊　町の溝Sり柑酎出土品

にも同じ傾向が認められるという。本遺跡例は土製の動物形であるが同じ性格であるのかもしれない。

年代的には平城京の第Ⅶ型式の土馬が9世紀前半代の土器を伴っていることから、灰粕陶器片の伴出

も考え合わせ平安時代と考えてよいであろう。
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臓鞠臓は宮川　区S段別　出丑の資料習ある。臓は閤舷を究追』等締る窃胴部は断面がた管露の姦閤

形をした棒状の粘土魂を基本と』中盤渡海の粘土をつまみ出』若撥を笥環　海閤様にた竃かみも肇まみ

出し貰望　っ貰締る窃顔は発端の粘土を斜め下前方に曲げ苦闘と』海戦ラ援器欒習切　込＆習締る苺留

診藤はそれ誉れ棒状義勇の別業による銅管漉壕』竃締る。畠の斜め漉霧には左右南端に指頭による押

圧の痕跡があるが茸を意識』たものと考えられる。尾は端の粘土を漉滋に蘭好等先細に』等障るが発端

は親猿』等締る。尾の下方には棒状器環による別業乳があ　屁衆と考えられる窃臓は閤肢珍頭部を親猿

』若締るが鞋はやは　胴部の粘土を当意み出　習作㌢若齢るよ　警ある。蟻は左前脚を親猿ずる。胴部

の粘丑に盛砂尾⑳閤肢窃肢をそれぞれ貼柑』貰締る。平た障腰部は左右南側に棒状器里による別業乳が

あり将を議場』狩は戦ラ若里習切　込ゐ習締る。腰部下方の胴部正面中盤に棒状器黛による別業乳があ

る。藍れほおそら　原発と』貰瑚罵られたもの習ある肇が製作途中習頭部と尾部が逆転』たため残㌢貰

』護りたものと恩われるの蟻は堂最　適相と臓鞠蟻に竃ら磯やや小凄腕南端が先細の棒状の粘土に四

肢を貼翻し竃締る。鞍の羞場がな齢のが糖徹習ある。腰は串状の細極による別業が鍼は串援器畳によ

る横方向の線亥がある。それぞれ摘昏Ⅲの議場と考えられるの別業車線剃髪も接ぎ　浅締。膵も蟻とほ

ぼ間は形態習閤肢と尾部が親指』若締る。蟻⑳膵と馴監＄段別　遵短の特徴を義』竃締る9摘珍臓は三

角柱状の粘並魂の角をそれぞ甑少』男達み出し海路舷と頭部◎尾部を慧　㌢若締る簡単なもの警官封摘

匪馴親鵬憫類場数縮髭　羞摘磯数的鵜　詔磯海凄小針轟

鐸鞠頴は宮川　区の旧太巻射出丑の動物形漉製品習ある。錆は　段別　出並の資料習ある窃後半身を

究掲する。頭部は左右に開　漉きな塔が特徴習ある。顔の署部先端に璃ラ状若里による切　込みが義　戦

Ⅲを義現し貰締る。卿は別に男竃　貼柑』等締るよ　習ある。冒⑳慶などの羞現はな締。別珍封は藍も

に　段別　から出立　若障る9　ともに棒状粘丑を胴部藍』海綱舷を究最　貰締る。別は全品摘め梅と尭

型習胴部粘丑をつまみ鵬』鞍と』淘同様に塚も笥まみ洩』若障る。顔の先端を産癖か転結習押圧　蹄を

羞域』管折る。窺適し若締る掘舷は別魔笥竃り貼相も若締るよる習虜る9溺僧堂儀牒鍼牒溌潤は漉竃が

みを胴部の粘丑を当意み出し貰慧　㌢貰締る。闇は璃ラ状差巣管切　込み海将　ある齢は慶か出庫焼

器輿で別業』義現し若齢る9霊は尾と左前脚を兜。全品は航路と品め管領径複は程のかな　薦めの棒

状粘丑を胴部と』等締る。撥およびた若がみは胴部に貼柑』竃障るよ　習淘塔も左右海側に粘土を貼柑

』若つ　り等締る。顔面には左右南側に棒状若里による別業乳があり将の羞場と考えられるが海左側は

蕃明瞭である。Ⅲは璃ラ状若里習切　込ん警締る。胴に環ら戒短めの脚が貼柑きれ若締る。尾の下方に

は棒状器勇による別業孔がみられ屁衆と考濃られる。鍼は棒状の胴部にかな　太きめの鞍と短めの燈が

貼付されて障る。糖に脚は相好槻部分の粘並を予め閤形に換り苦海郷∈篭　りた棒状の艦を貼柑　貰締

る。腰には正面に超乱戦側面に鍼の棒状若里による刺窯乳がみられる9径　の　鞠。航迅程度とかなり

太きめであるが鴇諺の目砂慶の議場と考えられる。闇は璃ラ状器照で切　込ゐ習締るが幅　の航汲程と藍

ちらもかな　太きめである。尾は親猿するが彪華に顔の刺突風と同様の別業乳がみられ屁衆と考えられ

る。頴は全品。踊脳と小型である。胴部は断面が偶丸の品方形を墨する。背には胴部粘土を㌢∋凄み出』

貰按をっ環　海短めの脚を貼翻し竃締る。腰は胴部正面の粘土を閤錐状に望蔑み離して㌢鍼　淘左右両

側に棒状器舅による別業乳が　対ある。飢鞠別はS段別　迅幾に海瓢は　段別2g幾に似る。鋼は首と
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いる。顔は牛のよ　にも見えるが海曹に鞍を存することからやは　馬であると考えられる。誹はやはり
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る。
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れている。顔の両側面には　対の刺突風があるが孔の形はノ＼－　形を　ている。霊は顔に特徴があり正
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えられる。田はへラ状器翼で十字に切っている。背には鞍が貼付された痕跡が認められる。器は後半身
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漫孔あるが鼻の表現と考えられる。やはり鞍が貼付されている。謂⑳　動揺ともにS段別出土の資料であ
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′

顔は鍼で将を海へラ状器勇によ　切　込みで闇を議場』等障る。謂啓開は鞍を薗』な齢動物形丑製品

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ノ㌔　の字状に開竃幾が紺き海顔は戌面から路頭で押圧し議場』若障る。那はやは　断面三角形の胴に

やや内湾しなから開　脚淘漉方に伸びる尾を蔚する。鰭管による刺窯で畠をあらわし鞠轟は轟の
′

折る。また尾の下には棒状器黛による刺窯乳があ　屁穴と考えられる。形状からほ濃のよ別だもみ渡る窃

謂鞠朗は宮川　区の旧大谷川内よ　出漉した資料習ある。淵⑳調はともに頭部のみ残存　若齢だ。望

、　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　′

′　　　　ノ　　ノ　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　′

、
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′

の粘土を窯列貼柑して鞍を表現し海脚は胴下部に粘土を挽　込ゐ習閤乳を㌢鍼　そこに埋め込むよ射∈

貼付されている。頭部は胴部からそのまま連続し若丸味を帯び海商側面に　対海産癖から　対の孔が棒

状器異によ　穿たれ海茸⑳冒◎慶を議場』若締る。田は慶の乳の官に璃ラ既着巣習切　込まれ貰締る。

′、　′

があ　∈舵に径。5cnほどの球形の粘土をつめ込ん習障るものが　肇みられる。機の鍼餌欠損　若齢

、　　一　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　ノ　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′一　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

・・　ノ　　′　　　　　．ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

一　′・一、、　ノ　′　　ヽ　′　　ノ　ノ

り（、ノ　′′　　′　・・′ノ　　ソノ　、　　　　　　　′　、　　′　　　　．　　　　・′　　　　．

－　　′　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′

‥一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′・　・′

・　　′　　　′　′　　／　　　　　　　　′　′　　　′　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　′　′

′．　‾1・　　　′・、′′ノ　　　　　　　　　　　．・・・　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ノ．、　′′

l　　　　’′，　　′′　：、′′　　′．　　　　　　．ノ　　　′　　　ノ　　＿　　　　　　　　　　′

・1ノく　ノ′ノ′　ノ　′　　′ノ　ノ　′　　一　ノ′：　∴∴　・・　・．ノ　　　　／　′．　　一　　　　　　　　　　′　　／

′、′ノ　　∴‘′ノ　′‘、　　　・、　　′・　ノ　　　　・　′　′′′　′．　ノ．　′′′　′　、　　　‥′

．′、ノ′、′∴．．′　　・一　’′′′、、て　　　　　′∴　　．′．一　　　‾，′′′　　′′　　′　′　　′・・′．

′．∴し′∴二．ノノ．ノ　＿ハ　′′　　′　∴　く、ノ、、′′∴　′　　　ノ　′　′　　∴’　　′ノ・・′．′・・′・′　　・・ノ′・＿

′、′言で／ら　－′、′　′′′′　　てミ　ノノ　．ノく′ノ．　′′　　、　　　　′　　　　　ノ、　　′　′　ノ′、．．′

′′’・－′ご、∴ノノ　　　三っ・－　′′∴　一　′　′　ノ　1一∴　′　′＿ハ　ノ、．1、、、．　　1′　　　‥

－171－



1

3

ろ

「、「一β

魁

二：‥＿　‾二
°．‘ノ．・‾・－．1°‾

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
l l

第95図　動物形製品実測図3

－172　－



、っ

ヽ乙iニ　ヽ⊥

！鴇．！

！、・：、J
‾‾‘・ヽ

一一ご　　　　　　　　　　　　　　／「プ

し　　！　－　　　　　、＼＼．、「‾一．！

－　「

第96図　動物形製品実測図4

－173－



らくたてがみを意識したものであろう。顔の正面には2対の利美孔があり目鼻をあらわしている。ロは

へラ状器翼で浅く切り込んでいるが摩滅のためはっきりしない。SD閥　はこの他に形状がはっきりし

ない動物形土製品　点が出土している。伴出土器は下層で奈良時代の須恵器鴇上層で平安時代後期の灰

粕陶器が出土している。魂は凍上柑区の土坑SP関　出土の資料である。欠損が激し　形状がわか　に

いため紹介するに足る資料ではないかもしれないが海士坑から土器を伴って出土しており海宮川6区

S段3温2E類に似るため敢えて紹介した。胴部は三角柱状で底面に四肢が貼付された痕跡が明瞭に残りも

あま　最　はならないよ　である。これらの特徴は宮川　区　段別2E類の特徴と一致する。伴出した

土師器埠は口径Ⅲ08C迅淘器高3065cnで平底の底部からゆるやかに曲線をえがきながら体部に続き直線

的に立ち上がる。これらの特徴から奈良時代と考えられる。これによれば宮川6区SR3且2E類も奈良時

代以降と推定してよいかもしれない。

第鍼図の甜鞠猶は水上　区の旧太谷川から出土した資料である。鍋は後半身を欠くが本遺跡のうちで

は最も写実的な馬形土製品である。胴部の断面は径3。7cnほどの閏形を墨し海曹には幅0。8cmほどの帯

状の粘土が貼付され鞍としている。首都は幅3。温cmほどに　びれ鴇下方に向きを変え頭部へと続いてい

る。首都から頭部の背面には幅私針はほどの帯状粘土が縦方向に貼付されたてがみが表現されている。

頭部背面のたてがみの両側には径上狛罰ほどの円形の粘土魔相原が認められた。塔が貼付されていたも

のと考えられる。目は摘cmの間隔で饉鋸狛酢ほどの棒状器員による刺実孔が左右両側にあり表現され

ている。鼻は私3ほほどの間隔で載適用の刺突風が2孔ある。胃はへラ状器員で深さ私射通はど切り込

んでいる。脚は左前脚のみ残存しているがも断面は径且。5cmほどの閏形で長さは2．3cmほどである。表

面調整は脚や鞍の接合部分には指頭によるていねいな調整がみられる。その他の所は表面がなめらかで

かな　ていねいなナデ調整を行ったものと考えられる。写実的な形状及び大きさほ他に例がなくも他の

土製品とは使用目的等少し性格が異なるのかもしれない。5l～5卦は棒状の胴部の背に鞍をっくり出し脚

を別につく　貼付しているタイプで宮川6区S罠3鼠2B類の特徴を示す。このうち51◎53は形状◎大き

さとも類似する。胴部は径3せ2cmほどの円形断面を有し海曹に幅0。6cmほどの鞍をっくる。52は胴部断

面が縦2・3cmも構3・5cmほどの長方形を墨し、背には鞍とたてがみが貼付されている。脚はⅢ。Ⅲ淘長

さ。2cmほどの柱状を呈する。鍼は胴部が偏平で背に鞍をもっ。顔には棒状器具による刺突孔がみられ海

沼はその下にへラ状器翼で切　込んでいる。猶は胴部のみ残存する。背には背ビレ状の突起があるがは

っきりしない。顔面の正面中央にへラ状器員による切り込みがみられる。56は後半身を欠損する。頭部

は球形に丸くつくられ鴇幅鋸狛瀾ほどのへラ状器翼による刺実孔が6孔みられるが何をあらわしている

かはっきりしない。57は頭部と胴の←尋掛のみ残存する。顔は棒状器員による摘実孔により目鼻をあら

わし海口はへラ状器員で切り込んでいる。58は胴部は断面円形で背に鞍を貼付し海頭部は胴部より下方

に向きを変え長方形につくられている。脚は胴部側面と角度をほぼ同じにして「ハ」の字状に貼付され

ている。59は前半身を欠くが、58とほぼ同じ形態と考えられる。顔部では棒状器具による刺実の4孔で

目鼻をあらわしていることは他の士製品と同じであるが、ロは他のものと異なり棒状器具による刺実で

あらわしている。宮川6区SR3温2C類とり類の中間的な要素と考えられる。60は58から鞍をはずした

ような形状をしている。背の中央は鋭角となり正面から見ると背を頂点に二等辺三角形状となっている。
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顔は編棒で刺突した4孔があり、その下にへラ状器具で横方向に削って臼をあらわしている。全長4．8

cmとかなり小型である。これらの特徴は宮川6区SR312D類のそれをあらわしている。61～64は頭部

あるいは尾部を欠損するが、ほぼ同じ形態を示す。断面三角形を呈する胴部を基本に短めの脚が「ハ」

の字状に貼付されている。背には鞍が存在しない。頭部⑳尾部の整形は欠損しているため明らかではな

いが、64は端部を指で押圧することにより偏平に仕上げている。これらは宮川6区SR3且2り類に比定

されると考えられる。65は宮川6区SR312E類に比定される。三角柱状の胴部を基本とし、それぞれ

の角をわずかにつまみ出しただけの簡単なっくりである。66は胴部断面が逆ハート型を呈し、明確な首

を有し頭部へと続いている。顔は綿棒による刺突孔が4孔あり目と鼻の表現と考えられる。また頭部上

端には耳状の突起もみられる。脚は別につくり貼付しているようで、尾は欠損するが指で両側から押圧

してつくり出しているようである。いわゆる大和型土馬に若干似ており、宮川6区SI）322出土の動物

形土製品に通じる所がある。67は前述したように第89図25の人形土製品が其伴する。全長5．0cm、幅3．6

cm高さ4．0cmの完形品である。胴部の断面形は三角形に近くしっかりした四肢◎頭部⑳尾部が貼付され

ている。顔は中央を頂点に両側面を面取りし、側面に串状の綿棒による刺突孔が左右2対みられる。顔

の先端には串状器具による細い線刻が2条ありロを表現している。頭部上端には左右1対の突起があり

耳と考えられる。尾は全体の大きさに比し大きくも両側から指で押圧することにより整形されている。

全体の印象は犬のようにも思えるがはっきりしない。前述したようにSR8温3から出土しており古墳時

代の土製品とは一線を画するようでも奈良時代～平安時代と考えてよいのかもしれない。水上7区ではも

この他に概に『大谷川韮』において報告渚のSX8飢出土の馬形土製品3点がある。おおむね宮川6区

S罠3且2B類に比定されるが、伴出土器より7世紀後半～末葉と推定され、年代を考える上では重要な

資料である。

68～86は西大谷l。2区の旧大谷川内出土の動物形土製品である（78は西大谷4区）。68◎69は比較的写

実的なタイプで後半身を欠損する。68は頭部のみ残存する。首都背面の中央部を帯状につまみ出したて

がみをつくり出し、欠損しているが端部には鞍状の突起もある。顔面は左右両面に幅0。4C皿も長さ上Ocm

ほどのへラ状器具による溝状の削り込みがみられ、目の表現と考えられる。また顔面先端にも同じ削り

込みがありロを表現している。69は前半身のみの残存でありしかも左側打3程度を欠く。顔は長方形を

呈し、先端をへラ状器貝で切り込みロを表現している。口の上には棒状器具による刺実孔が左右且対あ

り鼻をあらわしていると考えられる。首都側面は直線的に仕上げられている。へラによる調整であろう

か。脚は右前1本のみ残存する。径1∬α、長さ上2cmの棒状の短めの脚である。68⑳69とも胴部の方向軸とは

異なる縦長の顔を有し全体のつくりもていねいである。これらの特徴は宮川6区SR3且2Å類と一致し、頭

部付近しか残存していない点でも其逢している。70も頭部片のみ残存する。68⑳69にくらべ頭部と胴部

の角度がゆるやかで、背面にたてがみを有Lへラ状器具で切り込んだロと棒状器具の刺実による鼻を表

現した2孔がみられる。71は後部1／3ほどを欠損する。胴部は断面横長の隅丸長方形を呈Lも首都はや

や細めにつくり方向を変えて頭部へと続いている。顔部は先端にへラ状器具による切り込みでロが表現

され、ロの上方に且対、上端の両側面に2孔の刺突孔がみられる。それぞれ鼻と目の表現と考えられる

が、孔の断面がハート形をしている。首部の両側面に長方形の偏平な粘土が貼付され耳をあらわしてい
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るものと考えられる。胴部背面には凹凸があり鞍が貼付されたような痕跡があるがはっきりしない。四

肢は耳と同じように偏平な粘土を貼付しているだけで0．5cmほどの長さしかない。70◎71ともに頭部を

胴部の方向と変えて明確につくり出している点は68◎69に似るがややつくりが雑である。72は頭部のみ

残存する。顔面は横から見ると三日月状で中央に0。3～0。4cmほどの棒状器具による刺実孔が4箇所み

られる。目と鼻の表現であろう。頭部上端は二又状に実起しており耳をあらわしているのであろう。下

部先端には串状の編棒による線刻がありロをあらわしている。全体の形状はわからないが本遺跡出土の

士製品の中では特異であると言えよう。73～78は棒状の胴がそのまま頭部へと連続するタイプで背に鞍

を有する。宮川6区SR3且2B類におおむね比定される。73は尾部を若干欠くだけでほとんど完形品で

ある。鞍とたてがみに特徴がありそれぞれかなり幅広い粘土を貼付している。顔は棒状器具による2つ

の刺突孔で目をあらわし海口は串状の器具による2条の線刻で表現している。顔部両側面に指の押圧に

よりつくり出された水平方向の突起があり耳の表現と考えられる。断面円形の短めの脚が貼付されてい

る。7射ま頭部◎尾部を欠損する。背の鞍はつまみ出してつくられている。75は縦長の偏平の頭部が特徴

である。頭部背面は鋭角に尖りたてがみを意識しているものと考えられる。顔面は側面に左右温対の刺

実孔がみられ昌の表現と考えられるが鴨中央にある且孔は何を表現したものかはっきりしない。顔部下

端はへラ状器具で溝状に削り取ってありロをあらわしているものと考えられる。鞍はつまみ出されてい

るようでも四肢は別につくり貼付されている。胴部下面には尻穴と考えられる刺突孔もみられる。76は

後半身と前半身の左側部分を欠損する。顔に特徴がありロは上下二股に分かれる。上部には左右盈対径

0。且cmほどの刺突孔があり目の表現と考えられる。上下に割れたロをもつ動物形土製品は宮川4区SR

56でも出土している（第39図）。S罠56のものは背ビレのようなものだけで鞍がないのに対し76は明確な

鞍を有する。74⑳77⑳78はそれぞれ頭部を欠損する。鞍はいずれも胴部粘土をっまみ出してつくってい

るようである。

79～85は顔や鞍の表現がほとんどみられないタイプで宮川6区SR312D～E類に比定される。82は

全長6。6cmの完形品である。胴部は断面三角形を呈し、これに四肢と頭◎尾を貼付しているようである。

頭部と尾部はどちらが頑なのかはっきりしないが、片方は幅広で偏平であり、もう一方は丸くつくられ

ている。脚は棒状に断面円形につくられているものと断面三角形に近いものがある。83は断面三角形の

胴部を基本に頑⑳尾を指で押圧して偏平につくり出し、四肢は少し粘土を貼付しているようである。84

⑳85も83とほぼ同様の特徴を示すがも83より少さく85は尾がかなり長い。83～85は宮川6区SR312E

類に比定される。79～81は欠損部分が多く全体の形状は明確でないが鞍などのはっきりした表現はない

ようである。82を含め79～82は宮川6区SR312D類のうち顔の表現のないものと一致するようである。

86はその形状から牛形土製品と考えられる。全長10。7cm、高さ3．9cm、幅3。8C皿で右後脚だけを欠損

している。断面が径3cmほどの胴部は長さ5。5cmで、両端に別につくった頭部と尾部を貼付している。

脚は0。9cmも長さHcmほどであり、尾の先端と三本の脚は接地している。首部から頭部は斜め下方に

伸び、頭部側面には水平に円すい状の突起が左右1対貼付されている。耳あるいは角の表現であろうか。

目は串状器貝で線刻し、鼻は綿棒で刺突して2孔をもうけ、口はへラ状器具で切り込んでいる。尾は胴

部からそのまま連続しているため太くて長い印象を受ける。全体に調整がていねいで表面はきれいにナ
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デられている。

ま　と　め

以上本遺跡出土の動物形士製品を紹介したがもその形態は多岐にわたり創　意の土製品を有機的に論

ずるのほ困難である。最も多数を出土した宮川6区S罠3且2の資料を形態分類し海蝕の地区出土の資料

を比較することにより検討してきたがここで年代を推定するのに参考になる資料をまとめてみることに

する。

宮川　区S段別　Å類に比定されるもののうち土器の伴出関係が明確な資料に宮川3区SX478出土

の馬形土製品（28）がある。伴出した須恵器から6世紀末葉と考えられる。本遺跡出土の土器が伴出し

た動物形土製品としてほ最も古いと考えられる。特徴としてほ他の形態の土製品にくらぺ偏平で頭部は

胴部と方向を変え下方に向いている。宮川6区S罠312A類の馬形土製品が頭部片しか残存していない

ため全体の形状はわからないが、下方に向いた偏平な頭部は宮川3区SX478の資料と共通する。宮川を

6区S段312Å類に代表される頭部が下方に向き縦長の顔を存する馬形士製品は西大谷2区にもみられ

（68◎69）も古い要素とみてよいのであろう。これらに近いものに宮川3区SX都　出土の資料がある。

SX479出土の馬形土製品は2形態に分かれる。第蟻図で　◎2としたものは埴輪馬をほう備させる形

状であり頭部は胴部とは方向を変え明確につくり出されている。先述した宮川6区S罠3鼠2A類に通じ

ス楷能鯨のである与に興味深いのは共伴した3⑳壇の馬形土製品が似ても似つかないほど形態が異なるCゝ′／l／JしこJヽ　LJヽ　▼一′　＼■　）こノ　ーノ　ノ　∪　　フlこく’／lヽl／lヽ1　　‾一ノ　ーCトノヽ　題1‾‾，　）　／」　U

点である。頭部は胴部からそのまま続き端部は丸くつくられている。背に鞍がなければ外見上は馬とは

到底考えられない。l◎2の馬形が写実的なのとは対照的である。3◎4の馬形土製品は宮川6区S罠

3且2のB類に似る。SX479出土の須恵器が7世紀前半と考えられることから、この時期には宮川6区

SR312のA類のように写実的な馬形と、B類的な外見上馬とは考えられない雑なっくりの馬形が共存

することになる。

宮川6区SR312B類に比定される馬形土製品に水上7区SX801出土の資料がある（『太谷川韮』）。

SX801はH76グリッドの遺物集中部である。土師器杯3ユ点と同賓主点、手軽土器1点に馬形土製品4

点が伴出した。馬形土製品は断面円形の胴がそのまま頭部となり背に鞍が貼付されている。宮川6区S

R3思2B類の特徴を示すが顔には冒◎鼻◎茸などの表現はみられない。出土した土師器は7世紀後半鞠

末葉と推定される。なお宮川6区SR3且2B類に比定される馬形士製品は宮川6区旧大谷川内出土の4

点（21～24）、宮川5区出土の2点（26◎27）も　宮川3区出土の2点（29◎30）、宮川4区出土の5点

（31鞠35）悔宮川2区出土の5点（40～44）、水上7区出土の6点（5且～56）、西大谷地区出土の6点「73

～78）などがある。これらのうち顔面に表現のあるものとないものがある。先述した宮川3区SX479

出土のB類に近い顔の表現のある馬形土製品が7世紀前半代と考えられ、顔の表現のない水上7区SX

8鋸出土の馬形土製品は7世紀後半～末葉と推定されることから、表現がないものは新しい要素と考え

てよいと思われる。これらのことから宮川6区B類に比定される馬形土製品は7世紀前半代にあらわれ、

7世紀後半代に盛行するのではないかと考えられる。

宮川6区SR312C類に比定されるものは小数である。水上ユ0区の45⑳吼宮川6区の25ぐらいがそ
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の例であるが、B類にくらべやや小さめで背に鞍をもち頭部を明確につくり出すという特徴だけからす

れば水上7区58◎59なども含まれる。このうち前者（宮川6区SR312C類も含む）は手法的にはB類

とほとんど差異はなく、後者は背に鞍があるという違いだけで宮川6区SR312D類に近い。

宮川6区SR3120類に比定されるものに宮川6区SR3接の16◎17、水上7区の60～64、西大谷地

区出土の79～82がある。これらは顔の表現のあるもの（S罠312の18◎20◎2ユ◎24、SR3摘のユ6◎17、

水上7区の60）とないものに分かれる。D類は正面から見ると背を頂点に二等辺三角形状を呈するのが

特徴であるが、顔の表現がないものについては脚が長いだけでE類に似る。

C類◎り類ともに土器の伴出関係が明確で年代が推定できる資料は残念ながら見あたらない。先述し

たようにC類にはB類に近いものとり類に近いものがあり、り類のうち顔の表現のないものはE類に似

る。年代的な根拠はないがC類◎D類はB類とE類の中間に位置するとしてよいのかもしれない。また、

藤枝市郡遺跡出土の土馬がC◎り類に類似しており奈良時代の須恵器を伴っているという。年代的な参
（2）

考になると考えられる。

宮川6区E類は一見三角柱の土の塊にしか見えない。類例は、宮川6区SX339の2～8、宮川6区

SR314の18⑳ユ9、水上10区SP759の49、水上7区の65、西大谷地区の83～85がある。このうち水上

10区SP759は長径上52cm、短径1．34cmの円形プランを有し、深さ0．38mを測る土坑で、土師器杯

と須恵器片が其伴した。形状が認識できる土師器杯から8世紀代と推定された。土製品（49）は頭部◎

尾部を次くが、胴部は三角柱状でE類に近い。49が他のE類に比定されるものより大きめで少し長い脚

がつく可能性があることを考えればE類を8世紀以降と考えてよいのではないかと思われる。

宮川6区SR312の各類に比定できない動物形土製品もみられる。宮川6区Sの322の9～Hは前述

したように平城京右京八条西一坊々問大路西側溝SI）920出土の第Ⅴ韮型式の土馬に似る。手法上では違

いがあるが本遺跡では唯一の「大和型土馬」との接点である。同形態のものは宮川4区でも温点（36）出

土している。また類似したものに水上7区の66がある。平城京第Ⅶ型式の土馬が9世紀前半代の土器

を伴っていることから、S0322が灰粕陶器片を伴出していることも考え合わせ平安時代と考えられる。

またこれらの動物形土製品に近い水上7区67や宮川4区37も新しい要素と考えてよいであろう。

その他では宮川2区38◎39、西大谷地区の72のように頭部片だけで特殊な形をしたものもみられる。

また最も大きく写実的な水上7区50などは特別な意味をもっているのかもしれない。

（1）奈良国立文化財研究所『平城京右京八条一坊十一坪発掘調査報告書』1984

（2）藤枝市教育委員会『静岡県藤枝市郡遺跡発掘調査概報Ⅲ』1986
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動坤鷺上一製品‥一覧表

番号 地　 区 グ リッ ド 遺 構 ・層 位 遺 物 番 号 長 さ　 ◎　 高 さ ◎　幅 調 査　 ◎　表 現
備　 考　 晶

1

2

3

宮川 6 区

′′

′／

′′

〝

〝

′／

〝

〝

〝

〝

〝

′′

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

′′

〝

〝

′′

〝

′′

′′

〝

〝

〝

〝

〝

′′

′′

〝

〝

〝

〝

′′

〝

′′

′′

〝

′′

〝

〟

′′

〝

F lO3

′′

〝

〝

〝

G 103

′′

F lO3

〝

〝

〝

′′

′′

′′

〝

′′

〝

′′

〝

〝

〝

′′

′／

′′

〝

〝

′′

〝

〝

′′

′′

〝

′′

〝

〝

〝

′／

〝

〝

′′

′′

／′

〝

〝

〝

′′

S R 3 12

′′

′′

〝

′′

′′

〝

〝

〝

〝

′′

′／

／′

′′

′′

／′

〝

′′

′′

′′

〝

′′

〝

〝

′′

′′

′／

〝

〝

〝

〝

′／

〝

〝

′′

〝

〝

〝

〝

′′

〝

〝

〝

〝

〝

′′

〝

3 － 5 7

3 － 61

3 － 108

（3．2 二

（4 ．壷 ）

（5．45 ）

（3．75）戸

（3．4 ）

4 ．25

3．8

（5．3）

4．1 日、 顔 2 孔 、 尻 穴

日、 顔 6 f L

頭 、 尾 、 脚 2 本欠　 24

％残 存

尾 、 脚 2 本 欠　　　 21

4 3 － 日 2 （3．9 ） （2．35 ） （3．9） 頭、 尾 欠 32

5 3 － 1 14 2 ．4 1．45 （2．0） 頭 、脚 1 本 欠 37

6 3 － 117 4 ．6 3 ．35 （2．9 ） 頭 、 脚 2 本 欠　　　 29

7 3 － 116 4 ．3 2 ．95 （2 ．5） 脚 3 本 欠　　　　　 33

8 3 － 2 13 （3．8 ） （2 ．75 ） 4 ．7 頑、 尾 欠 30

9 3 － 214 （3．35） （2 ．8 ） （3 ．35） 頭 、 尾 、 脚 2 本 欠　 31

10 3 － 2 17 （3．4 ） 2．8 3．25 頭 、 尾 欠 34

H 3 － 2 15 2．7 （2．5） 2．6 頭 、 尾 、 脚 3 本 欠 3 5

12

13

3 － 58 1

3 － 586

（2．9 ）

（3．9 ）

2．35

3．0

（1．5）

（2．4 ）

頑 先 端 、 尾 先 端 、

脚先 端 欠

抜 残 存

36

25

14 3 － 59 1 （4。6 ） （3．3） （3．9） 尻 穴 頭 、 尾 、 脚 2 本 欠 27

15 3 － 593 （5．95） （4．3） （4．1 ） 鞍 、尻 穴

鞍

頭 、 尾 、 脚 1 本 欠 ヱ8

16 3 － 595 7．ユ5 （2．2） （2．05） 脚 4 本 欠 12

17 3 － 5 撚 7．7 2．25 2．6 完 形 H

18

19

20

2 1

3 － 644

3 － 646

3 － 649

3 － 652

（5．3 ）

（4．45）

（3．0 ）

（6．3 ）

（5．2）

（4．6 ）t

0 ．5）

（5 ．15 ）

し2．5 ）

（3．45）

2．25

4．55

口、 顔 6 孔、 耳

目、顔 4 孔 、 鞍

兢 残 存

頭 、 尾 、 脚 2 本 欠

頭 、 尾 、 脚 1 本 欠

兢 残 存

1

7

22 3 － 678 （4．7 ） 3．85 3．7 日、 顔 4 孔 、 耳 、 鞍 兢 残 存 16

4

19

23

24

25

26

3 － 722 － 2

3 － 725

3 … 726

＋ 734

（2．1 ）

（3 ．55 ）

（11．4）

（2．6）

4．1

4 ．5

（1．3 ）

（4．6 ）

（4．2 ）

日 カ、 顔 2 孔

日、 顔 4 孔、 鞍

頭 部 の み残 存

兢残 存

脚 3 本欠

3 － 727 （6 ．1 ） 4 ．05 3．55 鞍 、尻 穴 頭 、 尾 、鞍

脚 4 本 欠

脚 4 本欠27 3 － 735 8 ．3 （2．9） （2．6 ） 日、 顔 4 孔

28 3 － 749 （7 ．25）

（9．35）

（4 ．65）

（3．25）

3．3

4．5

4．35

4 ．0

（4 ．0 ）

（2 ．45 ）

（2 ．8）

（1．8 ）

3 ．35

3．7

（3．25） 口、顔 2 孔 （顔 が逆 ）、鞍 脚 3 本欠 10

29

30

3 1

32

33

34

35

3 － 750

3 － 751

3 － 759

3 － 767

3 － 776

3 － 777

3 － 820

5

（4 ．85 ）

2．3

（2．05 ）

3」

3．55

（2．5）

日、 顔 3 孔 、耳 、 鞍 カ

日、 顔 3 孔

ロ カ、 尻穴

尻 穴

％ 残 存

抜残 存

頭部 の み残 存

頭 、 尾 、 脚 1 本 欠

頑先 端 、 脚 1 本 欠

脚 3 本欠

頭 、 脚 3 本欠

8

26

17

23

36

37

38

3 － 825

3 － 826

3 － 827

（4．3 ）

（5．3 ）

（3．25）

（2．95 ）

4．3

2．5

（2．55 ）

（3．55 ）

2．9

顔 2 孔

鞍

尾 、 脚 3 本欠

脚 2 本 欠

頭 、 尾 、 脚 1 本 欠

39 3 － 906 4．25 3．0 3．ユ 頭 、 尾 、 脚 2 本 欠 20

40 3 － 908 （．5．85） （2．9） （．20駈）i 頭、 尾 、 脚 2 本 欠 9

4 1

4 2

3 － 9 10

3 － 9 13

（7．2 ）

（7．5 ）

（3．45）

（4．4）

4．6

（3．25）

3．8 5

（3．45）

顔 2 孔 、 鞍

尻 穴

顔、 脚 3 本欠 、

尾 欠

頑 、 脚 3 本 欠

13

284 3 3 － 994 （3．0 ） 尻 穴 頭 部 先 端 欠

44 3 － 998 4．5 （3．2） 3．05 口、 顔 4 孔 兢 残 存 3

45

46

4 7

3 － 2003

3 ∴ 2006

3 － 2007

（3．25）

（4．75）

3．85

（3．85）

2．95も

（2．0）i

（2．3 ）

（2．45）

3．6

鞍 、 尻 穴 カ 兢 残 存

頭 、 尾 、 脚 1 本 欠

頑 カ、 脚 3 本 欠
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番号　 地 区 グリッドi遺跡 ◎層位 i 遺 物 番 号 i 長 さ 欄 の 幅 l 調 査 潮 目　 備　 考　 詰

48　 官用 6 区　　 F lO3　 S R 3 12　　 3 － 20 11　 （3．6） （2．15） は 25） 日、頭 2 孔、 耳　　　 頭部のみ

49 〝　　　　 〝　　　 〝　　　　 3 － 2034　 （2．5） （2．1） （2．3）　　　　　　　　　　　 頭、尾、．脚 4 本欠

50　　 〝　　　 〝　　 〝　　　 3－ 2045　 射 5） （3・7） 。・65） 臼、顔 6 孔、耳　　 頭部のみ　　　 2

5 1　　 〝　　　　 〝　　　 〝　　　　 3 － 2052　 （3．45） 3．9　 （2．85）　　　　　　　　　　 脚 2 本欠

52　　　 〝　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　 3 － 2053 （8．6）　 4．7　　 4．6　　 日、顔 4 孔、茸 尾 、脚 2 本欠　　　 6

53　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　 3 － 2054　　 甘 3） （2．65） （2．05） 顔 ユ孔 顔右側 、脚 ユ本欠　 22

54　　　　 〝　　　　　　 〝　　　　 〝 3 － 238 7　 （3．9） 日 ．8 5）（2．35） 鞍　　　　　　　　　 兢残存

55　　　　 〝　　　　　　　 〝　　　　 〝 3 － 2388　 （3．15） （2．8） （2．3）　 鞍、 日、顔 主礼　　　 頭部 のみ

5 6　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　　 3 … 2392　　 （6．65） （2．55） （2．4 5） 鞍 兢残存

57　　　 〝　　　　 ”　　 〝　　　　 3 － 2399　 （4．9） （4．0）ノ　4．2　　　　　　　　　　　　 尾 また は頭、

脚 ユ本欠

58　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　 3 － 2401　 （7．35） （3．9） （3．6）　 鞍、 口、顔 2 孔、耳　　 兢残存　　　　　　 5

59　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　 3 － 2410　　　 3．75 （2」5） （3．6 5）　　　　　　　　　　　 頑、尾、脚 2 本欠

60　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　 サー 8　　　　 3．3　　 2．9　 （2．3）　　　　　　　　　　　　 足 3 本欠

6 1　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　 サー 9　　　 （5．05） 4．9　 （2．75） 鞍、顔 4 孔、耳　　　 尾 、脚 3 本欠　　 15

62　　　　 〝　　　　　　 〝 〝　　　　 サー 10　　 （3．8 5） （2．55） 3．65　　　　　　　　　　　　 彷残存

63　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　 サー H　　　 （5．35） （3．5） （2．45） 鞍　　　　　　　　　　 頭、尾、鞍

脚 4 本欠

64　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　 サー 14　　 （4．15） （2．6） （2．4）　 尻穴　　　　　　　　　 頭、尾 、脚 4 本欠

65　　　　 〝　　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　　 3 － 33 － 2 8．65　 （4」） （3．4）　 日、顔 2 孔 脚 3 本欠　　　　 14

66　　　　 〝　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　 3 － 3 1－ 2　 （3．85）　 2．85 3．4 頑また は尾

；；－訝 掴S；339 ；三菱 鳥；黒；；；‡；（藤 ！ 愚 。本欠：
7 0　　　　 〝　　　　　　 〝 ′′ 3 … 40 4　　　 （4 ．25） （4．65） （5．45） 鞍 坊残 存

7 1　　　　 〝　　　　　　 〝 〝　　　　　 3 － 4 0 6　　 （2．9） （1．95） （3．3 ）　　　　　　　　　　　　 兢残 存

72　　　　 〝 〝　　　　　　　　　　　〝 3 － 40 8　　　 （3 ．25） （2．3） （2．2）　　　　　　　　　　　　 頭 、 尾 、 脚 2 本欠　 7

（3 ．1）　　　　　　　　　　　　 頑 、 尾 、 脚 2 本 欠　 4

！2．9 ）　　　　　　　　　　　　 頭 、 尾 、 脚 上本欠　 5

（3 ．6）　　　　　　　　　　　　 頭 、 尾 、 脚 2 本 欠　 3

（2．0 ）　　　　　　　　　　　　 頭 、 尾 、 脚 2 本 欠　 6

5 ．5　　　　　　　　　　　　　 頭 、 脚 2 本 欠　　 1

73 ′′ 〝　　　　 〝　　　　　 3 － 4 1鴻　　 （3 ．65　 （2 ．8 ）

74　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　　 3 － 4 ユ8　　 （4 ．D （2．5）

75　　　　 〝　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　 3 － 42 3。　 （4．15） （2．8 ）

76　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　　 3 … 43 2　　 （3．3） （2．3 ）

77　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　　 3 － 43 6　　 （9．45） （5 ．4）

78　　　　 〝　　　　　　 〝　　　 S D 3 2 2 3 － 34 5　　　　 7．ユ　 （4．9 ） 5．55　　　　　　　　　　　　　 後 頭 部 欠　　　　　 9

（4．0）　　　　　　　　　　　　 脚 ユ本 先 端 欠　　 10

（2．95）　　　　　　　　　　　 脚 2 本欠　　　　　 H

（5．45 ）　　　　　　　　　　　 彷残 存　　　　　 12

（2．35）　　　　　　　　　　　 兢残 存

79　　　　 〝　　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　　 3 － 35 0　　　　 6 2　　 4．05

8 0　　　　 〝　　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　　 3 － 33 7　　　　 4．ユ5　　 2．7

8 1　　　 〝　　　　　 〝　　　 〝　　　　　 3 － ′348　　 （6．45） （4 ．8 ）

82　　　　 〝　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　 3 － 34 ユ　　　 （2．8 ） （且．85 ）

83　　　　 〝　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　 3 － 35 1　　 （3．15） （2．05 ） （2．85 ） 頭 、脚 3 本欠

84 〝　　　　　　　　　　　　　　　〝 S R 3 14　　　 3 － 4 2 6 （3 ．u4 5 ）】（2．7） （2．95） 頭 、尾 、 脚 3 本欠 19

8 5　　　　 〝　　　　　 E ユ04　　　 〝 3 － 25 62　　 （7 ．5） （3 ．9） （3．7 5） 顔 1 孔 、鞍　　　　　　 頑 、脚 4 本 欠　　 14

8 6　　　　 〝　　　　　 E ユ05　　　 〝 3　 25 2 6　　 （5 」5） （2．45 ） （2．65 ） ロ カ、顔 2 孔 抜 残 存

87 〝　　　　　 E ヰ04 〝　　　　　 3 － 93 0　　 （5 ．45） （4 ．05 ） （4．3）　 尻 穴 頭 、 尾 、 脚 3 本 欠

8 8 〝　　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　　 3 － 92 4 （4．8） （2．85） （2．65） ロ、 顔 2 孔　　　　　　 尾 、 脚 4 本 欠　 ，17

8 9　　　　 〝　　　　　　 〝 ′′ 3 － 21 9 7　　　　 6．4　　 3．8 3．6　　 日 力、 顔 4 孔　　　　　 完 形　　　　　　 16

5．35　 日、 顔 3 孔　　　　　　 脚 1 本 欠　　　　 15

（芸・芸5） 呂 這 顔 4 孔 、 耳 、 鞍 、 羞 ㌣ 脚 4 本 欠 i ；冒

90　　　　 〝　　　　　 E lO 5　　　 〝　　　　　 3 － 25 2 5　　　 8．8　　 6 ．45

9 1　　　　 〝　　　　　 E 寸04　　　 〟　　　　　　 3 － 24 9 9　　　 4．0　　 2．75

9 2　　　　 〝　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　 3 － 21 8 8　　 （11． （3．8）

〝 3 5）

93　　　　 〝　　　　　 E lO 5　　　 〝　　　　　 3 － 25 2 7 （3．4 ） （5」） （3．75） 日、 顔 2 孔 頑 右半 分残 存

94　　　　 〝　　　　 G ユ03 S R 3 1 3　　　 3 － 89 5　　　　 7．0　 （3．7） （3．4 5） 鞍　　　　　　　　　　 脚 4 本 先端 欠

（2 ．6 5） 鞍 力　　　　　　　　　 細 4 本欠

〝　　　　　　　　　　　 上 層

95 〝　　　　　 〝　　　　 〝　　　　　 3 － 22 4 1　　　 5．65　 （3．4 ）

96　　　 〝　　　　 D lO 6　 S R 3 16　　　 3 － 24 18　　 ユ5．7 5　 （4 ．8 ） （4 ．1）　 口 、耳 、鞍　　　　　　 脚 4 本欠　　　　　 21
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番号　　 地　 区
！グリッド［遺物 ⑳遺構 i 遺 物 番 号 ！距 離 欄 i 鍼 璃 現 「 備　 考　 函

97　 官用 6 区
。 蓬。7 S R 3且6　 五 調 音 「離 し甜 ） （3ゼ。 。淘顔 2 孔、鞍　　 鞍先端海尾先胤　 23

脚 4 本欠

98　　　　 〝 G 102　 S R 311　　 3 － 5 14　　 （5．0） ！‖　　 4」　 日、耳　　　　　　　　 ㌦城存　　　　　　 20

99　　　　 〝 〝　　 晴灰色砂層　 3 － 2482　　 （13．の　 4．8　　 3．85　 日、顔 3 fL、耳、鞍、　 尾先端、 脚 2 本失　 22

100　　　　 〝

10 1　　　 〝

尻穴

3 － 2115　　　 6．1　 4．25　亘3．0　　 顔 出 し、鞍　　　　　　 脚 3 本大　　　　　　 25

3 － 2260　　 （5．45） （2．5） （3．が　　　　　　　　　　　　　 坊残存

102　　　　 〝 E 105　 晴灰色　　　 3 － 181　　 （7．15）圧3．05） （2．の 鞍　　　　　　　　　　 叛残存

粘士屑

103　　　　 〝 G 103　 緑灰色　　　 3 － 233　　 （6．65） 4．45 （3．6）　 日、顔 6 孔、鞍、尻穴 後 輪、尾、　　　　 封

〝 混砂粘土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 脚 3 本 欠

104 〝 F 103 暗線灰色 3 － 60　　　 （3．4） （2．の　 （2．8） 頭 カ、脚 4 本 欠

粘土

川5　　　　 〝 F 104　 緑灰色 3 － 34 0 （3．8） （2．6） （2．35） 頭 または尾、

粘土層 脚 4 本欠

106　　　　 〝 F 102　　　　 〝　　　　 3 － 557 － 1 （3．25）　 2．75　 2．55　　　　　　　　　　　　　 尾 また は頭、

107　　　 ／′

脚 1 本欠

ナF m 4　 暗緑扶色　　 3 － 62 － 1 （5．4） 甘 0）　 は 5．）　 鞍　　　　　　　　　　 拓残存

粘土

108 〝 F 103　 緑灰色砂層　 3 － 354 － 2 （2．95） （2．弟　 は 25）　　　　　　　　　　　　 尾、脚 4 本欠

109　　　　 〟

110　　　　 〝

m l　　　 〝

〝　　　　 〟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 頭、尾、脚 3 本欠

〝　　　　 〝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 叛城存

G 摘 録灰 土層　　　　　 鞍　　　 霊 諸 鞍つ

112　　　　〝
113　　　　〝
114　　　　〝

ii膵 等霊障 ；；；＝攫；；）；；；；雄三；穴　 窯恵≡孟禁

；；：i馴：5区

119　　　　〝

B108　晴灰色　　　3－45　　　（7．4）iO．45）（2．75）日、顔2孔　　　　　　坊残存　　　　　　27
粘土層

〝　　SR201　　3－88　　　（7．6）　3．15（2．乃）鞍　　　　　　　　　　脚3本欠　　　　　26AlO8　　　〝　　　3－258　　（6．7）（2．85）（3．4）　　　　　　　　　　　　坊残存
BlO7　褐色砂礫　　3－587　　（3．95）（2．45）（2．35）　　　　　　　　　　　施城存
ClO2　SE217　　3－529　　（4．8）（2．95）（2月）　鞍　　　　　　　　　　坊残存1 2 0　 宮 川 2 区

12 1　　　 〝

122　　　　 〝

123　　　　 〝

1 100　 灰 色 粘土　　 335 － 1　 （5 ．位 ） 4 ．7　 （3 ．3 ）　 口、 顔 6 f L、 鞍　　　　 坊 残 存　　　　　　 4 1

〝　　　　 〝　　　　 4 22　　　　 （6 ．25 ） 4 ．1 （3 ．25 ） 日、 顔 6 f L、 鞍 、 尻 穴　 尾 、 脚 3 本 欠　　　 42

〝　　　　 〟　　　　 33 5 － 3　　 10 ．1　 5 ．3　 （3 ．8）　 日、 顔 6 f L、 鞍 、 尻 穴　 脚 2 本 欠　　　　　 40

〝　　　　 〝　　　　 70 1　　　　 （7 ．7） （3 ．0 ） （4 ．1）　 日、 顔 4 f L、 鞍　　　　 坊 残 存　　　　　　 43

1 2 4　　　　 〝 G 10 2　　　 〝　　　　　 424 （4．65） （4 ．1） （2．95） 日、 顔 4 孔 、 耳 頭 部 の み 残 存　　　 39

1 2 5　　　　 〝 I 10 0　　　 〝　　　　　 423 （3 ．8） （3．8 ） （2．85） 口、 顔 4 孔 、 耳 頭 部 の み 残 存 38

1 2 6　　　　 〝

127　 官用 3 区

128　　　　 〝

〝　　　　 〝　　　　 335 － 2　　 （6．5）

H 9 6　　 S X 4 7 9　　 3 － 3 12　　 （4．8）

I 9 6　　　 〝　　　　 3 － 35 2　　 （3．7）

0 ．25） 3．4　　 鞍　　　　　　　　　　 坊 残 存　　　　　　 44

（3滅 ） 圧382） ロ地 顔 4 孔 海 鼠 鞍 ［兢 残 存　　　　 3

（2．75） （1。85） ロ、 顔 4 孔　　　　 佃 の み 残 存

12 9　　　　 〝 H 96 〝 3 － 36 8　　　 （6．85 ） （2キ6） （3．9）
顔 2 孔 海 鼠 鞍　 ！

坊 残 存　　　　　　 4

13 0　　　　 〝 〝　　　　　 〝　　　　　 3 － 39 2 9．7 5．75　　 3．位 ） 日、 顔 4 孔 、 耳 、鞍　　 完 形　　　　　　　 1

13 1　　　 〝 I 96

〝　 3 ＿ ユ88 4 。4。5） 絡 ユ5）！。。．5） 賢 鞍 海顔 2 孔　 兢残 存

132 〝 〝 〝　　　　　 3 － 27 3 9 （5．3） 5．5　　 3．6 口、顔 4 孔 、耳 、 鞍 坊残 存 2

13 3 〝 H 9 6 灰 黄 色 粘 3 － 29 2 （5．8 ） （2．55） （3．65 ） 鞍 、 尻 穴 兢残 存

粘土層l喜書〇〇〇■題書寡■書音■m ■－ l
1 3 4 〟’ ′′ 〝　　　　 3 － 30 0　　 （7．1） （4．8 5） 甘 2） 日 、顔 4 孔 、耳 、 鞍　　 坊残 存　　　　　　 29

1 3 5　　　　 〝 I 96　 茶 色 粘土 層 3 － 33 7 （7．0 ） （3．4） （2．9） 鞍 、 尻 穴 兢 残 存

136 〝 H 9 6 S X 4 7 8 3 － 358 （9．3 ）　 5．65 （2 ．9 ）　 日、 顔 4 孔 、 耳 、 鞍　 尾 、 脚 3 本 欠　　　 28

1 3 7　　　　 〝

138　 宮 川 4 区

J 9 4　 S R 4 8 6　　 3 － 44 1　 （7．1） （4 ．2） （2．8）　 顔 2 孔　　　　　　　 坊 残 存　　　　　　 30

M 9 4　 S R 5 6　　　 3 － 115 7　　 （9 ．05 ） 4 ．1　 3．8　　 日、 顔 2 孔 、 尻 穴　　　 尾 先 端 欠　　　　　 5
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番号　　 地　 区
iダ首ジッド遺構磯 i 遺物番号 最さ◎高さ⑳幅　 調 査 ◎羞 場　 備　 考　 晶

且39　官用射区
摘　　　　〝
摘　　　　〝

≡打 つ ≡ii畑 義 損 ；；i情 意 湖 窯蓋鞠′右耳力先日

3 ＋Ⅲ鋸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

摘　　　　 〝 〝　　　 〝　　　 3 … Ⅲ62　　 且私2　 402　 線 25） 軋 茸力戦尻穴　　　 左耳 力鴇脚 2 本欠

摘　　　　 〝 M 95　　 ”　　 3 十 鵬 0＋ 陣 瀾 月 計5　 匠机 ） 頼 信 酎 用 言 勘 ン＋ 橘溜 琉 凋 醗 軋

ヱ胡　　　　 〝

N 鍼　 ′〝　 3 欄　 肛 2） 5牒 圧3載 鞍鴇尻穴　　 禁 脚 本欠 』

摘　　　　〝HG　　　　〝147　　　　′′．胡　　　　〝摘9　　　　〝
犠 浄 温 鷺 葦

㌫

蟻畑　〝
言

轟 ふ

157　　　　′′
158　　　　′′
蟻　　　　〝

濃 紫 器 富 者 器 つ

渚99　暗灰色粘土　3…2985　（5。95）（4。射（3。6）打、顔4乱戦鞍　　　猪残存
滞 肯 借 ㌍ 宗

G7ユ　客土中　　3…33ヱ　　　903　5の8 （3ぜ3）ロ淘顔4孔淘耳淘鞍淘　卿3本欠　　　　 壷
蟻　　　　 〝

161　 水上 9 区

G 72鞠73　 〝　　　 3 … Ⅲ 2　 （6沼） 巨摘鳶カ 「摘誹）　　　　　　　　　 抜残存　　　　　 購

B － 90　 〝　　　 3 … 224　 （7・4） は 55川 24招　　　　　　　　　　 尾淘　　　　　　 47

且62　　　　 〝 C 一 男　　 〟　　　　 3 － 225　　 甘 2） （1．7） 仕 85） 顔 2 f L　　　　　　　 頭部 カのみ残存

163　　　　 〝 B － 90　　 〝　　　　 3 － 21　　 （7．5） （2．2） は．95） 鞍、尻穴　　　　　　 頭、脚 4 本欠

164　 水上 7 区 H 76　　 S X 80 1　 3 － 764　　　 9．6　 は．95 日（3．3）　 鞍　　　　　　　　　 脚 4 本

；：工

167　　　　〝

〝　　　　〝　　　3－773　　粧55　甘05日廿95）鞍、太地通力（十下に　鞍、脚欠損
つ ： k 霊 鳥 読 点 溌 誓 捌 つ 豊

蟻　　　　 〝 J 70　 旧大 谷川　　 3 － 1395　 （5．の　 5．8　 廿 の　 顔 4 f L　　　　　　　 尾、脚 2 本欠　　　 67

砂礫層

169　　　　 〝 〝　　　　 〝　　　 3 － 217　　　 5．05　 4．05　 3．6　 日 （2 刻 工 顔 4 fL、　 完彬　　　　　　　 66

耳

170　　　　 〝 J 7 l　　　 〝　　　 3 － 68 7　　　 0 月） 圧3．75）（3．日　　　　　　　　　　　　 頭 、脚 3 本欠　　　 62

17l　　　 〝 I 7 l　　　 〝　　　 3 － 460　　　 8．55　 は 75　 は．8う　 日、顔 2 1L、鞍 力　　　 脚 4 本欠　　　　　 55

172　　　　 〝 〝　　　　 〝　　　 3 － 46 1　　 蝕 5） （2．25川 3．15） 日、顔 4 fL、鞍、尻穴 ［鞍、尾、脚 4 本 欠　 54

173　　　　 〝 I 72　　　　 〝　　　 3 － 349 － 1 し4j ） （3．05） （3．4）　　　　　　　　　　　 頑 力　 脚 3 本欠　　 64

174　　　　 〝 ′′　　　　　　　　　　　　　〝 3 － 349 － 3 （4．9） （3．7 5 （3．2） 頭、尾、脚 2 本欠　 63

175　　　　 〝 〝　　　　 〝　　　 3 － 340　　　 7．45　 3．4　 （3．の　 口、 顔 4 f L、鞍 脚 3 本欠　　　　　　 58

176　　　 〝 〝　　　　　 〝　　　 3 － 1021　 （5．1）　 ぐ3．2 5） （2．の　 鞍 頭、尾、脚 4 本欠　 59

177　　　　 〝 〝　　　　　 〝　　　　 3 － 1020 （14．7） 6．0　 ぐ4．7）　 鞍 頭、脚 1 本欠　　　 51

178 I 74　　　　 〝　　　　 3 － 10 65　　 （8．0） 4．6 5 （3．85） 鞍、尻穴　　　　　　 頭、後 輪、　　　　 52

脚 1 本欠

179　　　　 〝 I 72　　　 〝　　　 3 － 10 61　 （6．25） 甘 25） （ま6） 顔 6 f L、鞍 力　　　　 坊残存　　　　　　 56
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番可 地 区 ！グ リッ ド！遺 構 戦 i 遺 物 番 号 長 さ 璃 さ ◎ 幅 ！ 調 査 ◎ 表 現

備　　 考
図

番 号

180　 水 上 7 区　 J 70　 1日大 谷川　　 3 － 29 4

砂 礫 層

18 1　　　 〝　　　　 I 72　　　　　 〝　　　　 3 － 22 7

！

4．8 （2．5） （1．9 ）　 日、 顔 4 孔 脚 3 本 欠 60

（5．0） 4 ．4 （3．55） 頑 、 尾 、 脚 2 本欠 6 5

ユ8 2　　　　 〝 〝　　　　　 〝　　　　 3－－ 73 3 － 1 （5 ．05） （4」） （4．6） 頭 、 尾 、 脚 2 本 欠 6 1

1 8 3　　　　 〝　　　　　 H 76　　　　　 〝 3 － 78 7 （8．3） （7 ．1） （5．4 ）　 日 、．顔 4 孔、 耳 、 鞍 坊 残 存 50

1 8 4　　　　 〝 〝　　　　　　 〝　　　　 3 － 78 3 （9．9） （5 ．25 ） （5．8 5） 鞍 、胴 部 に 2 孔 兢 残 存 53

5 7

7 3

且85　　　　 〝 J 71 〝　　　　 3 … 26 7 （5．15） （4 ．1） （4 ．05） 頭 、尾 、 脚 2 本 欠

ユ8 6 ′′ 〝　　　　　 〝　　　　 3 － 25 9 （5．75） （3 ．7 ） （3．6）　 ロ、 耳 、 兢 残 存

18 7　　　　 〝　　　　 I 72 〝 3 － 33 4 （4．7 5） （2．3 ） （2．0 ）　 口、顔 3 孔 兢 残存

188　 西 大 谷 ユ区　 D 41　　　 〝　　　 5 72 （3．6） （2．05 ） （2．3 ） U 、 顔 2 孔 頭 部 の み残 存

189　　　　 〝 E 42　　　　　 〝　　　　 65 7 （9．75） 5．25 3．9 5　 日、 顔 2 孔 、 鞍 尾欠 損

190　　　　 〝 〝　　　　　　 〝　　　　　 658 （5．25） （2．9） （2．2 ）　 口 、顔 2 孔 頭 部 の み残 存 70

ユ9ユ 〝　　　　　 E 42　　　　　 〝　　　　 64 9 9．65 4 ．65 （2．9 ）　 口 、顔 3 孔 、 鞍 、 尻 穴

3．85　 鞍 カ

脚 3 本 欠 75

1 92　　　　 〝 F 42　　　　　 〝　　　　 6 76 （9。95 ） （4．2 ） 頭 、 尾 、 脚 3 本 欠 77

ユ93　　　　 〝　　　　　　 〝 〝 679 （4．55） （3．95） 3．9

（2．0）　 口、 顔 4 孔、 耳 カ

頑 、 尾 、 脚 3 本 欠 79

1 9 4 〝　　　　　　 〝　　　　　　 〝　　　　 708 （2．95） （3．6） 頭 部 の み 残 存 72

ユ95　　　　 〝　　　　　 E 43　　　　　 〝　　　　 8 3 3．8 5 （2．慾） （2．0） 脚 4 本欠 85

ユ96　　　　 〝　　　　　　　 〝 〝　　　　 8 62 （4 ．0） （3．15） し2．8 ） 脚 4 本 欠 83

ユ97　　　　 〝　　　　　　 〝　　　　　 〝　　　　 86 8

ユ気　　　 〝　　　　 E 43　　　　 〝　　　 10 23

（3．第 ） （3 ．45 ） （2．25） 尻 穴 兢 残 存 81

（3」） （2．25） （2．55） 頭、 尾 、 脚 4 本欠 84

1 99 〝　　　　　 E 43　　　　　 〝 ユ026 6．6　　 4 ．5 4．05 完 形 82

20 0　　　　 〝

2 0ユ　　　　 〝

2 股　 西大 谷 2 区

F 4 3　　　　　 〝　　　　 ユ045

F 4 3　　　　　 〝　　　　 H Oユ

D 4 4　　　　　 〝　　　　 117 1

（5．7）　 4．15 （3．6）　 鞍 、 尻 穴 尾 、 脚 2 本欠 74

（8．75） 3．45 3．3　　 日、 顔 4 孔 、 鞍 尾 欠 71

（7 ．3） （5．2） （3．4 ） 日 、 顔 2 孔 頭部 残 存 68

2 0 3 ′′　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　′′ 2ユ94 （4．8 ） （4．5） （2．05） ロ 、顔 2 孔 坊残 存 69

2 0 4　　　　 〝 ′′ 〝　　　　 2ユ95 （8 ．9） （4．55） （3・75） 口 、顔 3 孔 、 鞍 兢 残 存 76

2 05　 西大 谷 l 区　　　　　 第 1　　　　 ユ43 2

ト レン チ

（4．05） （3．9） （4 ．0）　 鞍 兢 残 存 80

20 6　 西 大 谷 4 区　 R 2ユ　　 粘 土 混 り　　 2 － 18 0 7

砂 礫 層

8．45 ：（3．6） （3．35） 鞍 頭 、 脚 4 本 欠 78

8 6

宴メ′　　　巨ヨ

207　　　 〝　　　　 Q 23　　 黒 色 砂 礫 層　 2 － ユ57 1 し2．8 ） （3．5） （2．4）　 口、 顔 4 孔 兢残 存

2（潟　 西大 谷 地 区　　　　　 採 集 品 N －① （5．3 5） （3．0） （2．75） 鞍 先端 部 欠 損

209　　　 〝　　　　　　　　　 〝　　　　 N － 佳） （5．6） （3 ．ユ5） （5．0 頑 カ 、 脚 2 本欠

2 10　 西 大 谷 1 区　　 第 持 レンチ ！ 144 4 1 0・7 i 3・9　 3・8 右 後 脚 欠

0計測値の）は破片の現状での数値、単位はcm
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．、一・．、く　′′．′′ご主′　　ノ工　・

／ノ、11・′．一・♪　：、　．、／　、　　　　．　　ノ、　　　　　　　　　．　　　　　　　　　ノ

r：．∴′　∵　　　一　′　　　ノ　　′・′ノ′′、　　　　　　　　＼′′　　　　　　　　　　．

ろう。

H形態

Jこ‾∴・ノ′　　一㌧、．、．′′　　・了　　一　一∴　　，ナ‘　　　　　　　　　　　．．

一、　．　′、‾　′　　　′、ノ、′　　二′　二　　′　′　：

出

・－　∴l∴・＿：・一J′、・．′、∴　′　　　　，′　　′　、　　′　　　　　・．

左／、守一′r　　　′∴、・’′　′．∵．．‥、：∴　‾　ノ　二、．・、、ノ：′　　　　　一　ハ　′　′　　′・　′ノ、．　　　ノ

多い。形態分類は全国的な視野に立って行なわなければならないが鴇　と　あえず本遺跡の資料を紹介す

′、‾二∴　′　、ご′－・・了、　′J　ノノ′　　′　二・′　＼、　．．

亘類　　平行四辺形を基本形とする。

；二　∴ふ′、、ユ　ニ‥、‾　′　　　ノ′′ノ′∴∴・㌧一　　　　′　　　　　　一　、・．

′′　ニ　　　　ー′　／こ　．．　　、′ノ　′

’　　！、．月・‥ノ′．　′　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′・　　　　　　　、

の区別は明瞭である。，

：、／．　　　　　　し′ノ　ニ　　　　′　　、　　　　・′　′　　　　　　　　　　　．

′十　　　　　一　　一・、　′　・・．′・　　　ノ　′　　′　′　　′　一

C、　上∴二．．：ノ　′、ノ′・′　ノ、】∴・、t、＼．　′．′．・．．　　　′．　　　′′　　　I　　．

韮類　　台形を基本形とする（違台形の場合もある）

′、　！’‘‾　′′一　′　＼’．；′　　′′，ノ、：　′　′′＼‾′ノ・一　　　　　　′・　　　　　　・　．∴

ていたものと思われる。

rJ i‘っ　　か　　、′・　ノ′’′　′　・二‘′．′′　′　′．　一　′一、　　′、．、．．　　′　　・

識されていたとはおもわれない。

C　上部にこか所⑳下部にこか所のえぐり込みを持っ。

－′・／、！′－‘　　　‾′‘′．　、′：′　　′′′・′．．・／‘′　′　∴　．　　　一

：　・、　　　　－′　　－　、　′♪′′．－・　ノ

：、：、言・　畑－ノ′ノ　′　ノ′ノ＼′ノ7．ノー・．

J：　∴’‘－′．、・三′一′ニ’′ノ　　′　　′ノノ　′ノ言　ノ　′ノ　へ・ハ・　′

以上の様に悔　細かく紺こ細分したがも　それぞれについて異体例をみなからその特徴を見てみよう。

圭一a　本遺跡の馬形の中では最も形の整ったものでも一方の先端を垂直に切り落とし明瞭に頭部を

作り出している。用は頭部上部を若干矢先　ているが鴇　このタイプの典型である。下部は大き

なこか所の切り込みの他に頭部を表現するための小さなくりこみが一か所認められ海本遺跡の

一；日高ノ言T’′‾′・高ら什言ノ車　／らレ∴バ・了二、′ら　‥′・：！、、・・∴′・ノ、ノ、十′一、　ご∴′／．　　′ノ　′．

に属するものであろう。
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・・　ノ　　ノ　　　ー　　　　　　　　　　　′ノ　　　　　　　　　　、・・、・、．　こ　‥　　J′．

′　、ノ　ノ、　　　ノ　′　　／′－　・　　　・．　ノ　　　　　　・′＼、　V　　　　′

央部が若干　ぼん管いるが意図的なものかど　かは疑問が残る。

一ノ′　　′　一　一　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　ノ　　　　　　　　′

′　　′　′　　一　一　　　　　　　　　ノ　ノ　　　ノ　′、′　　　　　　ノ　　　　　　　　　′　　　　　　　　′ノノ

しているものと思われる。鮎は欠損部分が太きいがほぼ平行四辺形である。上部の平坦面が若

’・、、　．二　．　、一　　∴　′　　・　　　′・′、

：　！　　　‘・’．、ノノ　ー　∴　′　　　′　　　・　　　　　－　ノ′　，　ノ　　　　　　　　　′．　　　J、・′　　－　　　、

∴十∵　′J　一′　′　・十一、ノ　、、．　　′、　ノ‘、′　　　・　　　　′　　　　　’　－　・′

′‘　′：′．　言　（ノ　ー　二′一　　′　　　．、　′　　′′・、．ノ′　　、．　一．′　　　　′′　　　一ノ　′′・・・・ノ　．

ので馬形でない可能性も残るものである。

ノ・、ノJ′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　′　　′′　　　　′‥　　′／′　　　　　　　　　　　　、I

′′ノ　ー・′ノ、　　　　′・　　　　　　　　　　　一　°′’　－　′　　′　　、′‘．，　　　　∴／　　′ノ

‾　　　　　　　　　‥　　　ノ　′　′．　　　　　　　　　　　　　′J J・・　－　　′

∴　′　、．・　　　　　　　　　　　　　　　′　　　．

ノ′　　′．、　ノ・　　　　　　　ノ　′　　　．　　　　　　′　′　　　　　　　　ノノ　　　ー　・ノ、

′＼／！＼′　ノ　ハ′‾　　ノ　　′、．．一′・、　、・　　一　　　　）－　　　ノ　　′．′、ノ∴　　′　　　′　　　　二、

－′　　′こ　　　－：ノ・′　‾・．．′　　　　　　　　ニ　′　　　ノ　　　′ノ、′　′　ノ、．′．一　′／

l－・・；′）ノ．　「：　一′・∴∴　ら　′　′　′く　‥　　　　、　　′　ノ　　　′′　′　日　‥’・　　′．、

な　三角となっている。またたてがみを表現したと思われる切　落としもあ　海　図の様に左側

を頭部と認めている。なお淘　且は下部の切り込みに棒が挿きったまま出土したものである。

．′　　一㌦上J、・　∴　ノー蘭　、∴．′′′、ノ∴、′ノ′′、ノ′′、一′　‥J　ノー′＼　′、・ノ＼ノ　ー　′ノ′

十ノノJ∴∴　一：′　－r′手，上て、′、′く一　㌦．、ノ′＼・∴∴　ノ　　　バ　ノ．　　　、　′　′　言　∴　：

宣する可能性もある。

′　ノ′！・ノ′小∴・し　∴　－ノ、′　＼＼了′、∴′ニハ′ノ′　′ノ、・ノ　ミ　ノノ∴・・t、・）、ノ‘′　ノー／′

また海路ま上部がわずかに凹みをなしていると観察されるが亀不明瞭であるので一応この類に

入れておいた。

：　こ　言′ノノ二・一、′　、た・′′　　7′′・∴・．／こ　こ．；′＿′′ノ、八一一∴　工．、ノ言√∴′てこ　　くノノ　了、、；、ノ∴’し昌一、′′、′ノノ・ノ・ノ

と思われる切り込みが認められ淘切り込みのある側を下部と理解したい。

蕊…f　23のように上部に一か所のえぐり込みを持つものである。23の場合淘　挿し込みの穴は確認さ

れていないが淘　台形を基本形とし上部のえぐりを背と理解した。3も下辺が不明瞭ではあるが

このタイプとしてよいであろう。

韮～g　韮…eの天地を逆にした形態を持っものである。15◎ユ9は明らかに棒を挿す穴が認められ惚

この辺を下部と理解せざるを得ない。この辺を下部と確定すれば遠台形となり海今まで見てき

た中ではきわめて特異である。一応馬形の中に入れておくがも本当に馬を表現したものである
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かどうかほ疑問である。

銅　出土状態

、　　　一　ノ、ノ　ノ（、、．　ノ　ミ　　　　　　　　　　　・′′　ノ　：　　　　　　、一

ノ　　　　　　　　　　ニ　　　　′　　　、　　　　　′　　　　、．　　　　　　　　　　　　　＼　二　　　　．・　　　　　　．

・、　　　　　　　′、′、・・　＼′　′′∴、ノ．、　・∴′∴　、′、′　′

′　　　　′　　　　　　　　　　　　・　　　　′、、′、一　　　　′　　　ノ　．　　　二・、一　、

′　　　　　　　　′　　　　　　′　　－　　　　′　　　　　′　′ヽ　－　　＼、J　　ヽ　　　ヽ

′　　　　　、　　　　　′　　　　　　　　、　　　．　　亡　　　　．　　　　、ハ　　′　－　　∴　、　．、

ない。

錮　用途

一・　　　′．．　∴　　　　　．、　：　　・　　　　　ノ　　　　　　　ラ

・′　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　′　、′ノ　ー　　　　　′　　′一　　　　′・　　　　　　　、′．、／

ノ・・　　　　　　　　　　・・　　　　－′　　　　　　　　　′ノこ　ノ　∴　ノ′　ノー′・二　．、′　・．・′′　′こ．　一

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　ノ　　　　　、・＼′　．　　　　・・′、′　　　　　　　、

′　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　′　　　・・・一　一ノ　　J　′　′

、　′、　′　　　　　、　　　　　　ノ　　　　　　　　′．∴′二、、′　　　　　ノ・・　　‾′、　　　　　、　、　一　・　　′

（：・Z）

′　′　　　　　　　・′　　　　　　′　、　　　‾　　一′　・∴ニ　ー　．　　二　　　　　　一　′、　　　：′、．．

′ノ　　　　　　　　ノノ　㌧　　′、　′　　′　　　′　　′・、・ノ　　・・　　　′　′′′′．、．

′・′　　　‥　　　　　、　・　‥　′　′　　　′　　　′ノ　　∴′ノ．　　　′′、′　′′∵．′′′ノ・、、′、′ニ

（．．3）

＼・

‥・4　　　′、′　′‘－、　　　　　′　／、・′′・　　　、　∴′　　．，　′・．、′　ご、㍉、′：　′

i　ノ‘＼　　　l　ノ、　∴　∴十㌦㌧．′ノ、、′二、‾　　ノ：、ごく・言、・・′　′：、ノノ　ノ′　了．′

′＼′　　・・′　　　′　　ノノ　∴、′．ソ）　　二′　′言、′！、′十′、．三相′　′＼㌦∴シ∴、ノ、一　ゴ、

危険である。議みてはいるが鴇　良い結髪は得られていない。

′・′′′ノ　　　ノノ　　　　　′ノ、　ノ　ーノノ㍉　ノ　ンノノバ′－、・ん∴．、′、ノノ・′＼．‥＼′1ニ′、：∴　′′、

の凱屯が問題となる。第　は流露からの出土資料であることである。遺構として扱ってはいるが海旧の

流路の中での遺物のまとまりであり鴇住居跡の一括資料とはそのありかたはおのずから異なる。これに

伴って問題となるのは海相贋が木であることである。「木は浮き移動する」との指摘についてはその反

、′、、‾、　．、　′∴ノノ、1．、、、

第鉱員昌は類例に乏しいことである。金子裕之氏によれば海馬形の出現は7酬己後半天武⑳持統朝以

降とされ鴇いわゆる律令祭祀の中で論じられている。県内の例では海浜松市伊場遺跡でⅢ例が出土して
（4）

いるが惚その年代観もほとんどが8側己以降であり海わずかに2例に7側己に遡る可能性があるという。
（5）

形態の類似性が高いだけに鴇　この年代観は無視できないものである。

以上のような問題の車であるので鴇今回は海性急な判断は避け惚今少し検討を加えたうえで戦地の祭

祀関係の木製品と共に考えていきたい。
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服　金子裕之「古代の木製模造品」慨究論集Ⅵ』奈良国立文化財研究所学報第38冊1980

はl佐藤庄一他『俵田遺跡第2次発掘調査報告書』山形県教育委員会1984

（3）34例申20例に棒を挿し込むための穴ないしは切り込みが認められる。破片でいずれか確認不可能のものが2例あるので、認

められないものが12例である。

ただし、これらの中にも、損耗が著るしノく、当初あったものが現在の・表面観察では確認できないものも若十は含まれる。し

かし穴あるいは切り込みが認められないものがあることは確実である。

（4）（1）に同じ

は　浜松市立郷士博物館『伊場遺跡遺物編l』浜松市教育委員会1978
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第98図　馬形木製品実測図1
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第鸞尊　者

：′、　′、′　　／，＿、　　　′　せ　了　　　十、，ノ′1ノ

偽　木簡の形態藍記載内容

ノ　らノノ　　　　、、‾一、′J′　′、）、ノ‥．

‾ノ・・‘ノノ　′　　＼、′ノノー′く′淵、・；言、二、一・ハ、ノ　ア′：　、＿、′C′こ．∫′′一　　′　ノ　　ミJ　ノノ＼・・′ハ　∴ノCノ＼い∴／一ノ

、ノ．．　′、ノ　∴　：′ニ　′　　′．メ　・フ，・、一　　　　　′　　′　′・：∴′、′、　ノ　・r′　一一　、・・∴

∴」、六シん、∴・－′∴＼′　二′言′ノン　　ノ　、、′ノノ、　’∴ニ　∴′；日．了　ン一．こ・＿六、．、（ノ∴一！／′．′．／

、　ノバ・ソノ・　　　．．‾，／／、∴言．′ノー　．ノ′．′．～．rい　∴．ノ．一．ノ　∴　昔．′′　　　　′　／・　∴　′

′′　ご′′　′′、・・一′　　∴了．∴′　∴　　・・　′．ノ、′ノ．′　　　′．∴′・・′′　∴　　　′、、

、ノ　　　　言！　′

∴、′′　二、、－　　ノ＼′′ノ、．・′二′　′・′′7．j J　∴　∴．　∴・二　ノ　　．二、ノ　　ノ′．′　′・

′　　　一　　、・　一　　ノノ、∴　′′　′　　　、　、‘　二　∴・∴／、．′　・一一　′．＼・Jノ、・！．

とみることができる。

′ハ・′ノ　′　　　、ノ＼∴（ノ　　　′　　　て　ノ、－．く　∴、∴了、′・1一　：′二二　二．．‘′ノ、　一

げられよう。

′′　′　　言′、′′、言‥′′∴、′′・′　∴′ら

／ニノ＼′．′　．ノ＼′、′　．！

・’　′リノ　工．、′　′圭∴・．・左　　　　　　　・、／ノ　小　豆′．こ′ノノ

・　・∴／′、ノー・・・ハ′　－‘C′l∴ナノノ　　　　′　　′ノ、こ・′、の二了ノ

′、テ　′‾・！′　∴　　‥4ノノ　′・、　：′＼・∴一、∴′二∴、丁′＼′　　　ノノ　言、′日　　、

っハl！′、、、、′‘．‥∴J′　′　ノ′、言　′、′′1一　ノ。′、′　　′：、．′、11・・′、′十　′∴∴　　′　　　　・、lノ∴一

／一一一′＼．、．′′・ざ／′・・　′：J　∴ノ∴ノソ′、／一・ノ．一、‾／・′．、、ノ言・′言い上　ノソ．1∴　∴・．．∴　　二　十

工ノ′ノノ∴l　リー、ノ、：ノ′、了ノノ∵ノ十′ノぐ、㌧、．、∵．－′／、、Jノ、′／∴＿十　年∵′へ′・・、・′：し、∴、′．／、

、′‘ノ、．六．一　　′　′、′　小　∴　二つのノ′ノ．∴　∴了∴二、、一二・′′∴、　二、一′、′題くソノ．；言ノ、・

‾了′‘′∴l・／・ノ；「．′、′つ守、．′、′∴　　了‥∴、・了　－・′　ノ∴

記載内容をみると品には　号の　南無阿弥陀備海　の路号の　南無大日如来」とみられる名号が記さ

れている。また海　◎　◎膵号木簡ともに名号の上に　太目如来」を表すと見られる梵字が記されてい

る0摘号木簡の文字は不明瞭であるが　号あるいは　◎膵号木簡と同様の名号が記されていたと考えて

よかろう。

bでは且3⑳摘⑳蟻号木簡は　南」の文字が確認される他は墨痕が不明瞭であるが地相号木簡に「南無
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′、　　一，．、　′′＼、T．、∵！、′＼　ノく・上　′言ご／′ノノノ、、・′＿′　　　　′．・ノ∴・　′　　三

、一　ふしノンノ．ノ、、＼′　′・・、　′‘′　′．′　ノく．ノ　′　、一　．　∴、

ノー　ノ‘‾　　′、、　、、、．、′　・．、ノ　∵ノ∴∵　・、∴．・‾　：一・　　　　　　、

’′、ぺ′　′．、′′、′一　′　ノノ　　ー　　　　ノ　　ノ　ノ、′・、・ノ′、：、　　　一㌦　　　　　　　　　　　　′

－　へ左手、一　一　′、呈－．ウ　　ノ　，∴㍉　∴∴′ノ：、　ノ、＿　ノ．・′．、　　、、′；

日日

ノ工　、ノ　（、、′二二　ノ、へ、・．、！、＼′．′、∴）・こニ・′．′　・．′、　ノ′、ご　′、

′、こノ：ノミ・つ　ノ．：二、‘、、lrJ、ノ′、ニ　　ー．、．、、ノ、く　′　　　‾　一．　∴・‘ノ　　ー、　′　　　　　　、　′

ノ　∴工　∴言一一　日．ら了、・∴∴・、一言、・√′、　∵／、．′・ノ、．∴ノ、　　　　　　　　　　、　　　、、

′　のモ丁・∴l▲t・′‥　　∴′．＼′　′＼十′∴　　‥こ、ノ　・′く　′）′：　ンー　√ノー、、：∴ノ　ノ、′　′　′一．．ノ　、

√′　ノ二＼そ　′　二言工こノ）し′．′＿、一二ノノ′、′・ノ′、ノ　＿・ノ、ニ　　・ノ

（ワ1

ニ・了ノ・‥’・∴′1′、．ニ　′ナ　　　　　．、　　　　　、、！′＼l　ノ摘・′．　　　　　、、．　　　′

推定せられよう。駿府城三の丸遺跡においても　鬼　の文学の書かれた木簡が発見されてお　鞠なんら

かのかかわりを持っものとも考えられる。

・・′　　∴・′）．！

’：′　一　　．・′　　　　　′　′、、　′　′′・′′　　　　　　′　　　：　′！、′　　　　′　　　　　　し　　　　　　．・

し　．当′十′、′・　　′　　′ノ　　　．　　′、　′　　－．　　、　　　　′、・・　′′′　　．　　　－　′　　′　　ノ

七・一　′ノ、・．‘、㍉′－　　′了こ　′／了－ら，．′　　ノ　ー′　・∴　一∴、　′　′、、・∵　　　：、　ノ

屑とみられる。

六・十十一一　　　r　－　＿二十　　1∴十二‾　ご＼、へ　・

神明原◎元宮川遺跡出土の墨書土器は箆書土器を含めて且用意を数える。このうち注目すべきは平安

時代から中怪初頭にいたる灰粕陶器砂山茶碗が大半を占めることである。また淘数少ない奈良時代の墨

書土器も宮川　区S段別　出土の　神　の墨書のよ　に大意の祭祀遺物とともに出土している己となど淘

検討すべきものも多い。この「神」の墨書土器については祭祀遺物群との其伴関係が十分考えられるも

のの淘確実な検証を得ることができなかったことから墨書内容と祭祀遺物群との関わ　を考える芝とは

′：ヒi一　′　　　　‾‾一、′、＼－′∴・．∴・　ン　ー　∴　　・′ノ　ー・′′　　　′　　　　　　′　′、

ことに折戸53号窯式併行期以後の墨書土器について考えてみたい。

平安時代の墨書土器については　伊場遺跡遺物編錮において　平安時代の墨書土器は淘祭祀用とし

てつかわれたものが主体を占めていると考えられ鞠奈良時代の墨書土器とは淘基本的に遠　点を強調し

たい」との指摘がある。これは平安時代の墨書土器が一字書きが多いことや鞠使用痕がないものが多い

こと鴇意味不明の記号的な墨書が多いこと鴇吉祥句的な文字や呪語的な文字が多いとみられることなど

から「広義の祭祀に使用された土器の一部であった」と考えられたものと恩われる。本遺跡の墨書土器

も鴇灰粕陶器に「経」「束」などの文字とも記号ともみられる墨書があり鴇「簑」「禦打殿　など二文字

を結合させたような文字もある。さらに海　山茶碗になるとむしろ記号的墨書が太宰を占めるにいたる。

これらの点から本遺跡出土の平安時代の墨書土器のうち一括性が認められる水上　区SE摘　淘宮川3
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ニ　了　　　　　　　　　　　、　　　　く　　　　　　′、　　　、l　．　′．、　＿　　′、）

′、　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　く、

i　　 s段486　　 i S規53 i s段54
記　号i 戯戯励磁感感冊 瓢i

翻僻上豊潤相遽醐つ 激 力

戯薯的文字　　渡　波芸　波　浪芸　漉　光　　　　　　　 波

みやいめ　みやいめ　みやいめiみやも、め

文　 字i霊力吾‡カ内芸。下。将力太 i

i

i日日水

中万

仁王如ロの繭〔〕⑳商〔〕 4号〔〕

木簡　砂　地　　商〔〕◎南無太目〔〕

箸状斎轟

一・、　二　′・

．′言、‘．、　　′・、＿　、ノ　　二　　、′．：ご　′ノ　ノ．　　′・‾　　ら‥、′　一一．．、′　・言：臣ノ／－r、t　ノ

容を整理魯検討するにあたり淘　字体⑳書体に関わる用語の整理をしておく必要があろう。

－　　　　′　　一　　　　　　．　　′　　　　′　　！・　、一′、．′、　　　′、　′　　＿一′＼　、工　ご　てノtノ．、二

、　′　二　ノ．・　　　　、．・．、′　　　′　　　　一　　　　、工二．膏．了、、ノ、し－′、ノユニJC　ノレ：・－iノ／・－

とし海　その他の同音同義語を「異体字」とする。たとえば「風」を正体字とし言風月風」を異体字と

する。従って鴇　異体字は正体掌に対するものではなく同音同義語の代表的な文字を正体字と理解したい。

は　書体については　楷書」行書」革書目隷書」纂書」の五体とし海　それ以外は別にあっかうもの

とする。隷書と楷書の中間に位置する議楷体については特に取上げない。よく「書風」について「六朝

風」唐書風　などの記述がみられるが海書風の解釈について論議が分れよう　淘　ここでは扱わないもの

とする。

招　その他淘　鞠　文字の点画を省略して　文字ないし　文字とする　抄物書」も同じく点画を結合させ

て造形化　たものを「あわせ文字」として別にあつかう。「あわせ文字」については平城京跡海　県内では

梅橋北遺跡の「財生」などがこれにあたろう（財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所「研究所報随は」）。

他に文字の点画の一部を省略したものを「略体文字」とし、本来の文字が確定できないほど造形化した

と恩われるものを「記号的文学」淘文字を反転したポジ形の文字を「反転文字」と呼ぶことにする。

射　水羞　匡＄濫摘　出蓋の墨書土器

水上且区SE且92より折戸53号窯式併行期とみられる3点の墨書土器と緑粕陶器温点が一括出土して

いる。太谷川Ⅲ　の見解によればSE臓　は増井の祭祀がおこなわれ海　墨書土器をはじめとする遺物は

この祭祀の際に一括投棄されたものと推定している。
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′　　　　′：　、ノ：・／′　′　′、∴　．、　　′．′　∴　′‘　　一　・十＿、、　い′　ご　∴／ノ了、、

ことがわかった。
（31

ノ、．　　′　　　て’　　　　′二、　　′ノ．・．．一日　′　一　　∴　′、～、　ノ　∴二′′、′阜′十十．

′　′、　　　　ノ、　　　　　　　‘′・　　　．・、・′ノ、一、r・、′、、ノ　　／‥し　　：二　二　予‥、′　′

として十分機能していた時期に投棄されたものと考える方がより妥当であると判断した。

『太谷川葺』の理解に従えば縁粕陶器と3意の墨書土器は湧水層と考えられる層位の止に一括して投

′　　　　‾　・　　　　　　　　　　′　　．　　ご　　∴一　．　　　′′′　∴）．ん　′二／ノ、．　∴　ノ

l　　　　．　．′ノ　　　　　、こ　上、　：ノ：㌧ノー　　′、／、一　、、二．、ナ′：）ン∴二言：∴ふ　：

、、、、　　　一

′∵　　　　．、：皇5　　－㌧・．′′　日　，′　　∴′、∴　′′

．′　　　　　　　ノ、‘　√′　1－．、、　　　　　　′．／∴′呈・′

′　　　　　　　′こ′′l　′・′′　－　　　．　　′＼‘＼∵言

とあ　淘　いずれも異体字あるいは合わせ文学とみられるものである。

・‘・∴∵＼：　　　一′　・、′・・∴　′′＼′　r　　∴　・　　′　′′　′′＼′ノ、ノ　　′、∴　、・・六、

・　　、′・　　　′：

＼＼　　　′　　　　、′、、’　　ノ了　′・、14一．　′′　′　′　　t、　′・＼′、・‾　∴　′；′、・、′′、　ミ′つ′、・・‾．リノ　二

は「太目再部十それぞれ里なるがl・－ムー一昔のヰノ」寸か）右成上太せられス，、ヰ十　和蒔討Or黒筆太わナ†「つ十一十実の
’‾　’　J　和　一ヽ’一l一　’‾‾　　‾　‘　‾　　‾　．‾　′／　、　、‾．　、｝．‾　　　　　　′、．一一　　ル‾　　）、　、－　、J、　ノ　　、－r　ノし一ヽ　　）　　、．一　、－’　一一′　▼　－　しゝ′　U Lノ、　′　ヽ一　ヽ　　l J・′・ヒニ⊥＼J L」l｝1－　二土二．L二J　ヽ・・＿　1　し′／ヽ一・一　ヽ－′　I Lトー＿．′⊥＿＿一lJ U▼　〉一ノ

′ノ′∴t、二　㌦ノ　ノ．＼・∴′　・‾∴　　′　′！・　∵ノ　′・・＼′／、つ子′言！．て．∴日ソノ十㌧・言ノ！、∴一員′プニて′こ　ノ

締。Aはほぼ完形で出土しているが土器全体がすすぼけているため墨痕が見えにくい。赤外線テレビに

よる観察から墨痕が明瞭であることが知られた。また土器の摩耗も少ない。選については墨痕も鰐かで

あ　鴇土器全体に摩耗が極めて少ない。これらのことから井戸内に投棄された際に墨書されたと考えら

れる墨書土器はAと推定され淘あるいはこれにBを加えるとい　ことになろう。従って鴇投棄の時期は

Aの盛砂¢ともに同一層位から出土していることから同じ時期に投棄されたと考えられるが海墨書され

た時期はそれぞれ少しく異なると考えてよかろう。

SE臓　の上層よ　出ました土器はこの墨書土器の他に緑粕皿結員　的舗澗上層　がある。これ　摩

耗は比較的少ない。さらに淘　＄藍摘　からはこれらの土器の破片が他に認められなかったとい。従っ

てこれらの土器を井戸に投棄した際海　いずれも欠損した状態で投棄されたとい　ことになる。

3点の墨書土器が一括投棄されたものである場合A鞠Cの墨書が何らかの意味をもつものであると考

えることも　それぞれの墨書に共通性があると考えることは早計であろうか。「（箆書瓦器鴇墨書土器など）

は点画の増減海蝕の書体及び同一の書体の部分部分を結合させる淘　さらにこうして作った文字を行書的

にくずす等惚造形的に極めて幅がある」との指摘もあり掬　3点の墨書土器がそれぞれ異体文字⑳合わせ
r4）

文字としたとき鴇　どのような解読が可能であるのか。

a淘異体字とした場合海　　　　　　　　　　　b海　合わせ文字である場合

A（夙）は「風」の異体字　　　　　　　　　　　　「風」と「方」

B（業）は（解読が容易ではない）　　　　　　　「生」と「米」
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C（架）は「賀」の異体字カ　　　　　　　　　　「加」と「太」

以上のように読むことができよう。従ってこれら3点の墨書土器からみちびきだされる文字は

l。風◎生⑳来⑳賀（A◎Cが異体字、Bが合わせ文字）

2．風◎万⑳生⑳来診加⑳大（Å淘Cすべて合わせ文字）

3．風◎万の生◎米◎賀（A⑳Bが合わせ文字も　Cが異体字）

4。風◎生◎米◎加◎太（B◎Cが合わせ文字も　Aが異体字）

の4通りが考えられようと思う。

それぞれの墨書に共通性があると考え、3点の墨書土器が何らかの祭祀にかかわるものであるとした

場合、「異体字」に特別の意味をもたせることはできまい。むしろ、「あわせ学」と考える方が妥当性が

高いように思われる。したがって2の解読がゆるされようか。ただしCが墨書された時期が異なる可能

性もあるのでA⑳BとCが異種の文字と考えることもでき鴇　3の解読を妥当と考えることもできよう。

『大谷川Ⅲ』では「風」「生」「米」は稲作にかかわる文字撃「賀」は吉祥句と考えている。Aを「風」

「万」、Cを「加」「太」と読むにしても「方」「加」「大」を「賀」と同様に吉祥句的な文字と考えてよ

かろう。これに従えば2◎3の解読から導き出された文字のうち戦「風」「生」「米」が農業にかかわる

文字海「方」「賀」（「加」「太」）が吉祥句的な文字と理解することができよう。「風」には「かぜ」「あり

さま」「いきおい」「ならわし」などの他に「馬牛其風」「風馬牛不相及也」などの例から「牛や馬がさ

かりがついて雄◎雌が互いに誘う」との意味がある。これらのことから、墨書土器3点はSE192が井

戸として機能していた時期に一括投棄であろうことと共に、墨書の内容から農業と何らかの関わりをも

っ祭祀的な営み（例えば豊作祈願など）の中で投棄されたものと考えることができよう。

またも増井祭祀との関わりについては出土遺物が緑粕陶器◎曲物の2点、およびさらに上層の礫の投

棄とによって考える必要が生じる。これを以て増井祭祀とするには大きな疑問が残ろう。

這i　這J　お産　戌鵡机上二二の墨書∴器

官用3区SR486からほ5点の木簡と箆書き温点を含む融点の墨書土器が出土している。また、この

S段486と連続しているとみられる宮川4区SR53◎SR54からも計膵点の墨書土器とl点の木簡が出

土している。これら墨書土器は灰粕陶器折戸53号窯式併行期から山茶碗にいたるもので、山茶碗がその

太宰を占めている。木簡についてもSR486出土の5点のうち4点に「南無大鵬日東」と書かれていた

可能性がたかもこの名号は除災の効能があるとして中世において信じられていたという。SR486◎SR53◎
（5）

SR54の墨書土器の墨書内容を整理すると表且のようにまとめられよう。このうち注目すべきは記号⑳記号的な

文字の多いこととも　同一文字が書かれているものが4例あることである。

記号的な墨書のうち「扇」の8点を筆の流れなど観察してみるとも　いくつかの類型にわけることがで

きる。

A類　「しプ」の部分が左を起筆として上から下へ、筆をかえして再び上に運んでいると思われる

もの。　　　　　　　〔775（碗）　MG4－47且（小碗）〕

B類　「㌔J」の部分が右を起筆として上から下へ、筆をかえして再び上に運んでいると思われる

もの。　　　　　〔593⑳960⑳552（碗）　5温7　◎866（小碗）〕
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′　　　　　　　　　　　　ノ

盛は遺髪同監督あるが「腰患」の部分が瀾薮蛇璃竃一画多折と思われるものの

M鎧　～都濃　杉躯碗M

A◎迅海嶺の起筆の差累は左から右に運ぶと紛う一艇的な運筆を考えあわせるとき何らかの意味を技

′了　′∴　　　　　　　　　′

が書いた瑠鰭性が強折と思われる。藍う』た記号的庵同一墨書を所属ある綿は集団の使用者を漬したも

のと考えることもできよ0流
′　一　ノ、　　　　　　　　　′′　　　　　ノ

∴．十　‘′　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　′、

・：　　　　　　　　　　　　　、

闇討の貌榔離虹読賎　監…軋㍉現甥瀾摺あ翫軋　頚髄藍は事に㌃現㌦…凋＆勘離紺的減る縮親

′、′　　　　　　　　　′、　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′

一　′∴

′　、　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　ノ、　　　′

て書かれた瑠能性が高齢。

．、　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′A　ノ　　　　　　　ー　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　′′′′　　　　　　　′

、‘　′　ノ　　　　　　　　　　′　′く　　　　　　　ノ　　．　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′・　　　　　　　　・・

，ノ‘、＿　　一　∵　′　　　　　　　　′　　ノ　　　′

、ヽ　－、　ノ　　　　′′、一一　　し．・　　　　　　　　　ノ　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　、．　　　′

ノ　ノ、ノ＝－．′V　　／　ノ　　　′　　′　　　　　　　　　　　．ノ　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　・

「／∴　し　　′．．＿　、　、′′！、′ノ　　　　　　　′′・ノ　　　　　　　　　　　　　′

時期に太きな隔た　があるとは恩われな締。

．　′’・．′l　　　′　こ　　　′　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′

ノ　／二／′　′、　　　′、　二

′　　ブ、、ノ　′．、　　′　　　　　　　′′　二、ノ　　′　　　　　′．　　　　　　　　J　　　‘　′　　　　　　　　　　・・

′　・・－　ノー′ノ・．∴　　　　′∠、∴　　　　′　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　．

／．ノ　て：）　′・言1．　　′′．／、、′′二′　′、′　：　　　　　　　　′　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、！！′声くん・、、　′・、子／′　　　一　㌧　′　　　′′　′　　　　．　　′，　　∴　　　′　′　′　　　　　　．

館）所収花押のうち最も時代が遜るものは承和且2年のものである。以下文治元年ま菅の花押のうち「頓」

′′一、′一号　√．二二・1－宣言、言‾・一、′・J、㍉∴「ノ　′　′′ノ　‥∴　・、．、　∴　．．′，．こ・　　　　　　　　　　　　　ノ

日日

、　′！再　′し．ノ′、∴一　二′　′　′ノ、一．　　　′　ニ　　　′　　　　′　、．　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　ノ

ー′J　′一ゴ＿．　　、：　′了、′・、　‥ニ　′　′′　′　　　　′、・・・
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′　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　′　　　　′　　一　′〕

．　．　　　、　．・　　　′　′こ　　　、二、．　∴．、、・．・、・．′、こ‥′　　　ノ〕　ノ　′′

言　　　　　　　　　　　　、　　　　　　′　′、．　　‾、．

・、　　　　　　　　　　　　　　　．、　　’　　　　　　′　　　′・）′′、　　十　　′、＿　・′　　‾

′一　　′　　　′　　　　　　　　　　、　　　　　．　　－　′。．・′　　＿、え′　　　′′／′　　∴：′・∴、‥∴・、．

の綿　◎第郎図　がみられることから　幾　を　太　の纂書と考えることも許されるかもしれない。さ

′　　　　　＼、　′　∴　　′、・

′　′．．、一、′．　　・．′．　一′′、　　　　′、．．　、　　　∫　十′：三′∴、、ユ′一　∴、、′　二ン　′

．・′、・　　　　　′′　　　　　　　　　　　・・、ご　′・、　、．　　ノ′′∴、′∴　∴′′ノ・一　日′、J・一ノ

に特別の意味をもつことも考えられよう。

l　′　　′　　－ノ　　　、　　　　　　　　　　　ニ　′ノ、′　　　．′′　ノ　′、、　′　　　ノ

‥　　　　　　　．∴’　　　　　　　　．・　　　／′　　　　　　′　　ノ∴一指　　′こ　　′　ノ

ノ、．．　　　　、・′　　′・・′　）　‘、′、－・　　　　　′　さ　　　、／′　　　′ノ二　・

、　　　　　　　・・　　′　　　　　　　ノ　　′・　′′　　　　′、　　＼′、、．′・ノ、．　′′、∴∴‾′　・一

′　　　　　．　　　　、．′、ノ′′ノ∴′、・．　　．′　′　　′．′．∴．

一　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　、・　　　　　′　　1′　′　　　一ノ　　‥一′　′・・／　′′．

′′・、、　‥′．！lノ　　　　　　　ー・リ　　ノ　∵∴　′言　　′了′　ノニノく1一∴、′」一．一、・

．　　　　　　　・　′　、′　－　　．　　．′ノ！、．　　′　　′ノ　J′　′、、　ノ′．ぺJつ．L r＼与・　　′′声

て折ることが多齢。

「隷書体の書がⅢ樫紀ころに見られなくなるのは海　8怪紀の均一化した文字が以後次第に下層階級に

′．　′　．－′　　′十′　シ、′’、J　㌣　＿、、・二’‘　′．く′　′′∴十一′′∴・－1‾′　∴∵ノ・一ら．っ：∵∴つ′、、1－∫・l－′

になっている」との書風の変化は墨書土器においても反映されて　るものと考えてよかるうと恩。また鞠前
（7）

述のように墨書土器の文学は造形的に極めて幅があるとの指摘もあることから惚木遺跡出土の墨書土器が

灰粕陶器から山茶碗の時期にかけて記号的な文学が増加傾向にあるとともにも記号化がすすむ傾向にあ

ることが知られる。これら記号的な文字が本来の文字の表記と一線を画することによって本来の文学と

は異なる特別の意味を持たせたのではなかるうか。文字として読むことのできるのほ「中万」「菩ヵ」

「十ヵ」「甘」「水」などである。吉祥句か数を表すのか淘　あるいはまた別の意味を有するのか判然とし

ない。ただ一つの仮名文字の記された　みやいめ　は何を意味するのか。宮居女　の文字をあてて考

えることは早計にすぎるが他の墨書内容とあわせて淘吉祥句あるいは呪語的な意味を感じさせる。

ここにあげた遺構以外の平安時代の墨書土器についても同様の傾向がみられるが海　山茶碗の時期にお

いて何点か豪君とみられる墨書がある。快」◎「と」の他に「久」は「久」言〆」は「九工「又」は「晃」

などがそれである。纂雷は形象的な漢字の特色をよく表した古い形式の書体と言え海（中国では漠代以

降も使用せられ海　ことに呪符的な役割もあることも考えられている。）特別の意味をもたせたことも考

えられよう。
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射　ま藍め

、／′　　　　　　　　′、　・、　　　　、、い　　．′こ　／　　　．＼　・ノ　′・、、′′　ニ・．／　ノ　ノ　′′

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′　　　　、　　　　・・、　′へ　　・ノ　　　　・一1．′

′′　　　ノ、　　　　　　ノノ　　　　　′　‘′、＼／－　　．、、′　．′ノ．．・・′

、　一　　　・、　　ノ　　　′　　　　－　　′　　、　　　　　′・・・　　　　　　ノ　　　　′・ごノ．1・　・：、；・‥二二、′・′一　、

く　　　　′．　一　′、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・√　′′　f r′　　　　、＿，・　′　′一．／′’、′∴

、・　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　、．　　′　　′　　　　　　　　、′　　　　　′　∴・一‘　．′　、ノ．、

摘）
、　　　　　　　　　　　一　　　、　　　　・　　　　′　　、　　、・・ノ′J　　′′　ノ′　′、ノ　　　　′

′　　　　　　　　　　　　ノ　　、．′　　′。′’、　、二　　　　、ノ、ノ∴、′′　　　　　り・ノ．∴’′十一　　‥

．　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　′　　　ノ　　・　　一、　、∴′ノ、・、．．　！ノ、＿

一　　　　　　　　　　　′　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　′′　　一′　　　　　　　　　‾、‥′、′

く　　　　　　　　′′ノ　　　　′・　　　　′．A　日、こ′、、　∴　一　ノ　′

、　　　ノ　　′　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ノ、　ノ　　　　、′、／′　一′　ノ　　　　ノ、　　　　′

′　　　　　　　　　ノ　　　　　　′　　　′・　′　　　　　ノ　　′　／′　′　・・　　　　ノ　　　　　　　／′　．．一、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　、J′　　　　　　　　　　　　　　　　′．′　′　1　ノ　、′、　　Y、

！　　　，　　　　　’′′　　　　・′　　　　　　　　　　　　′‘　　　　一　　′h、′　　′　　　－　′．

フL．た／＿、rr＼1ノづこ持しノ＝’ぁ′ノーフヽ　羊　∴匪十＿茫リべ待一叢／∩夕く証1！r廿1′．ヽ　′二王1ナナナ、〝ヽ　上、勘I接に7ト∴乙　一丁＋⊥＿ト＋［ヨ三」一つトこむ、ト　スネヾ　、ノゝ1皐、ノア
LL　て」　ノ　し　て‾‾‾　二メ、Il、J‘i　＼）ノ∵トこ　し」＿　L－11は／J‾！⊥ヽづ葛）一ノ．ノ‾く甲LJ Y＼一／IJ、11㌧ノ′」レ／し一　て」）一／　」　「リロンI　ツ　’d＼・－　」　Vd、l‾11‾‾一【－11ツ　」ご　Cナ、　ノ／J‘‾ヽ　　Jl・久」一

′　　′　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　′　ノ′　　　　　　′　　′

（11広lm，t草戸丁・軒町遺跡調杏研′加叶「草＝‾千軒　木簡一』1mは

UZ，）永野正好月甘福①除災ムノーその考古学－一つ『国立應史民俗博物館研究報告第7集』1985

（：十）発掘調査経過やこれに添った写真記録によればS E192の調査にあたり、まず北側半分を調査している。この際Aの墨

書土器が出I二している。計測仙甘口廿が5．し）98Il一、卜端が4．631mである。しかし全体かすすぼけていたため墨書土器と

は判断できなか1たようで！墨書土器」との注記はない。

このAの墨書土器を取上げた後さらに井戸の検出作業をすすめている。北側半分の検出作業の後土層断面の調査をおこ

ない、さし’）に南佃‖二・分の検出作業にはい一・）ている。こしリl軸別の検出作業により緑粕陶器が出土している。さらに、この緑

紬陶器の下層にB o Cの墨書土器が出土している。計測値はBは2分されており、B一一一11が4．銅m e4．624nl、Bl11－2が

4．6511104．632Ill．Cは4．74111e4．687nlである．従－・）て緑柚陶器とB o Cの墨書土器の出土層位は約35cmほどの差異を

もつ。

さて、墨書土器Aの計測値は上端か卜端かはともかく、明らかに計測時の誤りであろうことは容易に推測できる。矢田

勝調査員は『実谷川Ⅲ』においてこれを下端4．631mを誤りと判断し、かつBoCの計測値も誤りであるとして緑柚陶器お

よび3点の墨書土器を5m前後の廿一一一一位置にあーノ・）たものと理解している。また、発掘調査の現場担当者の所見も同一層位

であるという。しかし、Aの墨書土器、緑柚陶器、B e Cの墨書土器はそれぞれ時期を違えて計測していると理解すべき

であり、Aの計測の誤りからB e Cの計測値すべてを誤りと理角ギすることは問題があろう。Aの出土位置はSE192の平

面図からほば5．038mから4．297mラインのうちにあり、Aの下端4．631mとの計i射直と近似Lていること。また、A。B
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⑳C3点の墨書内容が　あわせ字　あるいは「異体字」と思われる共通点があること。墨書部位もAが外底部確　Bが外休

部、Cが内底部とまとまりが感じられることなどから、むしろAL1）上端は．098nlのみを誤りとし、Aは圭6∠rllITl付近にあ一）

たと理解する方がむしろ自然ではないかとの判断からAe B色－C3点の墨書土器か圭6～4JIllのIri上層位にあり、緑軸陶

器の下層にあ一）たと理解した。

（射　北島信一「遺跡出土の文字資料にみる8鞠l華緒の表記文化の特色…書道史の立場からの分析‥」

（5）（2）に同じ

（6）（3）に同じ

（7つ　浜松市教育委員会用干場遺跡遺物編2。パ1980

（8）（3）に同じ

（9）・官瀧交二「古代村落と墨書土器一一一一一八千代市村上遺跡の検討一一一つ史苑44一一一一一一一一21985
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去互専葺二。芥一　覧（文字、ノ言語）

（『伊場遺跡遺物編2』「静岡県下墨書土器出土地地名表」以降に出土及び報告されたもの）

且。坂尻遺跡第2次調査　　袋井市教育委員会『一般国道且号袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発

掘調査概報』ユ982

須恵器

「東家」「山科」「女子」「豊□」「冒椴」「嶋津」「主」「輝子」「小カ」「×女」「有室」「玉郷最」「干

山」「第刀」「家」「［コ（石カ）田」「前×」「［コ（孫カ）×」「竹寸家」「子女」「西田」「口（意力）」

「前」「竹寸」「□（宅カ）主」「秋口」「足」「間口」「澤」「⊂載女」「朽遠」「東」「宗」「新□」「新」

「口（黄カ）美」「前玉」「大口」「」「浄室」「□（殿カ）」「後家」「×野厨」「佐野厨家」「竹寸

殿」ほか

土師器「□（有力　ロ」「予山」

中世小皿「O」

2。坂尻遺跡第3次調査　　袋井市教育委員会『一般国道且号袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発

掘調査概報』1983

須恵器

「予山」「［］女」「竹寸□（殿カ）」「□白」「後家」「子女」「□（宗カ）」「〕刀」「○（主力）」「亡］（豊

力11「口！「口相謙一1「胞車l「壷‘「1「宕力1i「宴丘宥l「二仁一かi「「1「五ナ11「竹子「11r宕カ1I「．了つ
ノ）　ノ　」　　l　　トーl　＿」　l　トーI IJノ＼／　ヽ　」　　l　．7I†Jl‾1－　」　　l　／lヽ－　」　」　　　＼／Jヽ－　ノ　V　ノ　＿1　1　ノけl　ノJヽ－　」　　l　　」　　＿′ヽ　」　　l L　」　　　　＼　ノへ　ノV　ノ　」　　l l J J J　」　　＼ノJヽ－　ノ）　／　」　　l J J

「□満」「四年」「十四」「山科」「目根」「嶋」「辟」「石田」「第」「大成遜「甘」「津」「辟昆」「辟富」

「坂井」「市」「三年水鉢　騨」「目根◎家」「大日日請澤家」「佐野厨家」「新家」ほか

土師器「山」「王□」「［コロ（臼根カ）」

灰粕陶器「目」「書」「茶、」

3・東笠子（HK）第27地点遺跡　湖西市教育委員会『東笠子（HK）第27地点遺跡発掘調査報告

書』1982

山茶碗　　「の」「メ」

も　三新田遺跡　富士市教育委員会『三新田遺跡発掘調査報告書』且983

土師器　　「贋足」「三枝ロロ」「三」「貞」ほか

5。川久保遺跡　　細江町教育委員会『川久保遺跡ほか淘発掘調査概報』且982

山茶碗　　「太」

6。西立遺跡　　浅羽町教育委員会『青木遺跡◎馬場第且遺跡⑳西立遺跡』1982

（灰粕陶器～山茶碗？　「王」ほか）

7．見怪奇遺跡　　磐田市教育委員会『見性寺遺跡発掘調査概報』1985

美濃瀬戸系小碗　　「漆岳○意上座銅器」

8．見付端城　　磐田市教育委員会『見付端城発掘調査概報』1986

ロコ」ほか

9．野際遺跡　　磐田市教育委員会『野際遺跡』1984
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血茶碗　　「辛」「菜」「中」「ち」ほか

摘。遠江新居宿欄殿跡　遺跡　　新井町教育委員会　遠江新居宿　御殿跡　遺跡』

銑粕碗　　「九」ほか

蓬。都田川流域の遺跡　　細注町教育委員会　都田川流域の遺跡』摘酎

陶質土器机2C後薬）寺」森遺跡の対岸の三和排水機場建設工事の際採集）

は　赤塚遺跡　　焼津市教育委員会『赤塚遺跡』且986

「〔〕」

は　小川域遺跡　　焼津市教育委員会　焼津市埋蔵文化財発掘調査概報2』且982

中世陶器　　「七郎丸」紆予カ」）ほか

温逢せ　御殿怨二之宮遺跡　　磐田市教育委員会『御殿◎二之営遺跡発掘調査報告‡』1981

∴1．、′

「花」「央」「方」「江」「王」「ヱ」「刃カ」「色カ」「腰カ」咄「敢カ」「（人面）」「OJ「ヂ」「×」

「豊カ」「太」「夫」「田」他日キ」「太」「カ」「宗」悸方」「藤井」「綾生」「贋力佐」「袖口」

「敢石部」「［コ石部」「ロ家」「豊毅」

土師器

「敢カ」団締れ「車力」「担」「0」「太」「キ」「太」「野カ」「宗」「者力佐」「不」

灰鞄陶器

′＼ノ′

蟻。宮下遺跡　　静岡県埋蔵文化財調査研究所『宮下遺跡（遺構編）』ユ985

「巻上「家来「若」淘　専雷　ほか鮒点ほど

路。内荒遺跡　　静岡県埋蔵文化財調査研究所『内荒遺跡』（遺構編）1986

主」建　ほか開点ほど　なお川合遺跡でも2点出土しているという。）

盈7。山廻遺跡　　藤枝市教育委員会『日本住宅公団藤枝地区埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ…奈良時代鞠

近世編－』且981

盈8。土橋遺跡　　袋井市教育委員会『土橋遺跡』且985

須意器

「麟厨」「里人」「上人」「里雷」「久」「×呂」「廣」「＋」「木口」ほか

土師器

㌦一′′‘、、・

温9。玉越遺跡　　袋井市教育委員会『玉越遺跡』1986

灰粕陶器　　「太」ほか

20。東平遺跡　　富士市教育委員会『東平一遺物◎考察編』ユ981

土師器

「冬カ」「方」「文カ」「赤」「太（へラ）」「年」「孔カ」「通力」「若富」「可カ」のち「月」

2且を　居倉遺跡　　島田市教育委員会『居倉遺跡』ユ987
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灰粕陶器

「尺」「尺（朱書）」「馬」「酒杯」「壬（（朱書）」「二万」「田」「人」「巳」「寿」「大富」「珍」「定（朱

書）」「常」「文」「苓」「財」「青」「豊加」「加」「勝部」「□石」「□」「富」「様」「在」「生」「東」

「仙」「加万」「上」「休□」「川口（墨書・朱書・へラ書）」など

墨書土器関連発掘調査報告書等一覧

1．伊場遺跡発掘調査報告書第4冊　伊場遺跡遺物編2

2．静岡県浜名郡可美村　城山遺跡調査報告書

3．昭和56年度一般国道1号袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発掘調査概報板尻遺跡

第2次調査

4．昭和57年度一般国道1号袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発掘調査概報板尻遺跡

第3次調査

5．三新田遺跡発掘調査報告書

6．川久保遺跡はか発掘調査概報　細江町都田川河川改修工事に伴う遺跡調査報告

7．青木遺跡・馬場第1遺跡・西立遺跡　県営田圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書（昭和56年度分）

8．昭和59年度見性寺遺跡発掘調査概報

9．昭和60年度見付城発掘調査概報

10．野際遺跡2・3地点発掘調査概報

11．調査概報遠江新居宿「御殿跡」遺跡

12．都田川流域の遺跡　細江町都田川河川改修工事に伴う遺跡範囲確認調査

13．赤塚遺跡－焼津市立焼津南小学校屋内運動場改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－

14．焼津市埋蔵文化財発掘調査概報2－昭和56年度－

15．御殿・二之宮遺跡発掘調査報告1

16．昭和58年度静清バイパス（川合地区）埋蔵文化財発掘調査概報－川合遺跡第1次調査－

17．宮下遺跡・内荒遺跡・川合遺跡静清バイパス（川合地区）埋蔵文化財発掘調査の概報

18．永原追分遺跡

19．日本住宅公団藤枝地区埋蔵文化財発掘調査報告書3－奈良・平安時代編－志太郡

衛跡（御子ケ谷遺跡・秋合遺跡）

20．日本住宅公団藤枝地区埋蔵文化財発掘調査報告書4－奈良時代～近世編－　滝ケ谷

古窯跡・内瀬戸火葬墓群・他

21．一般国道1号袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発掘調査報告書　土橋遺跡－基

礎資料編－

22．一般国道1号袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発掘調査報告書　玉越遺跡

23．西富士道路（富士地区）岳南広域都市計画道路田子浦臨港線埋蔵文化財発掘調査報告

書　東平　－遺物考察編－

24．長者平遺跡昭和54年度緊急発掘調査概報

25．静岡県湖西市東笠子（HK）第27地点遺跡発掘調査報告書

26．居倉遺跡発掘調査報告書
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第2節　Å形丑製品に「ついて

頂の　Å形丑製品出立過磯

前述したように人形土製品の出土を見た遺跡は比較的少ない。「古代の祭祀と信仰」（国立歴史民俗博

物館研究報告第7集）より抜すいし、若干の資料を加えた人形土製品出土遺跡地名表を別表に示した。

亀井正道氏によると、これに数遺跡が加わるが、いずれも採集品のようである。全体としても残念なが
（1）

ら採集品あるいは偶発的な発見が多い。

出土地を概観すると関東地方で6例、東海地方（静岡◎三重）でH例も近畿地方で6例、中国地方で

4例、九州地方で10例を数える。（亀井氏によると他に近畿2例、中国2例も九州5例がある）。東海地

方と九州地方が多いことが目につく。このうちまとまった資料としてほ埼玉県今泉遺跡、静岡県中津坂

上遺跡も三重県章山遺跡も大阪府奈良井遺跡鴇鳥取県谷畑遺跡、広島県宇山遺跡、大分県浜遺跡等があ

げられる。このうち奈良井遺跡を除き、他の遺跡は人形土製品だけでなく、鏡⑳玉類◎円板等それぞれ

構成要素は違うものの他の漉製品を伴っている。特に坂上遺跡では武具◎紡織貝⑳農耕具◎什器類等種

類は豊富である。また動物形土製品も注目され海浜遺跡を除き出土している。動物形土製品は坂上遺跡

は犬とされ、章山遺跡でも犬としたものが1点出土している。また奈良井遺跡では鶏であるという。さ
（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

らに今泉遺跡では牛のようなものがあり、宇山遺跡では馬形が温点出土しているという。さらにこれら
（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

の遺跡の地形に注目すると、亀井氏が指摘しているように台地状あるいは峠状地形をしたところに多い。

今泉遺跡◎坂上遺跡◎宇山遺跡がこれにあたり、土製品の種類等似ている点が多く、亀井氏は『肥前国

風土記』などに見える道の神◎境の神などの荒神への献供品である可能性を指摘している。また上記の

例ではないが鹿児島県伊佐郡の三遺跡（大迫⑳岡野⑳津栗野）も平野をみおろす丘陵部の斜面に位置し、

火葬墓の副葬品と考えられるが‰荒神祭祀がおこなわれた可能性も指摘されている。この他では革山遺
（7）

跡は周囲に円墳2基と方形周溝墓ユ4基がならぶ丘陵尾根沿にある方形台状遺構と命名された遺構内の北

東部にその大半が出土した。特殊な遺構での出土で他の例とは異なるがも付近に古墳を有すること◎丘
（8）

陸屋根沿に位置すること等、先にあげた諸遺跡との共通点もみられる。奈良井遺跡は生駒山地から派生

する丘陵上に位置する。一辺約40m、最大肩幅約5m、深さl～生5mのU字形の溝状遺構二方形周溝

遺構が検出され、土師器◎須恵器とともに土製模造品（人形◎鶏形等）が出土している。やはり丘陵上
（9）

であり東方には円墳2基が存在するようで章山遺跡とは共通点を有す。これら2遺跡はその特異な出土

状況もさることながら、土製品に伴出する土器から年代を確認しえたことの意義は特に大きい。章山遺

跡で伴出した須恵器地は5世紀末～6世紀初頭で、奈良井遺跡は5世紀後半～6世紀中頃と考えら

れている。このことは同様に土製模造品を多量に出土した土器の伴出のない他の遺跡（今泉遺跡◎坂上

遺跡等）の年代を考える上で重要である（向坂氏は坂上遺跡の年代を6世紀前半としている）。大分県
（10）

浜遺跡は別府湾に面する砂丘遺跡で南側に低丘陵があり、古墳群が存在するという。偶発的な発見で出

土状況の詳細は明確でないが、人形のほか、円坂◎土製品◎手づくね土器等が出土している。海人系の
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集団につらなる人々の遺跡とされ海　蝕の遺跡とは異なった性格を有しているようである。
（H）

さても　これまでふれた種々の模造品を含む遺跡以外にも特徴的な遺跡がある。竪穴住居跡出土例とし

ては干葉県北の台遺跡5号住居址、東京都多摩ニュータウン甑8猶遺跡　号住居址協　同馳摘　遺跡　号

住居址があげられる。北の台遺跡では周辺の床面に土馬3点も人形且点が∴馳配掛遺跡ではカマド内にÅ
（12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）

面影土製品2点と紡錘車状土製品⑳有孔閏板状土製品が出土しているとい。いずれも平安時代であ娠

住居跡のカマド近くという共通点もあり興味深い。

古窯跡からの出土も多く静岡県で4例、三重県の岡山県◎福岡県でそれぞれ漫例認められる。鼠鞠2

点の単独出土で須恵質のものがほとんどであり海年代的には三重県例の岡山県例を除き奈良時代である。

出土地が多い九州では火葬墓に伴う例が多く鴇先述した鹿児島県伊佐郡の遺跡群のほかも熊本県蚕業

試験場遺跡でも蔵骨器様の土器に土馬◎土製人形が伴っており興味深い。年代は奈良軸平安時代という。

このほか鴇　古墳出土例もあるが追葬も考えられ土馬資料とともに論義が分かれるところである。

以上概観したように人形土製品が他の土製模造品を多く伴い出土する遺跡は疇状の台地状あるいは丘

陵上に存在する例が多く海　この中には5世紀後半鞠6世紀と考えられる遺跡がある。また鴇奈良時代以

降では住居跡◎古窯跡◎火葬墓等地域により特徴的な遺構から出土　ている。このよ　にして考えてい

くと、本遺跡のように低地の旧河遠から大量に出土した例はなく海蝕の土製模造品も丸玉◎鏡などごく

小数あるものの人形◎馬形にくらべ極端に少なくも　人形土製品が大量出土した他の遺跡とは性格を累に

していると考えられる。

監　構成要素

人形土製品に伴う祭祀関係遺物の構成要素であるが滝本遺跡のものは残念ながらその全てが旧河遠か

ら出土しており他の遺跡のようにも　そのセット関係を明確には把握できない。ここでは鴇まとま　〝　と

してとらえたものについてその状況を述べるが大きな河道内の遺物であり其伴関係を認定することはで

きない。

56点と最も多数を出土した宮川6区SR3且2ほ動物形土製品も66点出土している。他に馬形木製品3

点◎舟形木製品温点◎刀形木製品かと考えられるもの3点⑳斎串状の木製品5点が出土している。玉類

では勾玉　点◎石製丸玉謂点⑳土製丸玉　点⑳管玉　点がありも他に耳環3意も石製紡錘車2点◎鈴温

点なども出土している。人形土製品◎動物形士製品の点数が似通っていることは注目されるが淘伴出土

器に大きな幅があり海　蝕の遺物も含めて一括とは考えにくい。

宮川6区Sり322は旧河遠の中州状の地形にある溝状遺構で鴇人形土製品3点と動物形土製品6点が

出土し、他の祭祀遺物はみられない。また水上　区　Ⅹ鋸　は人形土製品のみが集中しており海　関遺構

の北9mの同一面で馬形土製品と土師器群が出土している。同じ水上7区旧太谷川の人形土製品（第

89図25）と動物形土製品（第94図67）は同一地点で出土し、付近に他の遺物はみられなかった。これら

のことは人形土製品と動物形土製品がセットで使用された可能性を示しているが言日河道内の限定区域

のことであり鴨　可能性があるという程度にすぎない。他の人形土製品は旧河道内の単品出土に近くも他

の遺物との関係を論じることは不可能である。

3．まとめ
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以上みてきたように本遺跡出土の人形土製品を全国の出土例を参考にその出土地◎遺構◎祭祀関係遺

物の構成要素などを比較し考えてきたが、その特異な出土状況のみを際立たせる結果となり次の問題が残さ

れた。

勘　多数を出土する遺跡には峠状◎台地状あるいは丘陵上に存在するものが多く、本遺跡のように低地

の旧河遺からの大量出土は他に例がない。人形土製品を用いる祭祀の様相に一石を投じたことになるが、

その様柏を窺い知るような出土状況ではないので河川二水と人形土製品の関係の解明は今後の課題とな

る。

（2）人形土製品を用いる祭祀の構成要素は他遺跡のように明確には把握できない。動物形土製品が共に

使用された可能性があるが断定できない。旧河道の大きな範囲では馬形⑳舟形などの木製模造品、勾玉

⑳丸玉◎管玉などの玉類などがあるが、他遺跡には例がなく、全てが一括とは考えにくい。

制　本遺跡の人形土製品は数形態に分類できるが、伴出土器に大きな幅があり年代は限定できない。こ

の中には他の遺跡出土のものに類似するものがあるが本遺跡独自のものも多い。

大きな問題が未解決のまま残されたが、本遺跡出土の状況はこれらに答えられるようなものではない。

仮に人形士製品が動物形（馬形）土製品とともに旧大谷川に投じられたものであるとすれば、亀井正道

氏や水野正好氏が指摘しているように『肥前国風土記』の佐嘉郡の条にみえる道祖神⑳境神などの荒神
（14）

を和める祭祀の状況を本遺跡は示しているように思えるが、浅学ゆえに検証する力を持ち合わせていな

い。ここでは問題提起だけにとどめ、今後さらに明確な資料の増加と諸氏の研究成果に期待したい。

㈲　亀井正道「浜松市坂上遺跡の土製模造品」『国立歴史民俗博物館研究報告』第7集1985

（2）向均鋼二「浜松市都田町中津◎坂上出土の祭祀遺物」『考古学雑誌』第50巻1号1964

（3）松阪市教育委員会『章山遺跡発掘調査月報馳6』1983

縄　四条畷市教育委員会『奈良井遺跡現地説明会』1979

（5j　椙山林裾「関東」『神道考古学講座』第二巻1972

（6）（1）に同じ

鼎　新東晃一「南九州における人形◎馬形土製品の祭祀形態」『古代文化』第30巻、第2号1978

（8）（3）に同じ

（9）（4）に同じ

（1α　向坂前掲書によるが、亀井正道氏は「建鉾山一福島県表郷村古代祭祀遺跡の研究－」において6世紀後半と

している。

（11）大分県教育委員会『浜遺跡』大分県文化財調査報告第48輯1980

（12）千葉県企業庁『北の台遺跡』千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書Ⅲ1974

（13）噺東京都埋蔵文化財センター「多摩ニュータウンNは855遺跡」『多摩ニュータウン遺跡一昭和55年度－』1981

湖　水野正好「馬◎馬◎馬－その語りの考古学」『文化財学報』第二集1983
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Å形丑製品出蓋遺跡地名表

番号 遺 跡 名 都府県 時代 共　　 伴　　 遺　　 跡
点数 ！備 考

文　　　　　　　　 献

1 今泉遺跡 埼　 玉 古墳 石製模造品 人形　　 A 文化財保護委員会
（有孔円板 e勾玉 e剣 ・白土 。鏡 20点 『埋蔵文化財要覧J 2　　 1959

等）動物形土製品 以上
手づくね土製模造品 （棒状異）

2
！北の台遺跡 ！千 葉

平安
！土馬3 点 ◎土師器 i人形

l点

i B

L竪穴
住屠）

‖ 離 職 摘 」

『千葉 ニュータウン埋蔵文化財

報告書」Ⅲ　 1975

3 大道遺跡 千　 葉 採集品 人形　　　 H （財）千葉文化財センター

（同遺跡内に古墳～平安の 主点 『千葉市大道遺跡

住居址あり） ［】11！
生実城跡発掘調査報告書』1983

4 館山市 千　 葉 古墳 土製模造品 （円板 ・勾玉 ・丸玉）
】】人形 ；　 A 椙山林聴 「関東」

東長田谷 終末

期

手づくね土器 。土師器 。須恵器 l 点　 （麓の

祭祀）

『神道考古学講座』第二巻　 1962

5 多摩ニュー 東　 京 平安 土製模造品 人形　　 B 東京文化財センター

タウン （紡錘車状e有孔円板状e土玉状） 2 点 （堀込み） 「Nは855 遺跡」

Nは855 遺跡 100 点

手 づくね土器

『多摩ニュータウン遺跡一

昭和55年度』第 4 分冊 19鋸

6 多摩ニュー

タウン

東　 京 平安 土製模造品 （円板 e玉状 e スタン

プ形 ◎棒状 ⑳管状）

東京文化財センター

「P血144 遺跡 1

Nは144 遺跡

手づ くね土器 の堀込み） 『多摩ニュータウン遺跡一

昭和56年度』第 1 分冊 1982

7 郡遺跡 静　 岡 土馬 。石製模造品 （勾玉）土製品 人形 H 磯部武男 「藤枝市内出土の祭祀遺物

各 ユ点 ユ点 について誹 駿豆考古』12　 1972

8 助宗古窯

跡群

静　 岡 8 ・

9 C

須恵器 人形

2 点

C

（須恵鷺）

9 南原3 号

窯跡

静　 岡 奈良

前期

須恵器 ◎瓦 ◎土錘 人形

l点

C

（須恵 質）

灰原出土

島田市教委 『南原瓦窯跡』　 1㊦l

10 清ケ谷

古窯跡

静　 岡

l

奈良 人形

ユ点
！

C

（須恵質）

袋井市役所 『袋井市史J

通史編 1983

11 水ケ谷

奥窯跡

静　 岡 奈良 土馬 （須恵質） 人形

上患

C 大須賀町教委

『活ケ谷古窯跡群白山窯跡

－ 1978 の調香－』　 1卯9

12

l

坂尻遺跡

′　　 l

静　 岡 奈良 斎串 ・須恵器 （杯） 人形 D 袋井市教委

土師器 （杯 ◎皿 ◎賓） l 点

l

（須恵質） 『一般国道袋井バイパス埋蔵文化財

発臓調査概報』 1981

13 中津坂上 静　 岡 6 C 土製犬形 向坂鋼二

遺跡 前 土製模造品 （武具 ◎機織貝） 「浜松市部田町中津 e坂上出土の

手づ くね土器 祭祀遺物」

『考古学雑誌』第50巻 1 号 1964

亀井正道

「浜松市坂上遺跡の土製模造品」
『国立歴史民俗博物館研究報告』

第 7 集 1985
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番号 遺 跡 名 都府県 時代 其　　 伴　　 遺　　 物 点数 備　 考 文　　　　　　　　 献

14 阿弥陀堂 静　 岡 奈良 土馬6 点 （土師質）◎土師器 人形 C 樋日活之 「静岡県浜松市阿弥陀遺帆
遺跡 平安 須恵器 ◎鉄器 の砥石 4点 （平窯） 『日本考古学年幸副5 1957

15 藤谷埴輪

古窯

三　 重 古墳

後

i埴輪◎須恵器
人形

主点

C 村上安生 「三重県形象埴輪出土地

『形象埴輪の出土状況』

第17回埋蔵文化財研究会資料 1郵5

16 草山遺跡 三　 重 古墳 有孔円板　目 ） 人形 A 松阪市教育委員会
（5 C ）土製品 （犬 ・鏡 。玉ほか） 28点 『事由遺跡発掘調査月報』

手づくね土器 No．6 、Nは10 1983

17 小中遺跡 滋　 賀 古墳 人形

2 点

18 市三宅東

遺跡

】

滋　 賀 弥生

（？）

人形

ユ点

19 長岡官 京　 都 平安 須恵器 ・土師器 ・宝珠硯。緑柚皿 人形 G 「長岡官遺跡第111次（7A N llD 地区封

（111 次） （8C
末）

帯金具 e漆器片 1点 （包含層） 『向日市埋蔵文化財調査報告書』

第8 集 1982

20 奈良井遺跡 大　 阪 5 C 鶏形土製品 e馬骨 ・馬歯 e須恵器 人形 A 四條綴市教育委員会

後半 滑石製日義 ◎男根状木製品 12点 D 「奈良井遺跡現地説明会」　 1979

～ 6

C 中

手づくね土器・底板等の木製品 大阪市立博物館

「動物の考古学」　　　　　 1987

21 河高上ノ池

遺跡

兵　 庫 古墳

中期

土製模造品 （勾玉・鏡）

手づくね土器

人形

6 点

22 塚穴山古墳 奈　 良 土馬 （ユ） 人形

3点

E 「天理塚穴山古墳調査概要」

『昭和40年度日本考古学協会

研究発表要旨』1965

23 谷璃遺跡 鳥　 取 古墳 有孔円板（1十・土製品（イノシシl。人形 A 倉吉市教育委員会

後期 動物形 4）e土製模造品 （円板 1） 1点 （集落） 『四天王寺地域遺跡群遺跡詳細分布

手づくね土器 0 8）◎須恵器

土師器 ・カマド
調査報告書』1982

24 須恵窯跡 岡　 山 上馬 （1） C

（須恵質）

大場磐雄 「上代馬形遺物再考」

！　　　　　　　 ヱ970

25 宇山祭祀跡 広　 島 古墳 動物形土製品・土製模造品（円板。 人形 A 是光吉基
後期 勾玉 ・丸玉・管玉 e棒状土製品・ 2点 「広島県世羅出土の祭祀遺物」

有構棒状土製品 ・柄杓。短甲 e有

溝板）e手づくね土器（鉢10 ・柑1）

『考古学ジャーナル』 5号　 1969

26

‡

細田遺跡 広　 島 弥生
後期

弥生土器 人形

1点

G

包含層

『広島県安佐郡佐東町細田遺跡

細迫遺跡調査概報』 1968

27 丸ケ谷遺跡 福　 岡 奈良 須恵器 C
描 窯跡つ

1
28 i

29

太郎丸遺跡 i

御床遺跡

福　 岡

福　 岡

古墳

後期

古墳

後期

漂 ㌘ 孟子警模造品 （勾玉） i
人形

1点

人形

8点

i

G

（包含層）

大場磐雄 『祭祀遺蹟』　　　 1970

小田富士雄

「九州」
『神道考古学講座』 2　　　 1967
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番号 遺 跡 名 都府県 時代 其　　 伴　　 遺　　 物 点数 備　 考 文　　　　　　　　 献

30 大塚古墳 福　 岡 古墳 土製品 （板状）1 人形 E 「春日市下白水大塚古墳出土品」

後期 7点 （古墳

墳丘中）

『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査

報告』第5 集 1979

31 千原台遺跡 熊　 本 平安 須恵器 e土師器を入れ子式にし、 人形 G 熊本市教育委員会

か その中に納入 ユ点 （包含層） 「千原台遺跡」 『熊本市西山区文化

財調査報告書』1969

32 姦業試験場
！熊 本

奈良 士馬 4 ・須恵蔵骨器 人形
！ E

小出富士雄 「古代形代馬考」
遺跡 ～

平安

8点 『史淵』第 105 。106 合輯　 1971

大場磐雄廿祭祀遺蹟』　　　 1970

33 浜遺跡 大　 分 古墳 土製模造品 （円板 6 e 突起付円板 人形
I ト

ヨ
大分県教育委員会 「浜遺跡」

後期 4 ・土製玉 1） 7点 （土拡？） 『大分県文化財調査報告』第48輯

か 手づくね土器 1980

34 牧野遺跡 鹿児島 奈良

平安

土馬 A

（祭祀跡）

志布志町 『志布志町誌』　　 1釘2

35 大迫遺跡 鹿児島 平安 墨書土器 （球形土器）

土師器 （壷 ・聾・杯）

人形

3点
E

（火葬墓）

新東晃一 「南九州における人形 e馬

形土製品の祭祀形態」

『古代文化』第30巻　 第 2号 1987

36 岡野遺跡 鹿児島 奈良 上馬10 ・土製模造品（円板）10

土師器 （甑のみ）

人形

10点

E

′′

筐　　　 ！
37

】
津栗野遺跡

l
鹿児島 奈良

！ 】
土馬 l ・須恵器

l
人形

ユ点

I
E

（火葬墓） ′′

38 基の神遺跡 鹿児島 奈良 土馬 （多数）・須恵器 人形 E 木村幹夫　 寺師見国 「鹿児島県伊佐
多数 （火葬墓） 郡の古墳」

『考古学雑誌』第26巻　 第 6 号

1936

※　A－祭祀跡・B一住居跡。C－古窯・D一溝・E一古墳e火葬墓・F一土拡。Cv包含層・H一採集
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柑載　凰

放射性炭素年代測定について

1．は　じ　め　に

遺跡の形成された基盤層の推積年代及び出土遺物等の年代決定の手掛りを得るため、放射性炭素14C

による年代測定を学習院大学理学部年代測定室の木越邦彦氏に委託し実施したのでここにその結果を報

告する。

霊。試　　　料

大谷1◎2区で検出された登呂遺跡南東に拡がる沖積低地の堆積物中の木片5点、丸木舟破片1点、

植物遺存体（ヒシの実等）1点の計7点である。詳細は表および土層柱状図により示す。

試料一覧表

名　　　　 称 採取年月日 出土層位 備　　　　 考

A 木　　　 片 1984．5．18 ④層　 中位 弥生中期の遺物包含

大沢スコリア（？）の上位

B ／′ 1984．7．27 ④層　 中位

C 〝 1984．8．7 ⑤層　 中位

D 木片 （丸木舟） 1984．7．26 ⑥層　 下位

E 木　　　 片 1984．8．6 ⑦層 縄文後期の遺物包含

F 植物種子 （ヒシの実含む） 1984．5．24 〝 〝

G 木　　　 片 1984．8．11 ⑧層　 下位

2－1細砂（風性）

箸…2礫細砂（海惟）

⑦－3紐砂（風性）

昔　時灰色粘土

⑨　茶褐色粘土（泥炭含む）

⑤　黄褐色粘土と灰色粘土の互層（下部に大沢スコリアらしい火山灰含む）

l⑥　暗黄褐色粘土

笠　粘土混り細砂（泥炭・植物種子混る）

②　黒灰色粘土

：含　砂礫

試料採取地点土層模式柱状図
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乱　測　定結果

木越氏より得た測定結果は次の通りである。

C o d e N o 〔 試　　　　　 料 B ◎P 。年 代 （19 50 年 よ りの 年数 ）

G a K －1 2 2 68 ． W o o d　fr o m S h in m eib a r a S ite l 3 3 5 0 ± 1 1 0

S a m p le A 。 1 4 0 0　B ．C ．

G a K 車12 2 6 9 ． W o o d　fr o m　 S h in m e ib a r a S ite． 2 8 8 0 ± 1 0 0

S a m p le B の 9 3 0　 B 。C ．

G a K ‾1 2 2 6 0 つ W o o d　fr o m　 S h in m e ib a r a　S ite．

S a m p le C 金

2 8 2 0 ± 1 0 0

8 7 0　 B 。C 。

G a K －12 2 7 1 ．
［

W o o d　f r o m　 S h in m eib a ra　S ite 。 2 6 8 0 ± 1 0 0

S a m p le D 8 7 3 0　 B ．C ．

G a K －12 2 7 2 ． W o o d　fr o m　 S h in m e ib a r a　S ite． 3 5 5 0 ± 1 2 0

S a m p 且e 監 1 6 0 0　B ．C ．

GaK－12273．

GaKl12274．

Wood from Shinmeibara Site．

Sample F嗜

Wood from Shinmeibara Site．

Sample G。

3380±110

1430　B．C．

6520±120

4570　B．C．

なお年代値の算出には14Cの半減期としてLibbyの半減期5570年を使用した。また付記した誤差はβ

線計数値の標準偏差びにもとづいて算出した年数で、標準偏差（one s豆gma）に相当する年代である。

試料のβ線計数率と自然計数率の差が2び以下のときは鴇　3ぴに相当する年代を下限とする年代値建塗P尊）

のみを表示した。また試料の、β線計数値と現在の標準炭素についての計数率との差が2び以下のとき

には、Modernと表示し、ぴ14C％を付記した。
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相磯　霊

花粉分析調査報告

（駄）パーJノ　L∵－；し－t－　ヴ㌔．ぞ

畳。試　　料

試料は惚神明原⑳元宮川遺跡における宮川l区より採取されたボーリングコアである。受領した試料

は先に受領した甑蓬　◎3　⑳5　◎8◎12⑳摘◎ユ6◎ユ9◎22⑳24⑳25◎27◎29◎32◎34⑳35◎38◎40◎43◎

48◎50◎55の22点と後に受領した相貌2砂4◎7◎9◎ユ0⑳17◎23⑳30◎36◎42◎44⑳53のユ2点、合計34

点になる。全試料から宮川且区のボーリングによる地層柱状図と試料を検討しも分析試料を選択した。

分析試料は花粉化石の少ない砂試料もあったのでも　それらを除き甑l◎2⑳3　⑳4⑳5◎7⑳8◎17◎

22魯23⑳24⑳25◎27◎29⑳30⑳32⑳34◎35◎36◎38⑳40◎42◎48◎50◎53◎55の26点を選択した。それ

らの位置◎岩質については図且に示した。

◎　化石の輸出

花粉◎胞子化石の抽出はも試料3～ユ59（湿重）を秤量Lも48％HF－重液分離（Zr必r2　◎比重2．蟻）

～アセト　シス処理…摘％KOHの服に淘物理の化学処理を行なった。残瘡をグリセリンゼリーで封入、

検鏡した。

遜㊧　分析結果及び考察

同定においては鴇　プレパラート全面を走査した。その間に出現したすべての分類郡及びその個数を表

且に示した。またも樹木花粉が摘　個体を越える試料については、花粉ダイアグラムに示した。出現率

は鴇樹木花粉は樹木花粉総数、草本◎胞子はそれらに樹木花粉を加えたものを基数として百分率で算出

した。図表において複数の分類群をハイフォンで結んだものは、分類群問の区別が明確でないものであ

る。

主要樹木花粉の出現傾向より3つの局地花粉群集帯を設定した。下位よりSM一恵⑳Ⅱ◎Ⅲ帯とする。

但しも検出個体数の少ない甑4⑳5◎7◎8◎17の試料については設定しなかった。

、∴＼′－l…一　了　告、ほノ〇こ．ノ製：〕

スギ属が増加、優占することにより特徴づけられる。他にコナラ◎アカガシ各亜属を比較的高率に伴

なう。アカガシ亜属は地下部（触50鞠53）でコナラ亜属より優性であるが、上部では逆になる。草本花

粉は、下部では分類群数が少ないが、ガマ属◎イネ⑳カヤツリグサ各科が比較的高率に出現、上部では

カヤツリグサ科が多産も分類群数も多い。一方、水生植物のガマ◎オモダカ◎コウホネ各属及びサンシ

ョウモが上部の下部で出現する。

SM－韮葦（鮎．24鞠22）

SM一道欝に続きスギ属は優古するが、減少する。他にコナラ亜属が減少、逆にモミ◎ツガ◎こレー

ケヤキ各属が増加、また、アカガシ亜属が比較的高率になる。草本花粉の出現率は低率である。

S＼‡l言上黒・仕〇3′－ノつ

ニヨウマツ亜属の比較的高率出現により特徴づけられる。スギ属は本帯においても優占する。一方、
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ネ科が多産し海　キカシダサ◎ミズワラビ◎オオアカウキクサ各属及びサンショウモなどの水生植物を伴

なう。

ヽ十‥一　㌧・′H、J十′、‾′。ン、∴巾，侵t rノ′わ、悠．∴ポ′∴▲一子づ′：三　八1二宜、一1二フ．′・′．・、．、′．J．－

屋◎東郷鴇　且983）◎山水遺跡　迂淘　摘開　においても認められる。丹那盆地では海　スギ林の成立は

約犯鍋鞠mm年前と推定されている。SM…　葦の下部については海　アカガシ亜属及びスギ属がほ

ぼ間頻度で出現海　照葉樹林からスギ林への移行期の植生とも考えられる。そうであれば時代的には協約

醐m年前壇の堆積層の可能性がある。　M一　帯下部では海　燕葉樹及びスギよ　なる植生が展開して

いたものであろう。上部に向けスギが分布拡大してきたものと推定される。上部においてはも　アカガシ

東属よりコナラ亜属が多　鴇丹那盆地◎山木遺跡とは異なる。これらが地理的条件の遠い海　あるいは生

業活動に係っているのかは不明である。低地においては海　下部ではガマ属◎イネ◎カヤツリグサ各科よ

りなる低湿地的環境にあったものと指定される。しかし箆　棒構成が単調であ　海　安定した低湿地ではな

かったである。上部の下部においては鴇　コウホネ昏オモダカ⑳ガマなどの抽出植物及び浮糞性のサン

ショウモが出現洩　比較的安定した水位のある低湿地であったと推定される。その患部におい竃は鴇　抽出

植物が僅ど出現せず戦　力ヤツリグサ科を室とした低湿地であったかも　下部ほど水位はなかった漕あろう。

C　丸井－m黒「て／ヰ　　て　土二’F云岩坊主方式．／l1　－7十一ナナ、ヾノ前日語りべトレ姦封集1ノ八十八アナr Z　「言l去蛍′nJ南信1／ヰ　Il一五二一告　正　rヰご「＼－r
Lノ　⊥V⊥　　　⊥⊥　nJ　＼＿　Vchヽ　　ノヽ　l／「司／J‾‾lノり～一二／ヽ　　ノ　ノ）　ノ）　／　11二／rJ当／ノ‾ユーl一十人HJ J一ヽ一旦⊥I、－・‘C｝・’qノO IlJ」′卜弧）一ノlつぺlトー」V Cトヽ　　LLJ／Iヽ人と旦1㌧4－l＼－　4J Y．」

は鴇　その変化は顕著であり、スギ林の人為的破壊を示唆される。SM…Ⅲ帯では鴇　ニヨウマツ亜属が高

率に出現する。関東地方におけるこヨウマツ亜属の多産は鴇　宝永スコリア降灰以降である（迂海　鼠985）。

静間においては鴇　今だ十分検討がなされていないが海　比較的新しい現象である可能性がある。これらニ

ヨウマツ亜属の多産は惚　人類の生業活動に起因するものであろう。低地においては淘　イネ科が多産し海

いわゆる水田雑草と言われる分類群のキカシグサ◎ミズワラビ⑳オオアカウキクサ各属及びサンショウ

モを伴なうことから憮水田耕作を行なっていた可能性は高い。これは触　鞠　の層服が田圃の丑ときれ

ていることと一致する。一方髄　アプラナ科◎ソバなどの畑作に由来する花粉も出現する。

引　用　文　献

橋屋光孝e東郷正美（1983）　丹那盆地における完新世後半の環境変遷一花粉分析をもとにして－、

日本第lT哨己学会講演要旨集、13、P98～99。

辻　誠一一郎（1977）　山木遺跡における花粉分析的検討、韮山町教育委員会編「山木遺跡第4次調査

報告書」P64～66。

辻　誠一郎（1985）　関東平野における弥生時代以降の植生史をめぐる諸問題、日本第四世紀学会講

演要旨集、15、P128～129。
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花　粉化有　名 試料番号
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5　　17nussubgen．D4）loxylon

6　　　Cりやわmeγ由

7　　　Cりやわ研eγ7α
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写真番号
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10a
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16　　　　Gramineae
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18　　　　Ranunculaceae

19　　　　Cichorioideae

20　　．函南元
21　　　ノ420／血
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ご
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お　わ　り　に

太谷川（神明原曲元宮川遺跡）出土の遺物のどのくらいが紹介できたであろうか。全体の量からすれ

ばわずか数パーセントに過ぎないであろう。しかし我々は、本遺跡の主体は祭祀遺物にあるとの認識に

立ちも祭祀遺物の紹介とその組み合わせおよび時期の認定に努めてきた。その意味では言翫那陀上磯

を示し得たのではないかと考える。

現地調査3年そして資料整理にはいり2年が経過した。その間に多くの方々がこの調査に係わってきた。あ

そのこ’’く一部分を分担した我々の責務は、「これらの方々の認識と判断を汲み取りいかに資料として示す

か」ということであろう。我々は盗意的な資料操作を避けるためも資料操作の原点に帰り機械的とも思

える操作をくりかえした。そのために膨大な資料のうちのごくわずかしか扱うことが出来ずもまた今回

資料として提示できたものはさらにその一部でしかない。しかしそれらの制約のなかではあるが淘　この

遺跡の様相の一端を明らかにし得たと信ずる。とともに河の申からの出土という本遺跡の資料の持っ性

格とその限界をもあきらかとなった。

さて鴇　この報告書では鴇多量の祭祀関係遺物のあるものは古墳時代に遡る可能性が強いことをしめし

た。この当否についてはも様々な論議があるであろう。木製品と土器◎土製品との性格の違いすなわち

木は浮き動くということと遺物の一括性についての疑問は様々な人から指摘をうけた。現地調査の担当

者は古墳時代に逆る可能性が高いという強い感触を持っているが、遺物整理を分担した我々はとりあえ

ず図面とラベルに従って資料提示を行い、それ以上の検討は加えていない。形態分類と遺物の組み合わ

せの検討淘　出土状態の再検討など淘　それぞれが取り組まなければならない項目は沢山ある。これらの問

題については海『大谷川IV』において改めて検討を加えて見たいと思う。

しかし、一言付言しておくとすれば、同じ浮ぐ陛質を持っている木製品同志の組み合わせでは、同じ

条件下で浮き動いたものが集まってきていると考えるほうが鴇　異なる時代のものが集まってきたと考え

るよりも自然ではないだろうか。木製品の組み合せの中に切り込む余地があるように思える。

今回は遺物の紹介に終始してしまったがも遺物の検討の中で様々な問題が提起された。次年度にはこ

れらの問題を解決し鴇本遺跡の様相を解明するよう努力したい。そのために調査に係わった各調査員がそ

れぞれの視点からテーマを絞り取り組んでいる。その成果がどの位しめせるかまだ未知数ではあるが鴇

さらに努力を続けていきたい。
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